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1: Microsoft SQL Serverをいめる
これは、SQL Serverのなをするのです。

バージョン

バージョン

SQL Server 2016 20160601

SQL Server 2014 2014-03-18

SQL Server 2012 2011-10-11

SQL Server 2008 R2 2010-04-01

SQL Server 2008 200886

SQL Server 2005 2005-11-01

SQL Server 2000 2000-11-01

Examples

INSERT / SELECT / UPDATE / DELETEデータの

Dの ATA Mの anipulation さL anguageしてDMLのようなむINSERT 、 UPDATEおよびDELETE 

-- Create a table HelloWorld 
 
CREATE TABLE HelloWorld ( 
    Id INT IDENTITY, 
    Description VARCHAR(1000) 
) 
 
 
-- DML Operation INSERT, inserting a row into the table 
INSERT INTO HelloWorld (Description) VALUES ('Hello World') 
 
 
-- DML Operation SELECT, displaying the table 
SELECT * FROM HelloWorld 
 
 
-- Select a specific column from table 
SELECT Description FROM HelloWorld 
 
 
-- Display number of records in the table 
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SELECT Count(*) FROM HelloWorld 
 
 
-- DML Operation UPDATE, updating a specific row in the table 
UPDATE HelloWorld SET Description = 'Hello, World!' WHERE Id = 1 
 
 
-- Selecting rows from the table (see how the Description has changed after the update?) 
SELECT * FROM HelloWorld 
 
 
-- DML Operation - DELETE, deleting a row from the table 
DELETE FROM HelloWorld WHERE Id = 1 
 
 
-- Selecting the table. See table content after DELETE operation 
SELECT * FROM HelloWorld

このスクリプトでは、いくつかのなクエリをすためのテーブルをしています 。

のは、 テーブルをクエリするをしています。

USE Northwind; 
GO 
SELECT TOP 10 * FROM Customers 
ORDER BY CompanyName

NorthwindデータベースMicrosoftのサンプルデータベースの1つで、 ここからダウンロードできま
す のCompanyNameでされたCustomerテーブルのの10レコードがされます。

Use Northwind;をUse Northwind;ことにしてUse Northwind;すべてののクエリのデフォルトデータベ
ースをします。 [データベース]。[スキーマ]。[テーブル]のでをしても、データベースをできます
。

SELECT TOP 10 * FROM Northwind.dbo.Customers 
ORDER BY CompanyName 
 
SELECT TOP 10 * FROM Pubs.dbo.Authors 
ORDER BY City

これは、なるデータベースからデータをするにです。 "between between"でされたdboはスキーマ
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https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms143221(v=sql.105).aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms143221(v=sql.105).aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms143221(v=sql.105).aspx
https://i.stack.imgur.com/6xeX4.jpg


とばれ、をしてするがあることにしてください。データベースのフォルダとえることができます
。 dboはデフォルトのスキーマです。デフォルトスキーマはすることができます。のすべてのユ
ーザースキーマをするがあります。

データベースにのようなの Dateなどがまれているは、のようにをカッコでむがあります。

-- descending order 
SELECT TOP 10 [Date] FROM dbo.MyLogTable 
ORDER BY [Date] DESC

ににスペースがまれているもですされません。わりのは、のわりにをすることです。

-- descending order 
SELECT top 10 "Date" from dbo.MyLogTable 
order by "Date" desc 

であるがあまりではない。とのいにしてください。はにされます。

-- descending order 
SELECT top 10 "Date" from dbo.MyLogTable 
where UserId='johndoe' 
order by "Date" desc 

なです。 T-SQLには、NCharデータとNVarcharデータのNがいています。

SELECT TOP 10 * FROM Northwind.dbo.Customers 
WHERE CompanyName LIKE N'AL%' 
ORDER BY CompanyName

ALまるをつすべてのをします %はワイルドカードです.DOS DIR AL*などのDOSコマンドラインで
アスタリスクをするとじようにします。 LIKEには、いくつかのワイルドカードがあります。はこ
ちらをごください。

は、のにしないのにするフィールドをするにです。 NorthwindデータベースのRegionテーブルから
すべてのをします。しかし、のテーブルRegionされているRegionDescriptionもであることが
RegionDescription Region 。ただし、キーRgionIDあります。このキーをすると、のように1つのク
エリでこのをみわせることができます Top 5 5はの5をします。すべてのをするためにはします。

SELECT TOP 5 Territories.*, 
    Regions.RegionDescription 
FROM Territories 
INNER JOIN Region 
    ON Territories.RegionID=Region.RegionID 
ORDER BY TerritoryDescription

TerritoriesからのすべてのとTerritoriesのRegionDescriptionがされRegion 。はTerritoryDescription

によってされます。
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テーブルの

クエリで2つのテーブルへのがなは、テーブルエイリアスをするとです。テーブルのエイリアスは
、テーブルののわりにできるテーブルのであり、とをらすことができます。エイリアスをするた
めのはのとおりです。

<TableName> [as] <alias>

どこasオプションのキーワードです。たとえば、のクエリはのようにきえることができます。

SELECT TOP 5 t.*, 
    r.RegionDescription 
FROM Territories t 
INNER JOIN Region r 
    ON t.RegionID = r.RegionID 
ORDER BY TerritoryDescription

じテーブルを2するでも、エイリアスはクエリのすべてのテーブルにしてでなければなりません。
たとえば、EmployeeテーブルにSupervisorIdフィールドがまれている、このクエリをしてとその
スーパーバイザのをすことができます。

SELECT e.*, 
    s.Name as SupervisorName -- Rename the field for output 
FROM Employee e 
INNER JOIN Employee s 
    ON e.SupervisorId = s.EmployeeId 
WHERE e.EmployeeId = 111

これまでてきたように、Joinはさまざまなテーブルソースからをします。しかし、なるソースか
らのをするはどうすればよいでしょうかこの、UNIONをできます。あなたがパーティーをしてい
て、だけでなくもしたいとします。に、このクエリをしてそれをできます。

SELECT FirstName+' '+LastName as ContactName, Address, City FROM Employees 
UNION 
SELECT ContactName, Address, City FROM Customers

との、、を1つのテーブルにします。しているするがあるはにされることにしてくださいこれをま
ないは、わりにUNION ALLしてください。、、およびデータは、のであるすべてのSELECTでする
があります。これは、のSELECTがFirstNameとLastNameをEmployeeからContactNameする
ContactNameです。

テーブル

テンポラリ・データにストアド・プロシージャをするがあるは、をするとです。「の」とのいは、な
のためにメモリーにすることだけです。
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DECLARE @Region TABLE 
( 
  RegionID int, 
  RegionDescription NChar(50) 
)

メモリにテーブルをします。この、 @はであるためです。のすべてのDMLをして、の、およびを
うことができます。

INSERT INTO @Region values(3,'Northern') 
INSERT INTO @Region values(4,'Southern')

しかし、、あなたはのテーブルにづいてそれをします

INSERT INTO @Region 
SELECT * FROM dbo.Region WHERE RegionID>2;

のテーブルdbo.Regionからフィルタリングされたをみみ、それをメモリテーブル@Regionします。
このメモリテーブルは、 @Regionするためにできます。たとえば、のようなでできます。

SELECT * FROM Territories t 
JOIN @Region r on t.RegionID=r.RegionID

この、 NorthernとSouthernすべてのがされます。よりなはここでつけることができます 。そのト
ピックについてしくりたいは、テーブルについてここでします 。

わりに、 テーブル 、またはテーブルをし、のデータでするは、テーブルのデータのが100の、
Microsoftはのテーブルのをしています。

PRINT

コンソールにメッセージをします。 SQL Server Management Studioをすると、[]タブではなく[メ
ッセージ]タブにされます。

PRINT 'Hello World!';

テーブルからすべてのとをする

SELECT * 
FROM table_name

アスタリスク*をすると、のすべてのをするためのショートカットとしてします。このSELECTには
WHEREがないため、すべてのもされ、フィルタリングをできません。

これは、テーブルにエイリアスをしたもですこのはe 。

SELECT * 
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FROM Employees AS e

または、のテーブルからすべてをするは、+ "。*"をできます。

SELECT e.*, d.DepartmentName 
FROM Employees AS e 
    INNER JOIN Department AS d 
        ON e.DepartmentID = d.DepartmentID

データベースオブジェクトには、をしてアクセスすることもできます。

SELECT * FROM [server_name].[database_name].[schema_name].[table_name]

サーバーやデータベースをすると、なオブジェクトのためにをしたクエリがされなくなるため、
これはずしもされません。

クエリがのサーバー、データベース、およびスキーマでそれぞれされる、くの、 table_nameのフ
ィールドはできます。ただし、データベースにはのスキーマがするのがです。この、スキーマは
なりしないでください。

コードやストアドプロシージャでSELECT *をすると、でがするがありますしいがテーブルにされ
たり、がテーブルにされた。に、の、またはされたの。したがって、プロダクションコードの
SELECTではにカラムをにするがです。

SELECT col1, col2, col3 
FROM table_name

にするをする

に、はのとおりです。

SELECT <column names> 
FROM <table name> 
WHERE <condition>

えば

SELECT FirstName, Age 
FROM Users 
WHERE LastName = 'Smith'

はになるがあります。

SELECT FirstName, Age 
FROM Users 
WHERE LastName = 'Smith' AND (City = 'New York' OR City = 'Los Angeles')
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UPDATE

UPDATE HelloWorlds 
SET HelloWorld = 'HELLO WORLD!!!' 
WHERE Id = 5

のコードは、フィールド "HelloWorld"のを "HELLO WORLD !!!"にします。 HelloWorldsテーブル
の "Id = 5"というレコードの

ステートメントでは、がなるをいて、テーブルのをけるために「where」をすることをおめしま
す。

すべてのを

なのでは、テーブルののフィールドのすべてのがインクリメントされます。これをうには、フィ
ールドとインクリメントをするがあります

は、 Scoreフィールドを1ずつさせるですすべての。

UPDATE Scores 
SET score = score + 1 

これは、ってののUPDATEをのすべてのにしてうと、データがするがあるためです。

コードのコメント

Transact-SQLは、2つののコメントきみをサポートしています。コメントはデータベースエンジ
ンによってされ、々がむためのものです。

コメントは--でまり、しいにうまでされます

-- This is a comment 
SELECT * 
FROM MyTable -- This is another comment 
WHERE Id = 1;

スラッシュスターのコメントは/*まり*/わります。これらのデリミタのテキストはすべてコメン
トブロックとなされます。

/* This is 
a multi-line 
comment block. */ 
SELECT Id = 1, [Message] = 'First row' 
UNION ALL 
SELECT 2, 'Second row' 
/* This is a one liner */ 
SELECT 'More';

スラッシュスターのコメントには、SQLがをったにコメントをできるようにするがあります。こ
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れは、トラブルシューティングにSQLがされたときにします。

スラッシュスターコメントはれにすることができ、スラッシュスターコメントの/*は*/でにする
があります。のコードはエラーになります

/* 
SELECT * 
FROM CommentTable 
WHERE Comment = '/*' 
*/

もりのがコメントのとなされるにもかかわらず、スラッシュスター。それゆえ、ののスラッシュ
でわるがあります。しいは

/* 
SELECT * 
FROM CommentTable 
WHERE Comment = '/*' 
*/  */

なサーバーをする

SELECT @@VERSION

インスタンスでされているMS SQL Serverのバージョンをします。

SELECT @@SERVERNAME

MS SQL Serverインスタンスのをします。

SELECT @@SERVICENAME

MS SQL ServerがされているWindowsサービスのをします。

SELECT serverproperty('ComputerNamePhysicalNetBIOS');

SQL Serverがされているマシンのをします。フェールオーバークラスターのノードをするのにで
す。

SELECT * FROM fn_virtualservernodes();

フェールオーバークラスターでは、SQL Serverをできるすべてのノードをします。クラスタでな
いはもしません。

トランザクションをしてにデータをする

データをするたびに、DMLData Manipulation Languageコマンドで、をトランザクションにラッ
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プすることができます。 DMLには、 UPDATE 、 TRUNCATE 、 INSERTおよびDELETEまれます。なデータ
をしていることをできるの1つは、トランザクションをすることです。

DMLのはをけるをロックします。トランザクションをするときは、トランザクションをするがあ
ります。そうしないと、DMLでされたすべてのオブジェクトは、トランザクションをしたによっ
てロックされたままになります。 ROLLBACKまたはCOMMITをしてトランザクションをすることができ
ます。 ROLLBACKは、トランザクションのすべてをのにします。 COMMITは、のDMLをせずにをりす
ことができないにデータをきます。

--Create a test table 
 
USE [your database] 
GO 
CREATE TABLE test_transaction (column_1 varchar(10)) 
GO 
 
INSERT INTO 
 dbo.test_transaction 
        ( column_1 ) 
VALUES 
        ( 'a' ) 
 
BEGIN TRANSACTION --This is the beginning of your transaction 
 
UPDATE dbo.test_transaction 
SET column_1 = 'B' 
OUTPUT INSERTED.* 
WHERE column_1 = 'A' 
 
 
ROLLBACK TRANSACTION  --Rollback will undo your changes 
           --Alternatively, use COMMIT to save your results 
 
SELECT * FROM dbo.test_transaction   --View the table after your changes have been run 
 
DROP TABLE dbo.test_transaction

ノート

これは、エラーをまないされたです。しかし、どのデータベースもするがあり、したがって
がスローされます。 このようななエラーがどのようにえるかのをにします。あなたは、そ
うでないは、あなたがのでをすかもしれません、 エラーハンドラなしでトランザクション
をしないでください。

•

レベルにじて、トランザクションはまたはされているデータにロックをかけています。トラ
ンザクションがされていないことをするがあります。トランザクションがデータベースのレ
コードをロックし、のトランザクションとのデッドロックにつながるがあるからです。をカ
プセルしたトランザクションをなりくし、ロックしているデータのによるをにえます。

•

すべてのをする

DELETE 
FROM Helloworlds
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これにより、テーブルからすべてのデータがされます。このコードをすると、テーブルにはがま
れません。 DROP TABLEとはなり、これはテーブルとそのをしており、ききそのテーブルにしいを
することができます。

テーブルのすべてのをするのは、のようにりてます。

TRUNCATE TABLE HelloWords

DELETEとのいはいくつかあります

りめはトランザクションログファイルにされません1. 
IDENTITYフィールドがする、これはリセットされます2. 
TRUNCATEはテーブルとそのにはできませんわりにDELETEコマンドでWHEREをけることがで
きます

3. 

TRUNCATEの

FOREIGN KEYがあるはテーブルをTRUNCATEできません1. 

テーブルがINDEXED VIEWしている2. 
TRANSACTIONAL REPLICATIONまたはMERGE REPLICATIONをしてテーブルがされている3. 
テーブルにされているトリガはしません4. 

[sic]

TRUNCATE TABLE

TRUNCATE TABLE Helloworlds 

このコードはHelloworldsテーブルからすべてのデータをします。りてテーブルはDelete from 

TableコードからのDelete from Tableとほぼじです。いは、Truncateでwhereをできないことです。 
Truncateテーブルは、トランザクションログスペースがなくてむため、よりもれているとなされ
ます。

IDがする、IDはシードにリセットされますたとえば、IDは1からされます。これは、IDがののキー
としてされている、するがあります。

しいテーブルをし、いテーブルからレコードをする

SELECT * INTO NewTable FROM OldTable

いテーブルのをつしいテーブルをし、すべてのをしいテーブルにします。

いくつかの

テーブルまたはテーブルパラメータをしいテーブルとしてすることはできません
。

1. 
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ソースがパーティションされているでも、SELECT ... INTOをしてパーティショ
ンをすることはできません。 SELECT ... INTOはソーステーブルのパーティショ
ンスキームをしません。わりに、のファイルグループにしいテーブルがされます
。パーティションにをするには、まずパーティションをしてから、INSERT 

INTO ... SELECT FROMステートメントをするがあります。

2. 

ソースでされた、およびトリガーは、しいにはされず、SELECT ... INTOでする
こともできません。これらのオブジェクトがなは、SELECT ... INTOをしたでで
きます。

3. 

ORDER BYをしても、がされたでされることはされません。リストにスパース
がまれている、スパースプロパティはしいテーブルのにはされません。しいでこ
のプロパティーがなは、SELECT ... INTOステートメントをしたでをし、このプ
ロパティーをみみます。

4. 

がリストにまれる、しいテーブルのするはではありません。しいのは、SELECT 

... INTOがされたでされたです。
5. 

[ sic ]

テーブルのの

のをして、 table_nameがしたいテーブルにきえられた、データベースののテーブルのをつけるこ
とができます。

SELECT COUNT(*) AS [TotalRowCount] FROM table_name;

のスクリプトをして、テーブルのHEAPindex_id = 0またはクラスタのクラスタインデックス
index_id = 1にづいてテーブルのパーティションにってすることによって、すべてのテーブルのを
することもできます。

SELECT  [Tables].name                AS [TableName], 
        SUM( [Partitions].[rows] )    AS [TotalRowCount] 
FROM    sys.tables AS [Tables] 
JOIN    sys.partitions AS [Partitions] 
    ON  [Tables].[object_id]    =    [Partitions].[object_id] 
    AND [Partitions].index_id IN ( 0, 1 ) 
--WHERE    [Tables].name = N'table name' /* uncomment to look for a specific table */ 
GROUP BY    [Tables].name;

これは、のパーティションがされないり、すべてのテーブルがにのパーティションテーブルであ
るためです。このスクリプトには、テーブルのにするみり/きみをげないというもあります。

オンラインでMicrosoft SQL Serverをいめるをむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/236/microsoft-sql-serverをいめる

https://riptutorial.com/ja/home 12

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms188029.aspx
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/236/microsoft-sql-server%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%84%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B


2: Azure SQLデータベースの

Examples

Azure SQLデータベースのサービスをする

Azure SQLデータベースには、さまざまなエディションとパフォーマンスのがあります。

のステートメントをして、AzureでサービスとしてされているSQLデータベースのバージョン、
エディション、、またはプレミアム、およびサービスS0、S1、P4、P11など

select @@version 
SELECT DATABASEPROPERTYEX('Wwi', 'EDITION') 
SELECT DATABASEPROPERTYEX('Wwi', 'ServiceObjective')

Azure SQLデータベースのサービスの

Azure SQLデータベースは、ALTER DATABASEをしてスケールアップまたはスケールダウンす
ることができます。

ALTER DATABASE WWI 
MODIFY (SERVICE_OBJECTIVE = 'P6') 
-- or 
ALTER DATABASE CURRENT 
MODIFY (SERVICE_OBJECTIVE = 'P2')

のデータベースのサービスレベルをしているにサービスレベルをしようとすると、のエラーがさ
れます。

メッセージ40802、レベル16、1、1サーバー '......'とデータベース '.......'のサービスの
りてはにです。データベースのサービスのりてが「」とマークされるまでおちくださ
い。

がすると、ALTER DATABASEをします。

Azure SQLデータベースのレプリケーション

のAzure SQL Serverにじのデータベースのセカンダリレプリカをし、ローカルデータベースをプ
ライマリにして、プライマリからしいセカンダリにでデータをレプリケートすることができます
。

ALTER DATABASE <<mydb>> 
ADD SECONDARY ON SERVER <<secondaryserver>> 
WITH ( ALLOW_CONNECTIONS = ALL ) 
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ターゲットサーバはのデータセンターにするがありますジオレプリケーションに。ターゲットサ
ーバーにじのデータベースがすでにする、コマンドはします。このコマンドは、プライマリにな
るローカルデータベースをホストしているサーバーのmasterデータベースでされます。 
ALLOW_CONNECTIONSがALLデフォルトではNOにされているにされている、セカンダリ・レプ
リカはなをつすべてのログインができるようにするみりデータベースになります。

セカンダリ・データベース・レプリカは、のコマンドをしてプライマリにプロモートできます。

ALTER DATABASE mydb FAILOVER 

セカンダリサーバーのセカンダリデータベースをできます。

ALTER DATABASE <<mydb>> 
REMOVE SECONDARY ON SERVER <<testsecondaryserver>>

ElasticプールにAzure SQLデータベースをする

のSQLデータベースをSQLプールにれることができます

CREATE DATABASE wwi 
( SERVICE_OBJECTIVE = ELASTIC_POOL ( name = mypool1 ) ) 

のデータベースのコピーをし、それをいくつかのプールにすることができます。

CREATE DATABASE wwi 
AS COPY OF myserver.WideWorldImporters 
( SERVICE_OBJECTIVE = ELASTIC_POOL ( name = mypool1 ) ) 

オンラインでAzure SQLデータベースのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7113/azure-

sqlデータベースの
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3: bcpコピープログラムユーティリティ

き

コピープログラムユーティリティbcpは、Microsoft SQL Serverのインスタンスとデータファイル
ので、ユーザーがしたでデータをコピーします。 bcpユーティリティをして、のしいをSQL 

Serverテーブルにインポートしたり、テーブルからデータをデータファイルにエクスポートした
りすることができます。

Examples

ファイルなしのデータをインポートするネイティブを

REM Truncate table (for testing) 
SQLCMD -Q "TRUNCATE TABLE TestDatabase.dbo.myNative;" 
 
REM Import data 
bcp TestDatabase.dbo.myNative IN D:\BCP\myNative.bcp -T -n 
 
REM Review results 
SQLCMD -Q "SELECT * FROM TestDatabase.dbo.myNative;"

オンラインでbcpコピープログラムユーティリティをむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/10942/bcp-コピープログラム-ユーティリティ
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4: BULKインポート

Examples

オプションきのBULK INSERT

WITHのさまざまなオプションをしてルールをカスタマイズできます。

BULK INSERT People 
FROM 'f:\orders\people.csv' 
WITH  (  CODEPAGE = '65001', 
         FIELDTERMINATOR =',', 
         ROWTERMINATOR ='\n' 
      ); 

このでは、CODEPAGEは、UTF-8ファイルのソース・ファイルおよびTERMINATORSがおよびで
あることをします。

バルク

BULK INSERTコマンドをしてファイルをSQL Serverにインポートすることができます。

BULK INSERT People 
FROM 'f:\orders\people.csv' 

BULK INSERTコマンドは、ターゲットのをむファイルのをマップします。

OPENROWSETBULKをしてファイルのをむ

OPENROWSETBULKをしてファイルのをみみ、いくつかのテーブルにをすることができます。

INSERT INTO myTable(content) 
   SELECT BulkColumn 
          FROM OPENROWSET(BULK N'C:\Text1.txt', SINGLE_BLOB) AS Document; 

SINGLE_BLOBオプションはファイルからシングルセルとしてみみます。

OPENROWSETBULKとファイルをしてファイルをみむ

Yuは、FORMATFILEオプションをしてインポートされるファイルのをできます。

INSERT INTO mytable 
SELECT a.* 
FROM OPENROWSET(BULK 'c:\test\values.txt', 
   FORMATFILE = 'c:\test\values.fmt') AS a; 
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ファイルformat_file.fmtは、values.txtのをします。

9.0 
2 
1  SQLCHAR  0  10 "\t"        1  ID                SQL_Latin1_General_Cp437_BIN 
2  SQLCHAR  0  40 "\r\n"      2  Description       SQL_Latin1_General_Cp437_BIN 

OPENROWSETBULKをしてjsonファイルをみむ

OPENROWSETをしてファイルのをみり、をするのにすことができます。

のでは、OPENROWSETBULKをしてJSONファイルのをみみ、JSONをしてをすOPENJSONに
BulkColumnをするをします。

SELECT book.* 
 FROM OPENROWSET (BULK 'C:\JSON\Books\books.json', SINGLE_CLOB) as j 
 CROSS APPLY OPENJSON(BulkColumn) 
       WITH( id nvarchar(100), name nvarchar(100), price float, 
             pages int, author nvarchar(100)) AS book

オンラインでBULKインポートをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7330/bulkインポート
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5: CASEステートメント
のは、のでSQL Serverでcaseステートメントをするためのをしています。 "SELECT 

DATENAMEWEEKDAY、GETDATE"ものがです。

Examples

シンプルなCASE

なでは、のなにして1つのまたはがチェックされます。のコードは、なcaseのです。

SELECT CASE DATEPART(WEEKDAY, GETDATE()) 
    WHEN 1 THEN 'Sunday' 
    WHEN 2 THEN 'Monday' 
    WHEN 3 THEN 'Tuesday' 
    WHEN 4 THEN 'Wednesday' 
    WHEN 5 THEN 'Thursday' 
    WHEN 6 THEN 'Friday' 
    WHEN 7 THEN 'Saturday' 
END

されたCASEステートメント

Searched Caseステートメントでは、オプションは1つのをにテストできます。のコードは、され
たcaseのです。

DECLARE @FirstName varchar(30) = 'John' 
DECLARE @LastName varchar(30) = 'Smith' 
 
SELECT CASE 
    WHEN LEFT(@FirstName, 1) IN ('a','e','i','o','u') 
        THEN 'First name starts with a vowel' 
    WHEN LEFT(@LastName, 1) IN ('a','e','i','o','u') 
        THEN 'Last name starts with a vowel' 
    ELSE 
        'Neither name starts with a vowel' 
END

オンラインでCASEステートメントをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7238/caseステー
トメント
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6: CLUSTERED COLUMNSTORE

Examples

CLUSTERED COLUMNSTOREインデックスをつテーブル

ストアではなくストアでをするは、のにINDEX cci CLUSTERED COLUMNSTOREをします。

DROP TABLE IF EXISTS Product 
GO 
CREATE TABLE Product ( 
    ProductID int, 
    Name nvarchar(50) NOT NULL, 
    Color nvarchar(15), 
    Size nvarchar(5) NULL, 
    Price money NOT NULL, 
    Quantity int, 
    INDEX cci CLUSTERED COLUMNSTORE 
)

フルスキャンとレポートがなではCOLUMSTOREがしていますが、さなセットをりまたはするで
は、ストアがよりれています。

のテーブルにクラスタされたストアインデックスをする

CREATE CLUSTERED COLUMNSTORE INDEXをすると、をでできます。

DROP TABLE IF EXISTS Product 
GO 
CREATE TABLE Product ( 
    Name nvarchar(50) NOT NULL, 
    Color nvarchar(15), 
    Size nvarchar(5) NULL, 
    Price money NOT NULL, 
    Quantity int 
) 
GO 
CREATE CLUSTERED COLUMNSTORE INDEX cci ON Product 

CLUSTERED COLUMNSTOREインデックスをする

されたがいは、クラスタされたストアインデックスをできます。

ALTER INDEX cci ON Products 
REBUILD PARTITION = ALL

CLUSTERED COLUMNSTOREは、のテーブルのデータをしいテーブルに「リロード」し、をし
、されたをします。
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1つまたはのパーティションをできます。

オンラインでCLUSTERED COLUMNSTOREをむ https://riptutorial.com/ja/sql-
server/topic/5774/clustered-columnstore
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7: CREATE VIEW

Examples

CREATE VIEW

CREATE VIEW view_EmployeeInfo 
AS 
    SELECT EmployeeID, 
        FirstName, 
        LastName, 
        HireDate 
    FROM Employee 
GO

ビューからのは、のようにできます。

SELECT FirstName 
FROM view_EmployeeInfo

されたをむビューをすることもできます。されたをすることで、のビューをのようにできます。

CREATE VIEW view_EmployeeReport 
AS 
    SELECT EmployeeID, 
        FirstName, 
        LastName, 
        Coalesce(FirstName,'') + ' ' + Coalesce(LastName,'') as FullName, 
        HireDate 
    FROM Employee 
GO

このビューは、そこからをSELECTするとされるのをします。このののは、 Employeeテーブルの
FirstNameおよびLastNameフィールドにし、フィールドがされるとにをします。

CREATE VIEW with Encryption

CREATE VIEW view_EmployeeInfo 
WITH ENCRYPTION 
AS 
SELECT EmployeeID, FirstName, LastName, HireDate 
FROM Employee 
GO

INNER JOINをしてVIEWをする

CREATE VIEW view_PersonEmployee 
AS 
    SELECT P.LastName, 
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        P.FirstName, 
        E.JobTitle 
    FROM Employee AS E 
    INNER JOIN Person AS P 
        ON P.BusinessEntityID = E.BusinessEntityID 
GO

ビューは、ジョインをして、、、またはのビューのようなのソースからデータをできます。この
では、PersonテーブルのFirstNameとLastNameとEmployeeテーブルのJobTitleをします。

このビューをして、データベースのマネージャーにするすべてのをできるようになりました。

SELECT * 
FROM view_PersonEmployee 
WHERE JobTitle LIKE '%Manager%'

CREATE INDEXED VIEW

きのビューをするには、 WITH SCHEMABINDINGキーワードをしてビューをするがあります。

CREATE VIEW view_EmployeeInfo 
WITH SCHEMABINDING 
AS 
    SELECT EmployeeID, 
        FirstName, 
        LastName, 
        HireDate 
    FROM [dbo].Employee 
GO

クラスタされたインデックスまたはクラスタされていないインデックスをできるようになりまし
た。

CREATE UNIQUE CLUSTERED INDEX IX_view_EmployeeInfo 
ON view_EmployeeInfo 
( 
     EmployeeID ASC 
)

インデックスきのビューにはいくつかのがあります。

ビューは、じデータベースの1つのテーブルをできます。•

のクラスタインデックスがされると、のクラスタインデックスをビューにしてできます。•

、、、およびりてをめ、となるのデータをできます。•

となるとはできません。ビューはWITH SCHEMABINDINGオプションをしてされます。•

COUNT、MIN、MAX、TOP、、またはのいくつかのキーワードまたはをむことはできませ
ん。

•
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インデックスきビューののについては、このMSDNのをしてください。

グループされたビュー

グループされたVIEWは、GROUP BYをつクエリにづいています。グループのそれぞれは、それ
がされたベースにのをつがあるため、ずみみのビューです。このようなVIEWは、、1つのをち、
レポートでされます。また、SQLのをするためにもです。でのりげをすVIEWをえてみましょう。
クエリはです

https://www.simple-talk.com/sql/t-sql-programming/sql-view-beyond-the-basics/

CREATE VIEW BigSales (state_code, sales_amt_total) 
AS SELECT state_code, MAX(sales_amt) 
     FROM Sales 
    GROUP BY state_code;

ユニオンエドのビュー

UNIONまたはUNION ALLにづくVIEWは、のいずれかの1つのにをマップするのがないため、み
りです。 UNIONは、をからします。 UNIONおよびUNION ALLはどちらも、がどのテーブルから
たのかをします。そのようなVIEWは、UNION [ALL]のにはのがないため、aをするがあります。
には、2つのディスジョイント・テーブルのUNIONは、どちらもするをたず、でなければなりませ
ん。

https://www.simple-talk.com/sql/t-sql-programming/sql-view-beyond-the-basics/

CREATE VIEW DepTally2 (emp_nbr, dependent_cnt) 
AS (SELECT emp_nbr, COUNT(*) 
      FROM Dependents 
     GROUP BY emp_nbr) 
   UNION 
   (SELECT emp_nbr, 0 
      FROM Personnel AS P2 
     WHERE NOT EXISTS 
          (SELECT * 
             FROM Dependents AS D2 
            WHERE D2.emp_nbr = P2.emp_nbr));

オンラインでCREATE VIEWをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3815/create-view
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8: DBCC

Examples

DBCCメンテナンスコマンド

DBCCコマンドをすると、データベースのをしたり、キャッシュをクリアしたり、データベース
やテーブルをしたりできます。

は

DBCC DROPCLEANBUFFERS 

バッファプールからすべてのクリーンバッファをし、ストアオブジェクトプールからストアオブ
ジェクトをします。

DBCC FREEPROCCACHE 
-- or 
DBCC FREEPROCCACHE (0x060006001ECA270EC0215D05000000000000000000000000);

プランキャッシュのすべてのSQLクエリをします。しいプランがすべてコンパイルされますプラ
ンハンドル、クエリハンドルをして、のクエリプランまたはSQLステートメントのプランをクリ
ーンアップすることができます。

DBCC FREESYSTEMCACHE ('ALL', myresourcepool); 
-- or 
DBCC FREESYSTEMCACHE;

システムによってされたすべてのキャッシュエントリをします。これは、すべてまたはされたリ
ソースプールのではmyresourcepoolのエントリo =をできます。

DBCC FLUSHAUTHCACHE 

ログインとファイアウォールルールにするをむデータベースキャッシュをにします。

DBCC SHRINKDATABASE (MyDB [, 10]); 

データベースMyDBを10にします。 2のパラメータはオプションです。のわりにデータベースID

をできます。

DBCC SHRINKFILE (DataFile1, 7); 

のデータベースにDataFile1というのデータファイルをします。ターゲットサイズは7 MBですこ
のパラメータはオプションです。
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DBCC CLEANTABLE (AdventureWorks2012,'Production.Document', 0) 

されたテーブルからスペースをする

DBCCステートメント

DBCCコマンドをすると、ユーザーはデータベースのをできます。

ALTER TABLE Table1 WITH NOCHECK ADD CONSTRAINT chkTab1 CHECK (Col1 > 100); 
GO 
DBCC CHECKCONSTRAINTS(Table1); 
--OR 
DBCC CHECKCONSTRAINTS ('Table1.chkTable1'); 

チェックはnocheckオプションでされるため、のデータではチェックされません。 DBCCはチェ
ックをトリガします。

DBCCコマンドにいて、データベース、テーブル、またはカタログのをチェックします。

DBCC CHECKTABLE tablename1 | tableid 
DBCC CHECKDB databasename1 | dbid 
DBCC CHECKFILEGROUP filegroup_name | filegroup_id | 0 
DBCC CHECKCATALOG databasename1 | database_id1 | 0

DBCCステートメント

DBCCコマンドは、データベースオブジェクトにするをできます。

DBCC PROCCACHE

プロシージャ・キャッシュにするをでします。

DBCC OUTPUTBUFFER ( session_id [ , request_id ]) 

されたsession_idおよびオプションのrequest_idののバッファを16およびASCIIでします。

DBCC INPUTBUFFER ( session_id [ , request_id ]) 

クライアントからMicrosoft SQL Serverのインスタンスにされたのステートメントをします。

DBCC SHOW_STATISTICS ( table_or_indexed_view_name , column_statistic_or_index_name)

DBCCトレースコマンド

SQL Serverのトレースフラグは、SQL Serverのをしたり、のをオン/オフしたりするためにされ
ます。 DBCCコマンドでトレースフラグをできます。
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のでは、トレースフラグ3205をグローバルに、3206をのセッションにりえます。

DBCC TRACEON (3205, -1); 
DBCC TRACEON (3206);

のでは、トレースフラグ3205をグローバルに、のセッションにして3206をグローバルにオフにし
ます。

DBCC TRACEON (3205, -1); 
DBCC TRACEON (3206);

のは、トレースフラグ2528および3205のステータスをします。

DBCC TRACESTATUS (2528, 3205); 

DBCCステートメント

DBCCステートメントは、SQL Serverのデータベースコンソールコマンドとしてします。した
DBCCコマンドのをするには、DBCC HELP...ステートメントをします。

のは、ヘルプがなすべてのDBCCステートメントをします。

DBCC HELP ('?'); 

のは、DBCC CHECKDBステートメントのオプションをします。

DBCC HELP ('CHECKDB'); 

オンラインでDBCCをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7316/dbcc
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9: DBMAIL

sp_send_dbmail [[@profile_name =] 'profile_name'] [、[@recipients =] '[; ... n] '] [、
[@copy_recipients =]' copy_recipient [; ... n] '] [、[@blind_copy_recipients =]' 
blind_copy_recipient [; ...]、[@ body]、[body]、[@ body]、[body] [、[@ body_format =] 
'body_format'] [、[@importance =] ''] [、[]] []] [、[@ file_attachments =] 'ファイル[; [、[@ 
query_attachment_filename =] query_attachment_filename] [、[@ 
query_attachment_filename]]、[@ query_attachment_filename]、[@ 
query_attachment_filename] @、[@ query_result_header =] query_result_header]、
[@query_result_width =] query_result_width] [、[@ query_result_separator]]、
[query_result_separator]]、[@exclude_query_output =] exclude_query_output] [、
[@append_query_error =] append_query_error [、[@query_no_truncate = ] 
[query_no_truncate] [、[@ query_result_no_padding =] @query_result_no_padding] [、
[@mailitem_id =] mailitem_id] [OUTPUT]

•

Examples

なメールをする

このコードはなテキストのみのemailをrecipient@someaddress.comにします

EXEC msdb.dbo.sp_send_dbmail 
    @profile_name = 'The Profile Name', 
    @recipients = 'recipient@someaddress.com', 
    @body = 'This is a simple email sent from SQL Server.', 
    @subject = 'Simple email' 

クエリのをする

SELECT * FROM Usersというクエリのをしてrecipient@someaddress.comします。

EXEC msdb.dbo.sp_send_dbmail 
    @profile_name = 'The Profile Name', 
    @recipients = 'recipient@someaddress.com', 
    @query = 'SELECT * FROM Users', 
    @subject = 'List of users', 
    @attach_query_result_as_file = 1; 

HTMLメールを

HTMLコンテンツをsp_send_dbmailにすがあります。

SQL Server 2012

DECLARE @html VARCHAR(MAX); 
SET @html = CONCAT 
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( 
    '<html><body>', 
    '<h1>Some Header Text</h1>', 
    '<p>Some paragraph text</p>', 
    '</body></html>' 
)

SQL Server 2012

DECLARE @html VARCHAR(MAX); 
SET @html = 
    '<html><body>' + 
    '<h1>Some Header Text</h1>' + 
    '<p>Some paragraph text</p>' + 
    '</body></html>';

@htmlに@body argument 。 HTMLは@bodyにすこともできますが、コードをみにくくするがあります
。

EXEC msdb.dbo.sp_send_dbmail 
    @recipients='recipient@someaddress.com', 
    @subject = 'Some HTML content', 
    @body = @html, 
    @body_format = 'HTML'; 

オンラインでDBMAILをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4908/dbmail
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10: FOR XML PATH

にもいくつかのFOR XMLモードがあります。

FOR XML RAW - <row>ごとに1つの<row>をします。•

FOR XML AUTO - ヒューリスティックにをFOR XML AUTOしようとします。•

FOR XML EXPLICIT - FOR XML EXPLICITのをよりにできますが、 FOR XML PATHよりもです。•

Examples

Hello World XML

SELECT 'Hello World' FOR XML PATH('example')

<example>Hello World</example>

の

SQL Server 2008

WITH XMLNAMESPACES ( 
    DEFAULT 'http://www.w3.org/2000/svg', 
    'http://www.w3.org/1999/xlink' AS xlink 
) 
SELECT 
    'example.jpg' AS 'image/@xlink:href', 
    '50px' AS 'image/@width', 
    '50px' AS 'image/@height' 
FOR XML PATH('svg')

<svg xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink" xmlns="http://www.w3.org/2000/svg"> 
    <image xlink:href="firefox.jpg" width="50px" height="50px"/> 
</svg>

XPathをしたの

SELECT 
    'XPath example' AS 'head/title', 
    'This example demonstrates ' AS 'body/p', 
    'https://www.w3.org/TR/xpath/' AS 'body/p/a/@href', 
    'XPath expressions' AS 'body/p/a' 
FOR XML PATH('html')

<html> 
    <head> 
        <title>XPath example</title> 
    </head> 
    <body> 
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        <p>This example demonstrates <a href="https://www.w3.org/TR/xpath/">XPath 
expressions</a></p> 
    </body> 
</html>

FOR XML PATHでは、のないはテキストノードになります。したがってNULLまたは''はのテキストノ
ードになります。きをのないにするには、 AS *

DECLARE @tempTable TABLE (Ref INT, Des NVARCHAR(100), Qty INT) 
INSERT INTO @tempTable VALUES (100001, 'Normal', 1), (100002, 'Foobar', 1), (100003, 'Hello 
World', 2) 
 
SELECT ROW_NUMBER() OVER (ORDER BY Ref) AS '@NUM', 
     'REF' AS 'FLD/@NAME', REF AS 'FLD', '', 
     'DES' AS 'FLD/@NAME', DES AS 'FLD', '', 
     'QTY' AS 'FLD/@NAME', QTY AS 'FLD' 
FROM @tempTable 
FOR XML PATH('LIN'), ROOT('row')

<row> 
  <LIN NUM="1"> 
    <FLD NAME="REF">100001</FLD> 
    <FLD NAME="DES">Normal</FLD> 
    <FLD NAME="QTY">1</FLD> 
  </LIN> 
  <LIN NUM="2"> 
    <FLD NAME="REF">100002</FLD> 
    <FLD NAME="DES">Foobar</FLD> 
    <FLD NAME="QTY">1</FLD> 
  </LIN> 
  <LIN NUM="3"> 
    <FLD NAME="REF">100003</FLD> 
    <FLD NAME="DES">Hello World</FLD> 
    <FLD NAME="QTY">2</FLD> 
  </LIN> 
</row>

のテキストノードをすると、にされたノードをのノードからりすことができ、SQL Serverはのの
しいをすることができます。それのは、が「の」とわれるものににするはします。

たとえば、 SELECTステートメントのとのにのがないと、SQL Serverにエラーがします。

の 'FLD / @ NAME'は、FOR XML PATHのXMLのでないのにてはなりません。

また、このでは、 ROOT('row')でされたrowというのルートにXMLをラップしています

FOR XML PATHをしたの

FOR XML PATHは、をにするためにできます。のでは、をCSVにしています。

DECLARE @DataSource TABLE 
( 
    [rowID] TINYINT 
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   ,[FirstName] NVARCHAR(32) 
); 
 
INSERT INTO @DataSource ([rowID], [FirstName]) 
VALUES (1, 'Alex') 
      ,(2, 'Peter') 
      ,(3, 'Alexsandyr') 
      ,(4, 'George'); 
 
SELECT STUFF 
( 
    ( 
        SELECT ',' + [FirstName] 
        FROM @DataSource 
        ORDER BY [rowID] DESC 
        FOR XML PATH(''), TYPE 
    ).value('.', 'NVARCHAR(MAX)') 
    ,1 
    ,1 
    ,'' 
);

いくつかのなメモ

ORDER BYをして、をにべえることができます•
セパレータとしていをするは、 STUFFのパラメータもするがあります。•

SELECT STUFF 
( 
    ( 
        SELECT '---' + [FirstName] 
        FROM @DataSource 
        ORDER BY [rowID] DESC 
        FOR XML PATH(''), TYPE 
    ).value('.', 'NVARCHAR(MAX)') 
    ,1 
    ,3 -- the "3" could also be represented as: LEN('---') for clarity 
    ,'' 
);

TYPEオプションと.valueがされるので、はNVARCHAR(MAX)でします•

オンラインでFOR XML PATHをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/727/for-xml-path
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11: GROUP BY

Examples

なグループ

ID

1 2 5 100

1 3 2 200

1 4 1 500

2 1 4 50

3 5 6 700

のでグループする、こののののみがされます。

SELECT customerId 
FROM orders 
GROUP BY customerId;

り

ID

1

2

3

count()ようなは、なテーブルではなく、グループにされます。

SELECT customerId, 
       COUNT(productId) as numberOfProducts, 
       sum(price) as totalPrice 
FROM orders 
GROUP BY customerId;

り

ID numberOfProducts

1 3 800
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ID numberOfProducts

2 1 50

3 1 700

のによるGROUP

1つはのをGROUP BYすることができます

declare @temp table(age int, name varchar(15)) 
 
insert into @temp 
select 18, 'matt' union all 
select 21, 'matt' union all 
select 21, 'matt' union all 
select 18, 'luke' union all 
select 18, 'luke' union all 
select 21, 'luke' union all 
select 18, 'luke' union all 
select 21, 'luke' 
 
SELECT Age, Name, count(1) count 
FROM @temp 
GROUP BY Age, Name

とのでグループし、をします

カウント

18 ルーク 3

21 ルーク 2

18 マット 1

21 マット 2

のテーブル、のでグループする

group byは、joinステートメントでよくされます。 2つのテーブルがあるとしましょう。のものは
のテーブルです

イド フルネーム

1 マットジョーンズ 20

2 フランクブルー 21

3 アンソニーエンジェル 18
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2のは、がけることができるのです

Subject_Id

1

2 PE

3

そして、1のがくのにできるので、1つのにはくのがすることができますNNので、3の「」がです
。テーブルStudents_subjectsをびしてみましょう

Subject_Id

1 1

2 2

2 1

3 2

1 3

1 1

さて、それぞれのがしているのをりたいとしましょう。ここでは、スタンドアロンのGROUP BYス
テートメントでは、のテーブルからをできないため、ではありません。したがって、 JOINでGROUP 

BYをするがあります。

Select Students.FullName, COUNT(Subject Id) as SubjectNumber FROM Students_Subjects 
LEFT JOIN Students 
ON Students_Subjects.Student_id = Students.Id 
GROUP BY Students.FullName

されたクエリのはのとおりです。

フルネーム SubjectNumber

マットジョーンズ 3

フランクブルー 2

アンソニーエンジェル 1

GROUP BYのさらになについては、studentsがじをりてることができるとします
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Students_Subjectsのを。このシナリオでは、のでGROUPすることで、がにりてられたをえるこ
とができます。

SELECT Students.FullName, Subjects.Subject, 
COUNT(Students_subjects.Subject_id) AS NumberOfOrders 
FROM ((Students_Subjects 
INNER JOIN Students 
ON Students_Subjcets.Student_id=Students.Id) 
INNER JOIN Subjects 
ON Students_Subjects.Subject_id=Subjects.Subject_id) 
GROUP BY Fullname,Subject

このクエリのはのとおりです。

フルネーム SubjectNumber

マットジョーンズ 2

マットジョーンズ PE 1

フランクブルー PE 1

フランクブルー 1

アンソニーエンジェル 1

HAVING

そのためWHEREがにされたGROUP BY 、あなたがすることはできませんWHEREグループのようなののダ
ウンりっするCOUNT(*) 。このをたすために、 HAVINGをすることができます。

たとえば、のデータをします。

DECLARE @orders TABLE(OrderID INT, Name NVARCHAR(100)) 
 
INSERT INTO @orders VALUES 
( 1, 'Matt' ), 
( 2, 'John' ), 
( 3, 'Matt' ), 
( 4, 'Luke' ), 
( 5, 'John' ), 
( 6, 'Luke' ), 
( 7, 'John' ), 
( 8, 'John' ), 
( 9, 'Luke' ), 
( 10, 'John' ), 
( 11, 'Luke' )

がしたをしたいは、

SELECT Name, COUNT(*) AS 'Orders' 
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FROM @orders 
GROUP BY Name

そして

マット 2

ジョン 5

ルーク 4

ただし、これを2つのをったにしたいは、 HAVINGをすることができます。

SELECT Name, COUNT(*) AS 'Orders' 
FROM @orders 
GROUP BY Name 
HAVING COUNT(*) > 2

する

ジョン 5

ルーク 4

GROUP BYとに、 HAVINGかれたカラムは、 SELECTのするカラムとにしなければならないことにしてく
ださい。のでは、わりに

SELECT Name, COUNT(DISTINCT OrderID)

たちのHAVINGは

HAVING COUNT(DISTINCT OrderID) > 2

ROLLUPとCUBEをしたGROUP BY

ROLLUPはとをむレポートをするのにです。

CUBEは、したののすべてのみわせのをすセットをします。•

ROLLUPは、したのののをすセットをします。

124

•
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223

101

210

SELECT CASE WHEN (GROUPING(Item) = 1) THEN 'ALL' 
            ELSE ISNULL(Item, 'UNKNOWN') 
       END AS Item, 
       CASE WHEN (GROUPING(Color) = 1) THEN 'ALL' 
            ELSE ISNULL(Color, 'UNKNOWN') 
       END AS Color, 
       SUM(Quantity) AS QtySum 
FROM Inventory 
GROUP BY Item, Color WITH ROLLUP 
 
Item                 Color                QtySum 
-------------------- -------------------- -------------------------- 
Chair                Blue                 101.00 
Chair                Red                  210.00 
Chair                ALL                  311.00 
Table                Blue                 124.00 
Table                Red                  223.00 
Table                ALL                  347.00 
ALL                  ALL                  658.00 

7をける

せのROLLUPキーワードがCUBEにされた、CUBEセットはじですが、に2つのがされます。

ALL                  Blue                 225.00 
ALL                  Red                  433.00 

https://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189305(v=sql.90).aspx

オンラインでGROUP BYをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3231/group-by
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12: IF ... ELSE

Examples

IFステートメント

のほとんどのプログラミングとに、T-SQLはIF..ELSEステートメントもサポートしています。

たとえば、のでは、 1 = 1がであり、Trueとされ、コントロールはBEGIN..ENDブロックにり、Print

ステートメント'One is equal to One'

IF ( 1 = 1)  --<-- Some Expression 
 BEGIN 
   PRINT 'One is equal to One' 
 END

のIFステートメント

のIFをして、のをにしてべることができます。

のでは、IFのがされ、のはBEGIN...ENDブロックのコードがされます。こののでは、1および3のは
であり、それらのだけがされる。

IF (1 = 1)  --<-- Some Expression      --<-- This is true 
BEGIN 
    PRINT 'First IF is True'           --<-- this will be executed 
END 
 
IF (1 = 2)  --<-- Some Expression 
BEGIN 
    PRINT 'Second IF is True' 
END 
 
IF (3 = 3)  --<-- Some Expression        --<-- This true 
BEGIN 
    PRINT 'Thrid IF is True'             --<-- this will be executed 
END

のIF..ELSEステートメント

1つのIF..ELSEステートメントでIFでがTrueとされた、コントロールはのBEGIN..ENDブロックにり
、そのブロックのコードのみがされます。のブロックはにされます。

、がFalseされた、 ELSE BEGIN..ENDブロックがされ、コントロールはのBEGIN..ENDブロックにるこ
とはありません。

のでは、はfalseとされ、Elseブロックは'First expression was not true'をしてされ'First 
expression was not true'
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IF ( 1 <> 1)  --<-- Some Expression 
 BEGIN 
     PRINT 'One is equal to One' 
 END 
ELSE 
 BEGIN 
     PRINT 'First expression was not true' 
 END

のIF ... ELSEELSEステートメント

のIF...ELSE IFがあるでも、がTrueにされないはコードのをしたいは、 IFどれもされないにのみ
されるELSEブロックをにできますまたはELSE IFがとされます。

のでは、 IFまたはELSE IFのどれもTrueでないため、 ELSEブロックのみがされ、 'No other 
expression is true'

IF ( 1 = 1 + 1 ) 
    BEGIN 
       PRINT 'First If Condition' 
    END 
ELSE IF (1 = 2) 
    BEGIN 
        PRINT 'Second If Else Block' 
    END 
ELSE IF (1 = 3) 
    BEGIN 
        PRINT 'Third If Else Block' 
    END 
ELSE 
    BEGIN 
        PRINT 'No other expression is true'  --<-- Only this statement will be printed 
    END

のIF ... ELSEステートメント

くの、のをチェックし、それらのにづいてのアクションをするがあります。このは、のIF...ELSE 

IFをしてされます。

このでは、すべてのがからにされます。がとされるとすぐに、そのブロックのコードがされます
。がにされない、もされません。

IF (1 = 1 + 1) 
BEGIN 
    PRINT 'First If Condition' 
END 
ELSE IF (1 = 2) 
BEGIN 
    PRINT 'Second If Else Block' 
END 
ELSE IF (1 = 3) 
BEGIN 
    PRINT 'Third If Else Block' 
END 
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ELSE IF (1 = 1)      --<-- This is True 
BEGIN 
    PRINT 'Last Else Block'  --<-- Only this statement will be printed 
END

オンラインでIF ... ELSEをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5186/if-----else
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13: INSERT INTO

き

INSERT INTOステートメントは、しいレコードをテーブルにするためにされます。

Examples

INSERTのHello World INTOテーブル

CREATE TABLE MyTableName 
( 
    Id INT, 
    MyColumnName NVARCHAR(1000) 
) 
GO 
 
INSERT INTO MyTableName (Id, MyColumnName) 
VALUES (1, N'Hello World!') 
GO 

ののINSERT

のをすべてではなくするには、するをするがあります。

INSERT INTO USERS (FIRST_NAME, LAST_NAME) 
VALUES ('Stephen', 'Jiang');

これは、リストしなかったがNULL、ID、タイムスタンプのデータまたはのにのみします。または
のをつ。したがって、それらのいずれかがnull、、タイムスタンプ、されていないデフォルトのの
である、こののをみると、のようなエラーメッセージがされます。するフィールドの。

のデータをする

SQL Server 2008でののデータをするには

INSERT INTO USERS VALUES 
(2, 'Michael', 'Blythe'), 
(3, 'Linda', 'Mitchell'), 
(4, 'Jillian', 'Carson'), 
(5, 'Garrett', 'Vargas');

のバージョンのSQL Serverにのデータをするには、のように "UNION ALL"をします。

INSERT INTO USERS (FIRST_NAME, LAST_NAME) 
SELECT 'James', 'Bond' UNION ALL 
SELECT 'Miss', 'Moneypenny' UNION ALL 
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SELECT 'Raoul', 'Silva'

INSERTクエリでは、 "INTO"キーワードはオプションです。のは、SQL Serverは1つのINSERTで
1000しかサポートしないため、バッチでするがあるということです。

1のデータをINSERTする

1のデータは、の2つのでできます。

INSERT INTO USERS(Id, FirstName, LastName) 
VALUES (1, 'Mike', 'Jones');

または

INSERT INTO USERS 
VALUES (1, 'Mike', 'Jones');

2のinsertは、テーブルのとじでのみをしますが、のでは、のをのようにできます。

INSERT INTO USERS(FirstName, LastName, Id) 
VALUES ('Mike', 'Jones', 1);

OUTPUTをしてしいIDをする

INSERTをすると、 OUTPUT INSERTED.ColumnNameをしてしくされたからをすることができます。た
とえば、しくされたID - IDENTITYまたはデフォルトまたはがあるにです。

これをプログラムでびすときえばADO.netからは、のクエリとしてい、 SELECTをしたかのように
をみみます。

-- CREATE TABLE OutputTest ([Id] INT NOT NULL PRIMARY KEY IDENTITY, [Name] NVARCHAR(50)) 
 
INSERT INTO OutputTest ([Name]) 
OUTPUT INSERTED.[Id] 
VALUES ('Testing')

されたのIDがクエリまたはストアド・プロシージャのじセットにな。

-- CREATE a table variable having column with the same datatype of the ID 
 
DECLARE @LastId TABLE ( id int); 
 
INSERT INTO OutputTest ([Name]) 
OUTPUT INSERTED.[Id] INTO @LastId 
VALUES ('Testing') 
 
SELECT id FROM @LastId 
 
-- We can set the value in a variable and use later in procedure 
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DECLARE @LatestId int = (SELECT id FROM @LastId)

SELECTクエリからのINSERT

SQLクエリまたはのからしたデータをするには、

INSERT INTO Table_name (FirstName, LastName, Position) 
SELECT FirstName, LastName, 'student' FROM Another_table_name

SELECTの 'student'はにされるです。

にじて、じテーブルからデータをしてすることができます

オンラインでINSERT INTOをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3814/insert-into
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14: JSONデータをしたクエリ

Examples

クエリでJSONのをする

JSON_VALUEファンクションをすると、2のとしてされたパスのJSONテキストからデータをし
、selectクエリののでこのをできます。

select ProductID, Name, Color, Size, Price, JSON_VALUE(Data, '$.Type') as Type 
from Product 
where JSON_VALUE(Data, '$.Type') = 'part'

レポートでのJSONの

JSONテキストからJSONをしたら、クエリののでJSONをできます。グループなどをしてJSON

データにするレポートをできます。

select JSON_VALUE(Data, '$.Type') as type, 
        AVG( cast(JSON_VALUE(Data, '$.ManufacturingCost') as float) ) as cost 
from Product 
group by JSON_VALUE(Data, '$.Type') 
having JSON_VALUE(Data, '$.Type') is not null

クエリからいJSONテキストをフィルタアウトする

のJSONテキストがしくフォーマットされていないは、ISJSONをしてこれらのエントリをクエリ
からできます。

select ProductID, Name, Color, Size, Price, JSON_VALUE(Data, '$.Type') as Type 
from Product 
where JSON_VALUE(Data, '$.Type') = 'part' 
and ISJSON(Data) > 0

JSONのをする

JSON_MODIFYをして、あるパスのをできます。このをして、UPDATEでJSONセルののをでき
ます。

update Product 
set Data = JSON_MODIFY(Data, '$.Price', 24.99) 
where ProductID = 17;

JSON_MODIFYは、キーをまたはしますしない。しいがNULLの、キーはされます。 
JSON_MODIFYは、しいをとしていますエスケープ、なJSONをするにはでみます。しいがJSON
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フラグメントのは、JSON_QUERYでラップするがあります。

update Product 
set Data = JSON_MODIFY(Data, '$.tags', JSON_QUERY('["promo","new"]')) 
where ProductID = 17;

2のパラメータのないJSON_QUERYは、「JSONへのキャスト」のようにします。 
JSON_QUERYのはなJSONフラグメントオブジェクトまたはなので、JSON_MODIFYはJSONを
するときにこのをエスケープしません。

JSONにしいをする

JSON_MODIFYをすると、JSONのいくつかのにしいをできます。

update Product 
set Data = JSON_MODIFY(Data, 'append $.tags', "sales") 
where ProductID = 17;

のにしいがされるか、["sales"]というをつしいがされます。 JSON_MODIFYは、しいをとしてい
ますエスケープ、なJSONをするにはでみます。しいがJSONフラグメントのは、JSON_QUERY

でラップするがあります。

update Product 
set Data = JSON_MODIFY(Data, 'append $.tags', JSON_QUERY('{"type":"new"}')) 
where ProductID = 17;

2のパラメータのないJSON_QUERYは、「JSONへのキャスト」のようにします。 
JSON_QUERYのはなJSONフラグメントオブジェクトまたはなので、JSON_MODIFYはJSONを
するときにこのをエスケープしません。

JSONコレクションをつJOINテーブル

JSONコレクションとしてフォーマットされ、JSONとしてにされた「テーブル」があるは、この
コレクションをしてテーブルにし、とできます。JOINのわりに、CROSS APPLYをするがありま
す。このでは、はJSONオブジェクトのコレクションとしてフォーマットされ、Dataにされます
。

select ProductID, Name, Size, Price, Quantity, PartName, Code 
from Product 
    CROSS APPLY OPENJSON(Data, '$.Parts') WITH (PartName varchar(20), Code varchar(5))

クエリのは、ProductテーブルとPartテーブルのとです。

JSONのvalueをむをする

このでは、タグには["promo"、 "sales"]のようなさまざまなキーワードがまれているので、このと
フィルタをくことができます
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select ProductID, Name, Color, Size, Price, Quantity 
from Product 
    CROSS APPLY OPENJSON(Data, '$.Tags') 
where value = 'sales'

OPENJSONはタグのコレクションをいてテーブルとしてします。に、をテーブルのでフィルタリ
ングできます。

オンラインでJSONデータをしたクエリをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5028/jsonデ
ータをしたクエリ
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15: JSONテキストをする

Examples

したパスのJSONテキストのをする

JSON_MODIFYはJSONテキストをパラメーターとしてし、されたパスのを3をしてします。

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":34.99}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, '$.Price', 39.99) 
print @json -- Output: {"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":39.99}

その、しいJSONテキストに "Price"39.99がされ、のはされません。されたパスのオブジェクトが
しない、JSON_MODIFYはkeyvalueのペアをします。

keyvalueのペアをするには、しいとしてNULLをれます

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":34.99}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, '$.Price', NULL) 
print @json -- Output: {"Id":1,"Name":"Toy Car"}

JSON_MODIFYは、キーをするためにできるように、がないはデフォルトでdeleteキーをします
。

JSONにスカラーをする

JSON_MODIFYには、にをする ''モードがあります。

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":1,"Name":"Toy Car","Tags":["toy","game"]}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, 'append $.Tags', 'sales') 
print @json -- Output: {"Id":1,"Name":"Toy Car","Tags":["toy","game","sales"]}

されたパスのがしない、JSON_MODIFYappendはのをつしいをします

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":34.99}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, 'append $.Tags', 'sales') 
print @json -- Output {"Id":1,"Name":"Toy Car","Tags":["sales"]}

しいJSONオブジェクトをJSONテキストにする

JSON_MODIFYをすると、JSONオブジェクトをJSONテキストにできます。

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":1,"Name":"Toy Car"}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, '$.Price', 
                        JSON_QUERY('{"Min":34.99,"Recommended":45.49}')) 
print @json 

https://riptutorial.com/ja/home 47



-- Output: {"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":{"Min":34.99,"Recommended":45.49}}

3のパラメータはテキストなのでJSON_QUERYでラップしてJSONにテキストをキャストするが
あります。この "キャスト"がなければ、JSON_MODIFYは3のパラメータをプレーンテキストと
エスケープとしてい、としてします。 JSON_QUERYをしないとはのようになります

{"Id":1,"Name":"Toy Car","Price":'{\"Min\":34.99,\"Recommended\":45.49}'}

JSON_MODIFYはこのオブジェクトがしないはし、3のパラメータのがNULLのはします。

FOR JSONクエリでされたしいJSONをする

FOR JSONをしたのSELECTクエリをしてJSONオブジェクトをし、JSONテキストに3パラメー
タとしてできます。

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":17,"Name":"WWI"}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, '$.tables', 
                        (select name from sys.tables FOR JSON PATH) ) 
print @json 
 
(1 row(s) affected) 
{"Id":1,"Name":"master","tables":[{"name":"Colors"},{"name":"Colors_Archive"},{"name":"OrderLines"},{"name":"PackageTypes"},{"name":"PackageTypes_Archive"},{"name":"StockGroups"},{"name":"StockItemStockGroups"},{"name":"StockGroups_Archive"},{"name":"StateProvinces"},{"name":"CustomerTransactions"},{"name":"StateProvinces_Archive"},{"name":"Cities"},{"name":"Cities_Archive"},{"name":"SystemParameters"},{"name":"InvoiceLines"},{"name":"Suppliers"},{"name":"StockItemTransactions"},{"name":"Suppliers_Archive"},{"name":"Customers"},{"name":"Customers_Archive"},{"name":"PurchaseOrders"},{"name":"Orders"},{"name":"People"},{"name":"StockItems"},{"name":"People_Archive"},{"name":"ColdRoomTemperatures"},{"name":"ColdRoomTemperatures_Archive"},{"name":"VehicleTemperatures"},{"name":"StockItems_Archive"},{"name":"Countries"},{"name":"StockItemHoldings"},{"name":"sysdiagrams"},{"name":"PurchaseOrderLines"},{"name":"Countries_Archive"},{"name":"DeliveryMethods"},{"name":"DeliveryMethods_Archive"},{"name":"PaymentMethods"},{"name":"SupplierTransactions"},{"name":"PaymentMethods_Archive"},{"name":"TransactionTypes"},{"name":"SpecialDeals"},{"name":"TransactionTypes_Archive"},{"name":"SupplierCategories"},{"name":"SupplierCategories_Archive"},{"name":"BuyingGroups"},{"name":"Invoices"},{"name":"BuyingGroups_Archive"},{"name":"CustomerCategories"},{"name":"CustomerCategories_Archive"}]}
 

JSON_MODIFYは、FOR JSONをしたクエリがなJSONをし、それをJSONテキストにすることを
します。

SELECTクエリでは、 WITHOUT_ARRAY_WRAPPERをくすべてのFOR JSONオプ
ションをできます。これは、JSONのわりにのオブジェクトをします。のJSONオブジ
ェクトのについては、このトピックののをしてください。

FOR JSONでされたのJSONオブジェクトをする

FOR JSONとWITHOUT_ARRAY_WRAPPERオプションをしたSELECTクエリをしてJSONオブ
ジェクトをし、JSONテキストに3パラメータとしてできます。

declare @json nvarchar(4000) = N'{"Id":17,"Name":"WWI"}' 
set @json = JSON_MODIFY(@json, '$.table', 
                        JSON_QUERY( 
                         (select name, create_date, schema_id 
                           from sys.tables 
                           where name = 'Colors' 
                           FOR JSON PATH, WITHOUT_ARRAY_WRAPPER))) 
print @json 
 
(1 row(s) affected) 
{"Id":17,"Name":"WWI","table":{"name":"Colors","create_date":"2016-06-
02T10:04:03.280","schema_id":13}}

WITHOUT_ARRAY_WRAPPERオプションをしたJSONでは、SELECTクエリでのがされたこの
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はTOP 1をするか、プライマリキーでフィルタリングするがあります、なJSONテキストがされる
ことがあります。したがって、JSON_MODIFYはされたがなるテキストであるとし、
JSON_QUERYでラップしないとのテキストとにエスケープします。

をJSONにキャストするには、 JSON_QUERYをしてFOR JSON、
WITHOUT_ARRAY_WRAPPERクエリをラップするがあります。

オンラインでJSONテキストをするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6883/jsonテキス
トをする
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16: JSONをSQLテーブルにする

Examples

JSONはテキストとしてされます

JSONはテキストなので、NVARCHARにされます。 NoSQLコレクションは、2つののキーテーブ
ルとです。

CREATE TABLE ProductCollection ( 
  Id int identity primary key, 
  Data nvarchar(max) 
)

JSONドキュメントのサイズがわからないは、 nvarchar(max)をしてください。 nvarchar(4000)およ
びvarchar(8000)パフォーマンスはしますが、サイズのは8KBです。

ISONをしてJSONがにフォーマットされていることをする

JSONはテキストにされているので、にされていることをしてください。 JSONにCHECKをする
と、テキストがしくされているかどうかチェックできます。JSON

CREATE TABLE ProductCollection ( 
  Id int identity primary key, 
  Data nvarchar(max) 
       CONSTRAINT [Data should be formatted as JSON] 
       CHECK (ISJSON(Data) > 0) 
)

すでにテーブルがあるは、ALTER TABLEステートメントをしてCHECKをできます。

ALTER TABLE ProductCollection 
    ADD CONSTRAINT [Data should be formatted as JSON] 
        CHECK (ISJSON(Data) > 0)

JSONテキストのをカラムとしてする

JSONのをとしてすることができます。

CREATE TABLE ProductCollection ( 
  Id int identity primary key, 
  Data nvarchar(max), 
  Price AS JSON_VALUE(Data, '$.Price'), 
  Color JSON_VALUE(Data, '$.Color') PERSISTED 
)

PERSISTEDカラムをすると、JSONテキストのがこのにマテリアライズされます。このようにし
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て、がなため、クエリでJSONテキストのをよりにみることができます。こののJSONがされるた
びに、がされます。

JSONパスにインデックスをする

JSONのデータをフィルタリングまたはソートするクエリでは、、フルテーブルスキャンがされ
ます。

SELECT * FROM ProductCollection 
WHERE JSON_VALUE(Data, '$.Color') = 'Black'

これらののクエリをするには、フィルタまたはソートでされるJSONこのではJSON_VALUEData

、 '$ .Color'をするをし、このにindexをします。

ALTER TABLE ProductCollection 
ADD vColor as JSON_VALUE(Data, '$.Color') 
 
CREATE INDEX idx_JsonColor 
ON ProductCollection(vColor)

クエリでは、プレーン・テーブル・スキャンではなくインデックスをします。

メモリのテーブルにされたJSON

メモリテーブルをできるは、JSONをテキストとしてできます。

CREATE TABLE ProductCollection ( 
  Id int identity primary key nonclustered, 
  Data nvarchar(max) 
) WITH (MEMORY_OPTIMIZED=ON)

インメモリーのJSONの

JSONデータはにメモリにされているため、ディスクにアクセスすることはできません。•

JSONのにロックやラッチがありません•

オンラインでJSONをSQLテーブルにするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5029/json

をsqlテーブルにする
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17: JSON

Examples

JSONパス

SELECTクエリのをJSONテキストとしてフォーマットします。 FOR JSON PATHがクエリのに
されます

SELECT top 3 object_id, name, type, principal_id FROM sys.objects 
FOR JSON PATH

はJSONのキーとしてされ、セルはJSONとしてされます。クエリのは、JSONオブジェクトのに
なります。

[ 
  {"object_id":3,"name":"sysrscols","type":"S "}, 
  {"object_id":5,"name":"sysrowsets","type":"S "}, 
  {"object_id":6,"name":"sysclones","type":"S "} 
]

principal_idのNULLはされますされません。

をむJSON PATH

FOR JSON PATHをすると、をしてJSONのをできます。

SELECT top 3 object_id as id, name as [data.name], type as [data.type] 
FROM sys.objects 
FOR JSON PATH

エイリアスがキーとしてされます。ドットでられたdata.nameとdata.typeは、ネストされたオブ
ジェクトとしてされます。 2つのがドットでじプレフィックスをつ、それらはのオブジェクトこ
のではデータでグループされます。

[ 
  {"id":3,"data":{"name":"sysrscols","type":"S "}}, 
  {"id":5,"data":{"name":"sysrowsets","type":"S "}}, 
  {"id":6,"data":{"name":"sysclones","type":"S "}} 
]

FORのラッパーのないJSONのオブジェクト

WITHOUT_ARRAY_WRAPPERオプションをすると、のわりにのオブジェクトをできます。/オブ
ジェクトをすことがわかっているは、このオプションをします。
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SELECT top 3 object_id, name, type, principal_id 
FROM sys.objects 
WHERE object_id = 3 
FOR JSON PATH, WITHOUT_ARRAY_WRAPPER

この、のオブジェクトがされます

{"object_id":3,"name":"sysrscols","type":"S "}

INCLUDE_NULL_VALUES

FOR JSONはセルのNULLをします。 NULLをむセルに「キー」NULLペアをするは、クエリに
INCLUDE_NULL_VALUESオプションをします。

SELECT top 3 object_id, name, type, principal_id 
FROM sys.objects 
FOR JSON PATH, INCLUDE_NULL_VALUES

principal_idのNULLがされます。

[ 
  {"object_id":3,"name":"sysrscols","type":"S ","principal_id":null}, 
  {"object_id":5,"name":"sysrowsets","type":"S ","principal_id":null}, 
  {"object_id":6,"name":"sysclones","type":"S ","principal_id":null} 
]

ROOTオブジェクトによるのラッピング

されたJSONをされたキーをつのルートオブジェクトにラップします

SELECT top 3 object_id, name, type FROM sys.objects 
FOR JSON PATH, ROOT('data')

クエリのは、JSONオブジェクトのがラッパーオブジェクトにあります。

{ 
  "data":[ 
           {"object_id":3,"name":"sysrscols","type":"S "}, 
           {"object_id":5,"name":"sysrowsets","type":"S "}, 
           {"object_id":6,"name":"sysclones","type":"S "} 
         ] 
}

JSON AUTO

2のテーブルのをJSONオブジェクトのネストされたサブアレイとしてにネストします。

SELECT top 5 o.object_id, o.name, c.column_id, c.name 
FROM sys.objects o 
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    JOIN sys.columns c ON o.object_id = c.object_id 
FOR JSON AUTO

クエリのは、JSONオブジェクトのになります。

[ 
  { 
   "object_id":3, 
   "name":"sysrscols", 
   "c":[ 
        {"column_id":12,"name":"bitpos"}, 
        {"column_id":6,"name":"cid"} 
       ] 
  }, 
  { 
    "object_id":5, 
    "name":"sysrowsets", 
    "c":[ 
         {"column_id":13,"name":"colguid"}, 
         {"column_id":3,"name":"hbcolid"}, 
         {"column_id":8,"name":"maxinrowlen"} 
     ] 
  } 
]

カスタムネストJSONの

FOR JSON PATHまたはFOR JSON AUTOをしてできないなJSONがなは、FOR JSONサブクエ
リをとしてすることでJSONをカスタマイズできます。

SELECT top 5 o.object_id, o.name, 
        (SELECT column_id, c.name 
            FROM sys.columns c WHERE o.object_id = c.object_id 
            FOR JSON PATH) as columns, 
        (SELECT parameter_id, name 
            FROM sys.parameters p WHERE o.object_id = p.object_id 
            FOR JSON PATH) as parameters 
FROM sys.objects o 
FOR JSON PATH

サブクエリは、メインのJSONコンテンツにまれるJSONをします。

オンラインでJSONをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4661/json
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18: Microsoft SQL Server Management Studio
のショートカットキー

Examples

ショートカットの

の Ctrl + N でしいクエリウィンドウをく1. 

いているタブをりえる Ctrl + Tab 2. 

ペインの/ Ctrl + R 3. 

されたクエリをする Ctrl + E 4. 

したテキストをまたはにする Ctrl + Shift + U 、 Ctrl + Shift + L 5. 

Intellisenseリストメンバーとな Ctrl + Space 、 Tab 6. 

にする Ctrl + G 7. 

SQL Server Managament Studioのタブをじる Ctrl + F4 8. 

メニューキーボードショートカット

SQL Server Management Studioのメニューバー ALT にします。1. 

ツールコンポーネントのメニューをアクティブにする Alt + HYPHEN 2. 

コンテキストメニューをする SHIFT + F 3. 

しいファイルダイアログボックスをしてファイルをする CTRL + N 4. 

[プロジェクトをく]ダイアログボックスをして、のプロジェクトをく CTRL + SHIFT + 0 5. 

しいをダイアログボックスをして、のプロジェクトにしいファイルをします CTRL + SHIFT + A 6. 

[の]ダイアログボックスをして、のファイルをのプロジェクトにします CTRL + SHIFT + A 7. 

クエリデザイナをする Ctrl + Shift + Q 8. 

メニューまたはダイアログボックスをじる、アクションをキャンセルする ESC 9. 

カスタムキーボードショートカット

「ツール」 - >「オプション」をします。 - >キーボード - >クエリショートカット

には、デフォルトでSSMSにあるいくつかのショートカットがされます。すぐしいものをするが
あるは、Stored Procedureののをクリックしてください。
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[OK]をクリックします。すぐクエリウィンドウにし、ストアドプロシージャをしてCtrl + 3をすと
、ストアドプロシージャのがされます。

ここで、テーブルをしてCtrl + 5のキーをできますをすと、テーブルからすべてのレコードをする
がある。のようにショートカットをすることができます。
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に、クエリウィンドウからテーブルをし、CTRL + 4したキーをすと、がされます。

オンラインでMicrosoft SQL Server Management Studioのショートカットキーをむ 

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7749/microsoft-sql-server-management-studioのショート
カットキー
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19: MS SQL ServerのなDDL

Examples

このセクションでは、データベース、データベースのテーブル、ビュー、そしてにストアドプロ
シージャをするためのなDDL = " D ata D defining L anguage"コマンドについてします。

データベースの

のSQLコマンドは、 C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL11.INSTSQL2012\MSSQL\DATA\パスを
して、のサーバーにしいデータベースNorthwindをします。

USE [master] 
GO 
 
CREATE DATABASE [Northwind] 
 CONTAINMENT = NONE 
 ON  PRIMARY 
 ( 
  NAME = N'Northwind', 
  FILENAME = N'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL11.INSTSQL2012\MSSQL\DATA\Northwind.mdf' , SIZE = 5120KB , MAXSIZE = UNLIMITED, 
FILEGROWTH = 1024KB 
 ) 
 LOG ON 
 ( 
  NAME = N'Northwind_log', 
  FILENAME = N'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL11.INSTSQL2012\MSSQL\DATA\Northwind_log.ldf' , SIZE = 1536KB , MAXSIZE = 2048GB , 
FILEGROWTH = 10% 
 ) 
GO 
 
ALTER DATABASE [Northwind] SET COMPATIBILITY_LEVEL = 110 
GO

T-SQLデータベースは、データベースファイル*.mdfとトランザクションログ*.ldfという2つのフ
ァイルでされています。しいデータベースがされるときにをするがあります。

テーブルの

のSQLコマンドは、スキーマdbo データベースコンテキストをUse <DatabaseName>をUse 

<DatabaseName>りえることができますをして、のデータベースにしいテーブルCategoriesします。

CREATE TABLE dbo.Categories( 
    CategoryID int IDENTITY NOT NULL, 
    CategoryName nvarchar(15) NOT NULL, 
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    Description ntext NULL, 
    Picture image NULL, 
      CONSTRAINT PK_Categories PRIMARY KEY CLUSTERED 
      ( 
         CategoryID ASC 
      ) 
      WITH (PAD_INDEX = OFF, STATISTICS_NORECOMPUTE = OFF, IGNORE_DUP_KEY = OFF, 
            ALLOW_ROW_LOCKS = ON, ALLOW_PAGE_LOCKS = ON) ON PRIMARY 
) ON PRIMARY TEXTIMAGE_ON PRIMARY

ビューの

のSQLコマンドは、スキーマdboをしてのデータベースにしいビューSummary_of_Sales_by_Yearしま
す Use <DatabaseName>をUse <DatabaseName>データベースコンテキストをりえることができます。

CREATE VIEW dbo.Summary_of_Sales_by_Year AS 
  SELECT ord.ShippedDate, ord.OrderID, ordSub.Subtotal 
  FROM Orders ord 
  INNER JOIN [Order Subtotals] ordSub ON ord.OrderID = ordSub.OrderID

これは、テーブルにしますOrdersし、 [Order Subtotals]をするためにShippedDate 、 OrderIDび
Subtotal 。テーブル[Order Subtotals]は、Northwindデータベースのにがまれているため、でむが
あります。

プロシージャの

のSQLコマンドは、スキーマdboをしてのデータベースにしいストアドプロシージャ
CustOrdersDetailします Use <DatabaseName>をUse <DatabaseName>データベースコンテキストをりえ
ることができます。

CREATE PROCEDURE dbo.MyCustOrdersDetail @OrderID int, @MinQuantity int=0 
AS BEGIN 
  SELECT ProductName, 
    UnitPrice=ROUND(Od.UnitPrice, 2), 
    Quantity, 
    Discount=CONVERT(int, Discount * 100), 
    ExtendedPrice=ROUND(CONVERT(money, Quantity * (1 - Discount) * Od.UnitPrice), 2) 
  FROM Products P, [Order Details] Od 
  WHERE Od.ProductID = P.ProductID and Od.OrderID = @OrderID 
  and Od.Quantity>=@MinQuantity 
END

このストアドプロシージャは、にのようにびすことができます。

exec dbo.MyCustOrdersDetail 10248

@ OrderId = 10248デフォルトでquantity> = 0ですべてのがされます。または、オプションのパラ
メータをすることもできます
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exec dbo.MyCustOrdersDetail 10248, 10

10またはそれののみがされます。

オンラインでMS SQL ServerのなDDLをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5463/ms-sql-

serverのなddl
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20: NULL

き

SQL Serverでは、 NULLはつからないかなデータをします。つまり、 NULLはにではありません。そ
れはのプレースホルダとしてするがいでしょう。これはまた、 NULLをのとすることができないで
もありNULL 。

SQL Serverには、 IS NULL 、 IS NOT NULL 、 ISNULL() 、 COALESCE()などのNULLをするためののメ
ソッドがされていIS NULL 。

Examples

NULL

NULLはにてはまるなケースです。

のデータをします。

id someVal 
 ---- 
 0 NULL 
 1 1 
 2 2

クエリの

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE someVal = 1

id 1をします

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE someVal <> 1

id 2をします

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE someVal IS NULL

id 0をす

 SELECT id 
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 FROM table 
 WHERE someVal IS NOT NULL

のIDします1と2 。

NULLを= 、 <>のとして「カウント」したいは、にカウントなデータにするがあります。

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE ISNULL(someVal, -1) <> 1

または

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE someVal IS NULL OR someVal <> 1

0と2します

またはANSI Nullをすることもできます。

ANSI NULLS

MSDNから

SQL Serverののバージョンでは、ANSI_NULLSはにONになり、にオプションをOFF

にしたアプリケーションはエラーをします。しいでこのをしないでください。、この
をしているアプリケーションをするです。

ANSI NULLSをオフにすると、NULLの= / <>がになります。

のデータがえられます

id someVal 
 ---- 
 0 NULL 
 1 1 
 2 2

ANSI NULLSをonにすると、のクエリがされます。

 SELECT id 
 FROM table 
 WHERE someVal = NULL

がられません。ただし、ANSI NULLSをオフにしたじクエリ

 set ansi_nulls off 
 
 SELECT id 
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 FROM table 
 WHERE someVal = NULL

id 0し0 。

です

IsNull()は2つのパラメータをけり、のパラメータがnullは2のパラメータをしnull 。

パラメーター

チェック。のデータのの。1. 
。これは、チェックがnullのにされるです。は、のデータ・タイプににできるデータ・タイプ
でなければなりません。

2. 

IsNull()は、チェックとじデータをします。

DECLARE @MyInt int -- All variables are null until they are set with values. 
 
SELECT ISNULL(@MyInt, 3) -- Returns 3.

のCOALESCEもしてください。

null /はnullではありません

nullはではないため、nullをつをすることはできません。  
またはがnullをするかどうかをチェックするにis nullをするがis null 。

DECLARE @Date date = '2016-08-03'

のは、NULLとのすべてのがfalseまたはunknownとされるため、6をします。

SELECT CASE WHEN @Date = NULL THEN 1 
            WHEN @Date <> NULL THEN 2 
            WHEN @Date > NULL THEN 3 
            WHEN @Date < NULL THEN 4 
            WHEN @Date IS NULL THEN 5 
            WHEN @Date IS NOT NULL THEN 6

@Dateのをnullしてやりすと、のは5をします。

SET @Date = NULL -- Note that the '=' here is an assignment operator! 
 
SELECT CASE WHEN @Date = NULL THEN 1 
            WHEN @Date <> NULL THEN 2 
            WHEN @Date > NULL THEN 3 
            WHEN @Date < NULL THEN 4 
            WHEN @Date IS NULL THEN 5 
            WHEN @Date IS NOT NULL THEN 6
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COALESCE

COALESCE ()でをし、にされなかったのののをNULLしNULL 。

DECLARE @MyInt int -- variable is null until it is set with value. 
DECLARE @MyInt2 int -- variable is null until it is set with value. 
DECLARE @MyInt3 int -- variable is null until it is set with value. 
 
SET @MyInt3  = 3 
 
SELECT COALESCE (@MyInt, @MyInt2 ,@MyInt3 ,5) -- Returns 3 : value of @MyInt3.

ISNULLはCOALESCEとにしますが、ISNULLは2つのパラメーター1つはするパラメーター、1つ
のパラメーターがNULLのにするパラメーターをけれます。のISNULLもしてください。

サブクエリにNOTをむNULL

サブクエリでnullをつサブクエリではしませんが、したをるにはNULLSをするがあります

create table #outertable (i int) 
create table #innertable (i int) 
 
insert into #outertable (i) values (1), (2),(3),(4), (5) 
insert into #innertable (i) values (2), (3), (null) 
 
select * from #outertable where i in (select i from #innertable) 
--2 
--3 
--So far so good 
 
select * from #outertable where i not in (select i from #innertable) 
--Expectation here is to get 1,4,5 but it is not. It will get empty results because of the 
NULL it executes as {select * from #outertable where i not in (null)} 
 
--To fix this 
select * from #outertable where i not in (select i from #innertable where i is not null) 
--you will get expected results 
--1 
--4 
--5

サブクエリではnullでしないで、されるにはしてください

オンラインでNULLをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5044/null
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21: OPENJSON

Examples

GetキーJSONテキストからののペア

OPENJSONはJSONテキストをし、JSONののレベルですべてのkeyvalueのペアをします

declare @json NVARCHAR(4000) = N'{"Name":"Joe","age":27,"skills":["C#","SQL"]}'; 
SELECT * FROM OPENJSON(@json);

キー タイプ

ジョー 1

27 2

スキル ["C"、 "SQL"] 4

のは、の、つまりnull0、1、2、ブール3、4、およびオブジェクト5をします。

JSONをセットにする

OPENJSONはJSONオブジェクトのコレクションをし、JSONテキストのをのセットとしてしま
す。

declare @json nvarchar(4000) = N'[ 
  {"Number":"SO43659","Date":"2011-05-31T00:00:00","Customer": 
"MSFT","Price":59.99,"Quantity":1}, 
  {"Number":"SO43661","Date":"2011-06-
01T00:00:00","Customer":"Nokia","Price":24.99,"Quantity":3} 
]' 
 
SELECT    * 
FROM OPENJSON (@json) 
    WITH ( 
          Number   varchar(200), 
          Date     datetime, 
          Customer varchar(200), 
          Quantity int 
  )

WITHにOPENJSONのりスキーマがされています。 JSONオブジェクトのキーはでされます。 
JSONののキーがWITHでされていないこののPriceなど、されます。はにされたにされます。

SO43659 2011-05-31T000000 MSFT 1
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SO43661 2011-06-01T000000 ノキア 3

ネストされたJSONフィールドをセットにする

OPENJSONはJSONオブジェクトのコレクションをし、JSONテキストのをのセットとしてしま
す。オブジェクトのがネストされている、WITHのにのマッピングパラメータをできます。

declare @json nvarchar(4000) = N'[ 
  {"data":{"num":"SO43659","date":"2011-05-
31T00:00:00"},"info":{"customer":"MSFT","Price":59.99,"qty":1}}, 
  {"data":{"number":"SO43661","date":"2011-06-
01T00:00:00"},"info":{"customer":"Nokia","Price":24.99,"qty":3}} 
]' 
 
SELECT    * 
FROM OPENJSON (@json) 
    WITH ( 
          Number   varchar(200) '$.data.num', 
          Date     datetime '$.data.date', 
          Customer varchar(200) '$.info.customer', 
          Quantity int '$.info.qty', 
  )

WITHにOPENJSONのりスキーマがされています。 typeがされた、りがつかるはずのJSONノー
ドへのパス。 JSONオブジェクトのキーは、これらのパスによってフェッチされます。はにされ
たにされます。

SO43659 2011-05-31T000000 MSFT 1

SO43661 2011-06-01T000000 ノキア 3

JSONサブオブジェクトの

OPENJSONはJSONテキストのJSONオブジェクトのをできます。 JSONサブオブジェクトをす
るで、nvarcharmaxとAS JSONオプションをします。

declare @json nvarchar(4000) = N'[ 
  {"Number":"SO43659","Date":"2011-05-
31T00:00:00","info":{"customer":"MSFT","Price":59.99,"qty":1}}, 
  {"Number":"SO43661","Date":"2011-06-
01T00:00:00","info":{"customer":"Nokia","Price":24.99,"qty":3}} 
]' 
 
SELECT    * 
FROM OPENJSON (@json) 
    WITH ( 
          Number   varchar(200), 
          Date     datetime, 
          Info nvarchar(max) '$.info' AS JSON 
  )
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Infoは "Info"オブジェクトにマップされます。はのようになります。

SO43659 2011-05-31T000000 {"customer" "MSFT"、 "Price"59.99、 "qty"1}

SO43661 2011-06-01T000000 {"customer" "Nokia"、 "Price"24.99、 "qty"3}

ネストされたJSONサブの

JSONはとなをつことがあります。このでは、OrderItemsのネストされたサブをつのがあります
。

declare @json nvarchar(4000) = N'[ 
  {"Number":"SO43659","Date":"2011-05-31T00:00:00", 
    "Items":[{"Price":11.99,"Quantity":1},{"Price":12.99,"Quantity":5}]}, 
  {"Number":"SO43661","Date":"2011-06-01T00:00:00", 
 
"Items":[{"Price":21.99,"Quantity":3},{"Price":22.99,"Quantity":2},{"Price":23.99,"Quantity":2}]}
 
]'

Items array AS JSONフラグメントをすOPENJSONをして、ルートレベルのプロパティをできま
す。に、ItemsにしてOPENJSONをし、のJSONテーブルをきます。のレベルのテーブルとテー
ブルは、テーブルのJOINのように「」されます。

SELECT    * 
FROM 
    OPENJSON (@json) 
    WITH (  Number varchar(200), Date datetime, 
            Items nvarchar(max) AS JSON ) 
        CROSS APPLY 
            OPENJSON (Items) 
            WITH ( Price float, Quantity int)

アイテム

SO43659
2011-05-31 0000
00.000

[{"Price"11.99、 "Quantity"1}、{"Price"12.99、 
"Quantity"5}]

11.99 1

SO43659
2011-05-31 0000
00.000

[{"Price"11.99、 "Quantity"1}、{"Price"12.99、 
"Quantity"5}]

12.99 5

SO43661
2011-06-01 0000
00.000

[{""21.99、 ""3}、{""22.99、 ""2}、{""23.99、 ""
2}]

21.99 3

SO43661
2011-06-01 0000
00.000

[{""21.99、 ""3}、{""22.99、 ""2}、{""23.99、 ""
2}]

22.99 2

2011-06-01 0000 [{""21.99、 ""3}、{""22.99、 ""2}、{""23.99、 ""SO43661 23.99 2
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アイテム

00.000 2}]

オンラインでOPENJSONをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5030/openjson
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22: ORDER BY

ORDER BYのは、クエリによってされたデータをソートすることです。

ORDER BYがないり、クエリによってされるのはされていないことにすることがです。

ORDER BYのについては、MSDNのドキュメントをしてください。https : 
//msdn.microsoft.com/en-us/library/ms188385.aspx

Examples

なORDER BY

Employeesテーブルをして、Id、FNameおよびLNameをLNameにすをにします。

SELECT Id, FName, LName FROM Employees 
ORDER BY LName

り

イド FName LName

2 ジョン ジョンソン

1 ジェームス スミス

4 ジョンナトン スミス

3 マイケル ウィリアムズ

でソートするには、fieldパラメータのにDESCキーワードをします。たとえば、LNameのじクエ
リはのようになります。

SELECT Id, FName, LName FROM Employees 
ORDER BY LName DESC

ORDER BYのフィールド

のフィールドは、 ORDER BYにASCendingまたはDESCendingのいずれかのでできます。

たとえば、 http: //stackoverflow.com/documentation/sql/280/example-databases/1207/item-sales-

table#t=201607211314066434211テーブルをして、SaleDateでにソートしたクエリをすことがで
きます。はでされます。
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SELECT ItemId, SaleDate, Quantity 
FROM [Item Sales] 
ORDER BY SaleDate ASC, Quantity DESC

ASCキーワードはオプションであり、はでされたフィールドのでソートされます。

なロジックをつORDER BY

グループごとにデータをなるでべえるは、 CASEをORDER BYできます。このでは、1のを2のとにで
したいとえています。

イ
ド

FName LName
マネージ
ャーID

DepartmentId HireDate

1
ジェーム
ス

スミス 1234567890 ヌル 1 1000
01-01-
2002

2 ジョン
ジョンソ
ン

2468101214 1 1 400
23-03-
2005

3 マイケル
ウィリア
ムズ

1357911131 1 2 600
12-05-
2009

4
ジョンナ
トン

スミス 1212121212 2 1 500
24-07-
2016

5 サム サクソン 1372141312 2 2 400
25-03-
2015

The following query will provide the required results: 
SELECT Id, FName, LName, Salary FROM Employees 
ORDER BY Case When DepartmentId = 1 then LName else Salary end

カスタムオーダー

アルファベット/のをしてでべえるは、 caseとcaseをしてなをできます。

order by Group

グループ カウント

していない 6

4

10
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order by case group when 'Total' then 1 when 'Retired' then 2 else 3 endします。

グループ カウント

10

4

していない 6

オンラインでORDER BYをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4149/order-by

https://riptutorial.com/ja/home 71

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4149/order-by


23: OVER

パラメーター

パラメータ

PARTITION BYにくフィールドは、「グループ」がづいているフィールドです

OVERは、せセットのウィンドウまたはのサブセットをします。ウィンドウをして、セットのの
をおよびすることができます。 OVERはのにできます。

ランキング•
•

かが、、の、またはグループのNなどのをできます。

になで、OVERはGROUP BYのようにうとうことができます。しかし、OVERはフィールド/カラ
ムごとにされ、GROUP BYのようにクエリにはされません。

1 SQL Server 2008R2では、ORDER BYをウィンドウ リンク ですることはできません。

Examples

OVERでのの

のテーブルをして、々はのためにをってきたくのCOUNTをやし、それぞれのがやした、、、およ
びをします。

Id CustomerId MechanicIdモデルのステータスコスト

SELECT CustomerId, 
       SUM(TotalCost) OVER(PARTITION BY CustomerId) AS Total, 
       AVG(TotalCost) OVER(PARTITION BY CustomerId) AS Avg, 
       COUNT(TotalCost) OVER(PARTITION BY CustomerId) AS Count, 
       MIN(TotalCost) OVER(PARTITION BY CustomerId) AS Min, 
       MAX(TotalCost) OVER(PARTITION BY CustomerId) AS Max 
  FROM CarsTable 
 WHERE Status = 'READY'

このでOVERをすると、されたがされないことにしてください。のクエリはのをします

ID カウント

1 430 215 2 200 230

1 430 215 2 200 230
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したは、レポートのにはではありません。

にデータをするは、なEgとともにGROUP BYをするがいでしょう。

SELECT CustomerId, 
       SUM(TotalCost) AS Total, 
       AVG(TotalCost) AS Avg, 
       COUNT(TotalCost) AS Count, 
       MIN(TotalCost) AS Min, 
       MAX(TotalCost)  AS Max 
  FROM CarsTable 
 WHERE Status = 'READY' 
GROUP BY CustomerId

アイテムテーブルをして、 アイテムのがをじてどのようにしているかをべます。これをうために
、ごとののをでします。

SELECT item_id, sale_Date 
       SUM(quantity * price) OVER(PARTITION BY item_id ORDER BY sale_Date ROWS BETWEEN 
UNBOUNDED PRECEDING) AS SalesTotal 
  FROM SalesTable

をしてのレコードをする

ライブラリデータベースをして、ごとにデータベースににされたをつけようとします。このなで
は、されるレコードのIDがにするとします。

SELECT MostRecentBook.Name, MostRecentBook.Title 
FROM ( SELECT Authors.Name, 
              Books.Title, 
              RANK() OVER (PARTITION BY Authors.Id ORDER BY Books.Id DESC) AS NewestRank 
       FROM Authors 
       JOIN Books ON Books.AuthorId = Authors.Id 
     ) MostRecentBook 
WHERE MostRecentBook.NewestRank = 1

RANKのわりに2つののをしてすることができます。のでははじですが、によってランクにのがえ
られたときのはなります。

RANK() がじランクをし、のランクはのランクののをにれます•

DENSE_RANK() はじランクをし、のランクはにのランクより1い•

ROW_NUMBER() にユニークな「ランク」をえ、ランダムにランクけする•

たとえば、テーブルにでないCreationDateがあり、それにづいてけがわれた、のクエリがされま
す。

SELECT Authors.Name, 
       Books.Title, 
       Books.CreationDate, 
       RANK() OVER (PARTITION BY Authors.Id ORDER BY Books.CreationDate DESC) AS RANK, 
       DENSE_RANK() OVER (PARTITION BY Authors.Id ORDER BY Books.CreationDate DESC) AS 
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DENSE_RANK, 
       ROW_NUMBER() OVER (PARTITION BY Authors.Id ORDER BY Books.CreationDate DESC) AS 
ROW_NUMBER, 
FROM Authors 
JOIN Books ON Books.AuthorId = Authors.Id

タイトル ランク DENSE_RANK ROW_NUMBER

1 1 22/07/2016 1 1 1

1 2 22/07/2016 1 1 2

1 3 21/07/2016 3 2 3

1 4 21/07/2016 3 2 4

1 ブック5 21/07/2016 3 2 5

1 ブック6 04/07/2016 6 3 6

2 ブック7 04/07/2016 1 1 1

NTILEをしてされたバケットにデータをする

いくつかのののスコアがあり、ごとににしたいとします。

-- Setup data: 
declare @values table(Id int identity(1,1) primary key, [Value] float, ExamId int) 
insert into @values ([Value], ExamId) values 
(65, 1), (40, 1), (99, 1), (100, 1), (90, 1), -- Exam 1 Scores 
(91, 2), (88, 2), (83, 2), (91, 2), (78, 2), (67, 2), (77, 2) -- Exam 2 Scores 
 
-- Separate into four buckets per exam: 
select ExamId, 
       ntile(4) over (partition by ExamId order by [Value] desc) as Quartile, 
       Value, Id 
from @values 
order by ExamId, Quartile
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ntileはにバケツのセットがで、それぞれがほぼじレベルにたされているときにです。に
ntile(100)をすることで、これらのスコアをパーセンタイルにけることはであることにしてくださ
い。

オンラインでOVERをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/353/over
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24: SCOPE_IDENTITY
SELECT SCOPE_IDENTITY;•
SELECT SCOPE_IDENTITYAS [SCOPE_IDENTITY];•
SCOPE_IDENTITY•

Examples

なの

SCOPE_IDENTITYは、じスコープのIDににされたIDをします。スコープとは、ストアドプロシ
ージャ、トリガ、ファンクション、バッチなどのモジュールです。したがって、じストアド・プロ
シージャ、ファンクションまたはバッチにある、2つのステートメントはじスコープにあります。

INSERT INTO[1]、[2]VALUES8,9;  
GO  
SELECT SCOPE_IDENTITYAS [SCOPE_IDENTITY];  
GO

オンラインでSCOPE_IDENTITYをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5326/scope-identity-
-
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25: SELECTステートメント

き

SQLでは、 SELECTステートメントはテーブルやビューのようなデータコレクションからのセット
をします。 SELECTステートメントは、 WHERE 、 GROUP BY 、またはORDER BYようなさまざまなでして
、のをさらにりむことができます。

Examples

テーブルからのなSELECT

いくつかのテーブルこのはシステムテーブルからすべてのをします。

SELECT * 
FROM sys.objects

または、のだけをします。

SELECT object_id, name, type, create_date 
FROM sys.objects

WHEREをしてをフィルタリングする

WHEREは、をたすのみをフィルタリングします。

SELECT * 
FROM sys.objects 
WHERE type = 'IT'

ORDER BYをしてをソートする

ORDER BYは、されたセットのを、いくつかのまたはでソートします。

SELECT * 
FROM sys.objects 
ORDER BY create_date

GROUP BYをしたグループ

GROUP BYは、をいくつかのでグループします。

SELECT type, count(*) as c 
FROM sys.objects 
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GROUP BY type

グループにいくつかのをして、グループのレコードのまたはをすることができます。

タイプ c

SQ 3

S 72

それ 16

PK 1

U 5

HAVINGをしたフィルタリンググループ

HAVINGは、をたさないグループをします。

SELECT type, count(*) as c 
FROM sys.objects 
GROUP BY type 
HAVING count(*) < 10

タイプ c

SQ 3

PK 1

U 5

のNだけをす

TOPは、ののNだけをします。

SELECT TOP 10 * 
FROM sys.objects

OFFSET FETCHをしたページネーション

OFFSET FETCHは、TOPのよりなバージョンです。 N1をスキップしてのN2をることができます

SELECT * 
FROM sys.objects 
ORDER BY object_id 
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OFFSET 50 ROWS FETCH NEXT 10 ROWS ONLY

フェッチせずにOFFSETをすると、の50をスキップできます。

SELECT * 
FROM sys.objects 
ORDER BY object_id 
OFFSET 50 ROWS

FROMなしのSELECTデータソースなし

SELECTはFROMなしでできます。

declare @var int = 17; 
 
SELECT @var as c1, @var + 2 as c2, 'third' as c3 

この、の/をむ1つのがされます。

オンラインでSELECTステートメントをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4662/selectス
テートメント
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26: SQL Server Management StudioSSMS

き

SQL Server Management StudioSSMSは、SQL ServerとSQLデータベースをおよびするためのツ
ールです。

SSMSはマイクロソフトからでされています。

SSMSドキュメントがです。

Examples

IntelliSenseキャッシュの

オブジェクトがまたはされると、IntelliSenseでにできなくなります。それらをIntelliSenseででき
るようにするには、ローカルキャッシュをするがあります。

クエリエディタウィンドウでCtrl + Shift + Rか、[ Edit | IntelliSense | Refresh Local Cache [ 
Edit | IntelliSense | Refresh Local Cacheメニューから[ Edit | IntelliSense | Refresh Local Cache
をEdit | IntelliSense | Refresh Local Cache ]をします。

その、のリフレッシュのすべてのがIntelliSenseでになります。

オンラインでSQL Server Management StudioSSMSをむ https://riptutorial.com/ja/sql-
server/topic/10642/sql-server-management-studio-ssms-
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27: SQL ServerのJSON

JSON_VALUE expression、path - JSONからスカラーをします。•

JSON_QUERY expression [、path] - JSONからオブジェクトまたはをします。•

OPENJSON jsonExpression [、path] - JSONテキストをし、JSONのオブジェクトとプロパ
ティをととしてすテーブルです。

•

ISJSON expression - になJSONがまれているかどうかをテストします。•

JSON_MODIFY expression、path、newValue - JSONのプロパティのをし、されたJSONを
します。

•

パラメーター

パラメーター

、JSONテキストをむまたはの。

パス
するプロパティーをするJSONパス。パスにはのがあります[append] [lax |] 

$。<jsonパス>

jsonExpression JSONテキストをむUnicodeです。

OPENJSONは、レベル130でのみできます。データベースのレベルが130よりい、SQL Serverは
OPENJSONをつけてできません。、すべてのAzure SQLデータベースはデフォルトで120にされ
ています。のコマンドをして、データベースのレベルをできます。

ALTER DATABASE <Database-Name-Here> SET COMPATIBILITY_LEVEL = 130

Examples

FOR JSONでののJSONのフォーマット

テーブルのデータテーブル

イド

1 ジョン 23

2 ジェーン 31

クエリ

SELECT Id, Name, Age 
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FROM People 
FOR JSON PATH

[ 
    {"Id":1,"Name":"John","Age":23}, 
    {"Id":2,"Name":"Jane","Age":31} 
]

JSONテキストをする

JSON_VALUEとJSON_QUERYは、JSONテキストをし、パスのスカラーまたはオブジェクト/を
JSONテキストでします。

DECLARE @json NVARCHAR(100) = '{"id": 1, "user":{"name":"John"}, "skills":["C#","SQL"]}' 
 
SELECT 
    JSON_VALUE(@json, '$.id') AS Id, 
    JSON_VALUE(@json, '$.user.name') AS Name, 
    JSON_QUERY(@json, '$.user') AS UserObject, 
    JSON_QUERY(@json, '$.skills') AS Skills, 
    JSON_VALUE(@json, '$.skills[0]') AS Skill0

イド UserObject スキル0

1 ジョン {"name" "John"} ["C"、 "SQL"] C

CROSS APPLY OPENJSONをして、とのJSONエンティティにする

オブジェクトをエンティティとします。たとえば、のテーブルとそのがです。

DECLARE @json nvarchar(1000) = 
N'[ 
    { 
        "id":1, 
        "user":{"name":"John"}, 
        "hobbies":[ 
            {"name": "Reading"}, 
            {"name": "Surfing"} 
        ] 
    }, 
    { 
        "id":2, 
        "user":{"name":"Jane"}, 
        "hobbies":[ 
            {"name": "Programming"}, 
            {"name": "Running"} 
        ] 
    } 
 ]'

クエリ
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SELECT 
    JSON_VALUE(person.value, '$.id') as Id, 
    JSON_VALUE(person.value, '$.user.name') as PersonName, 
    JSON_VALUE(hobbies.value, '$.name') as Hobby 
FROM OPENJSON (@json) as person 
    CROSS APPLY OPENJSON(person.value, '$.hobbies') as hobbies

あるいは、このせはWITHをしてできます。

SELECT 
    Id, person.PersonName, Hobby 
FROM OPENJSON (@json) 
WITH( 
    Id int '$.id', 
    PersonName nvarchar(100) '$.user.name', 
    Hobbies nvarchar(max) '$.hobbies' AS JSON 
) as person 
CROSS APPLY OPENJSON(Hobbies) 
WITH( 
    Hobby nvarchar(100) '$.name' 
)

イド PersonName

1 ジョン

1 ジョン サーフィン

2 ジェーン プログラミング

2 ジェーン ランニング

カラムをしたJSONプロパティのインデックス

SQL ServerにJSONドキュメントをするには、JSONドキュメントのプロパティにするクエリをに
フィルタリングおよびソートできるがあります。

CREATE TABLE JsonTable 
( 
    id int identity primary key, 
    jsonInfo nvarchar(max), 
    CONSTRAINT [Content should be formatted as JSON] 
    CHECK (ISJSON(jsonInfo)>0) 
)

INSERT INTO JsonTable 
VALUES(N'{"Name":"John","Age":23}'), 
(N'{"Name":"Jane","Age":31}'), 
(N'{"Name":"Bob","Age":37}'), 
(N'{"Name":"Adam","Age":65}') 
GO
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えられたテーブルがえられた= 'Adam'というのをしたいは、のクエリをします。

SELECT * 
FROM JsonTable Where 
JSON_VALUE(jsonInfo, '$.Name') = 'Adam'

しかし、これは、なテーブルのではないなテーブルをするSQLサーバーがになります。

これをスピードアップするために、インデックスをしたいといますが、JSONドキュメントのプ
ロパティをすることはできません。は、JSONパス$.Nameにカラムをしてから、カラムにインデッ
クスをすることです。

ALTER TABLE JsonTable 
ADD vName as JSON_VALUE(jsonInfo, '$.Name') 
 
CREATE INDEX idx_name 
ON JsonTable(vName)

は、じクエリをするときに、フルテーブルスキャンではなくSQL Serverがインデックスをして、
クラスタインデックスをし、されたをたすをつけます。

SQL Serverでインデックスをするには、クエリでするとじJSON_VALUE(jsonInfo, '$.Name')こので
はJSON_VALUE(jsonInfo, '$.Name')をしてをするがありますが、vName

FOR JSONをして1つのJSONオブジェクトとして1つのテーブルをフォーマットす
る

FOR JSONにWITHOUT_ARRAY_WRAPPERオプションをすると、JSONからがされます。これ
は、クエリでをすにです。

のがされた、このオプションはなJSONをします。

テーブルのデータテーブル

イド

1 ジョン 23

2 ジェーン 31

クエリ

SELECT Id, Name, Age 
FROM People 
WHERE Id = 1 
FOR JSON PATH, WITHOUT_ARRAY_WRAPPER

{"Id":1,"Name":"John","Age":23}
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OPENJSONをしてJSONテキストをする

OPENJSONはJSONテキストをし、のをします。されるは、WITHでされたパスをしてされます
。のにパスがされていないは、そのがパスとしてされます。このは、されたをWITHでされたSQL

にキャストします。らかのオブジェクト/をすがあるは、JSONオプションをにするがあります。

DECLARE @json NVARCHAR(100) = '{"id": 1, "user":{"name":"John"}, "skills":["C#","SQL"]}' 
 
SELECT * 
FROM OPENJSON (@json) 
    WITH(Id int '$.id', 
        Name nvarchar(100) '$.user.name', 
        UserObject nvarchar(max) '$.user' AS JSON, 
        Skills nvarchar(max) '$.skills' AS JSON, 
        Skill0 nvarchar(20) '$.skills[0]')

イド UserObject スキル0

1 ジョン {"name" "John"} ["C"、 "SQL"] C

オンラインでSQL ServerのJSONをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2568/sql-serverの
json
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28: SQL Serverのエイリアス

き

ここでは、Sql Serverのにエイリアスをけるいくつかのがあります

Examples

ASをする

これは、ANSI SQLメソッドがすべてのRDBMSでします。くわれているアプローチ。

CREATE TABLE AliasNameDemo (id INT,firstname VARCHAR(20),lastname VARCHAR(20)) 
 
INSERT INTO AliasNameDemo 
VALUES      (1,'MyFirstName','MyLastName') 
 
SELECT FirstName +' '+ LastName As FullName 
FROM   AliasNameDemo

=

これがのましいアプローチです。パフォーマンスにするものはもなだけではありません。それは
コードをきれいにせます。きながあるは、コードをスクロールせずにのをにできます。

CREATE TABLE AliasNameDemo (id INT,firstname VARCHAR(20),lastname VARCHAR(20)) 
 
INSERT INTO AliasNameDemo 
VALUES      (1,'MyFirstName','MyLastName') 
 
SELECT FullName = FirstName +' '+ LastName 
FROM   AliasNameDemo

テーブルのにエイリアスをける

これは、々のがこれがするかどうかわからないなアプローチです。

CREATE TABLE AliasNameDemo(id INT,firstname VARCHAR(20),lastname VARCHAR(20)) 
 
INSERT INTO AliasNameDemo 
VALUES      (1,'MyFirstName','MyLastName') 
 
SELECT * 
FROM   (SELECT firstname + ' ' + lastname 
        FROM   AliasNameDemo) a (fullname) 

デモ•
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ASをしない

このは、 ASキーワードをするのとです。 ASキーワードをするはありません

CREATE TABLE AliasNameDemo (id INT,firstname VARCHAR(20),lastname VARCHAR(20)) 
 
INSERT INTO AliasNameDemo 
VALUES      (1,'MyFirstName','MyLastName') 
 
SELECT FirstName +' '+ LastName FullName 
FROM   AliasNameDemo

オンラインでSQL Serverのエイリアスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/10784/sql-

serverのエイリアス
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29: SQL Serverの

Examples

SQL Server 2016でをする

SQL Server 2016では、に、STRING_SPLITしSTRING_SPLIT

パラメータ 2つのパラメータをけります。

のタイプつまり、nvarchar、varchar、ncharまたはcharのです。

セパレータ 

のりとしてされるのタイプたとえば、nvarchar1、varchar1、nchar1またはchar1ので
す。

がでないかどうかをにするがあります。

Select Value 
From STRING_SPLIT('a|b|c','|')

のでは

String    : 'a|b|c' 
separator : '|'

+-----+ 
|Value| 
+-----+ 
|a    | 
+-----+ 
|b    | 
+-----+ 
|c    | 
+-----+

のの

SELECT value 
FROM STRING_SPLIT('',',')

  +-----+ 
  |Value| 
  +-----+ 
1 |     | 
  +-----+
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のをするには、 WHEREをします

SELECT value 
FROM STRING_SPLIT('',',') 
WHERE LTRIM(RTRIM(value))<>''

SQL Server 2008/2012/2014でXMLをしてをする

STRING_SPLITがないので、XMLハックをしてをにするがあります。

SELECT split.a.value('.', 'VARCHAR(100)') AS Value 
FROM   (SELECT Cast ('<M>' + Replace('A|B|C', '|', '</M><M>')+ '</M>' AS XML) AS Data) AS A 
       CROSS apply data.nodes ('/M') AS Split(a); 

+-----+ 
|Value| 
+-----+ 
|A    | 
+-----+ 
|B    | 
+-----+ 
|C    | 
+-----+

T-SQLテーブルとXML

Declare @userList Table(UserKey VARCHAR(60)) 
Insert into @userList values ('bill'),('jcom'),('others') 
--Declared a table variable and insert 3 records 
 
Declare @text XML 
Select  @text = ( 
        select UserKey  from @userList for XML Path('user'), root('group') 
) 
--Set the XML value from Table 
 
Select @text 
 
--View the variable value 
XML: 
\<group>\<user>\<UserKey>bill\</UserKey>\</user>\<user>\<UserKey>jcom\</UserKey>\</user>\<user>\<UserKey>others\</UserKey>\</user>\</group>
 

オンラインでSQL Serverのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3713/sql-serverの
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30: SQL Serverの

Examples

ストリングにSTUFFをする

SubjectIdをつStudentテーブルがあります。ここでのは、subjectIdにづいてすることです。

すべてのSQL Serverバージョン

create table #yourstudent (subjectid int, studentname varchar(10)) 
 
insert into #yourstudent (subjectid, studentname) values 
 ( 1       ,'Mary'    ) 
,( 1       ,'John'    ) 
,( 1       ,'Sam'    ) 
,( 2       ,'Alaina') 
,( 2       ,'Edward') 
 
select subjectid,  stuff(( select concat( ',', studentname) from #yourstudent y where 
y.subjectid = u.subjectid for xml path('')),1,1, '') 
    from #yourstudent u 
    group by subjectid

のためのString_Agg

SQL Server 2017またはvnextの、このにはみみのSTRING_AGGをできます。じテーブルの、

create table #yourstudent (subjectid int, studentname varchar(10)) 
 
insert into #yourstudent (subjectid, studentname) values 
 ( 1       ,'Mary'    ) 
,( 1       ,'John'    ) 
,( 1       ,'Sam'    ) 
,( 2       ,'Alaina') 
,( 2       ,'Edward') 
 
select subjectid, string_agg(studentname, ',') from #yourstudent 
    group by subjectid

オンラインでSQL Serverのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/9892/sql-serverの
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31: SQLCMD

SQLCMD.exeがするパスにいるか、PATHにするがあります。

Examples

バッチファイルまたはコマンドラインからSQLCMD.exeがびされました

echo off 
 
cls 
 
sqlcmd.exe -S "your server name" -U "sql user name" -P "sql password" -d "name of databse" -Q 
"here you may write your query/stored procedure"

このようなバッチファイルをすると、タスクをすることができます。たとえば、エージェントジ
ョブをできないSQL Server Expressバージョンのは、したにデータベースをバックアップします
タスクスケジューラでスケジュールできます。

オンラインでSQLCMDをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5396/sqlcmd
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32: SQLCMDをしてtxtファイルでデータをエク
スポートする

sqlcmd -S SHERAZM-E7450 \ SQL2008R2 -d Baseline_DB_Aug_2016 -o c\ employee.txt -Q 
"select * from employee"

•

Examples

コマンドプロンプトでSQLCMDをする

コマンド

sqlcmd -S yourservername \ instancename -dデータベース-oファイル_withpath -Q "クエリ"

スイッチはのりです

サーバーとインスタンスの-S

-dソースデータベース

ターゲットファイルのは-oファイルをします

クエリをしてデータをする-Q

オンラインでSQLCMDをしてtxtファイルでデータをエクスポートするをむ 

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7076/sqlcmdをしてtxtファイルでデータをエクスポートす
る
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33: STUFF

パラメーター

パラメータ

character_expression あなたのデータのの

start_position lengthをするためにcharacter_expressionのをし、にreplacement_string

さ character_expressionからするcharacter_expression

replacement_string character_expressionにするcharacter_expressionのシーケンス

Examples

STUFFによるなの

STUFF()は、されたをにすることによって、をのにします。のでは、 "Svr"をし、それを "Server"に
きえます。これは、のstart_positionとlengthをすることによってわれます。

SELECT STUFF('SQL Svr Documentation', 5, 3, 'Server')

このをすると、 SQL Svr Documentation.わりにSQL Svr Documentation. SQL Server Documentationがさ
れSQL Server Documentation SQL Svr Documentation.

FOR XMLをしたのの

FOR XMLのなは、ののをすることです。

に、 Customersテーブルをしたをします 。

SELECT 
    STUFF( (SELECT ';' + Email 
        FROM Customers 
        where (Email is not null and Email <> '') 
        ORDER BY Email ASC 
        FOR XML PATH('')), 
    1, 1, '')

のでは、 FOR XML PATH(''))がメールアドレスをするためにされてい;りとしてします。また、 
STUFFのは、をりくこと;されたからSTUFFは、されたをXMLからvarcharににキャストしています。

ののはXMLエンコードされているため、 <を&lt; FOR XML PATH, TYPE).value('.[1]','varchar(MAX)')  
FOR XML PATH(''))
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SELECT 
    STUFF( (SELECT ';' + Email 
        FROM Customers 
        where (Email is not null and Email <> '') 
        ORDER BY Email ASC 
        FOR XML PATH, TYPE).value('.[1]','varchar(900)'), 
    1, 1, '')

これは、とのをするためにすることができGROUP_CONCAT MySQLのやstring_agg々はBYわりに
GROUPのサブクエリをしていますが、PostgreSQLの9.0で。 わりに、 GROUP_CONCATにいをしてい
るは、 このようなユーザーのをインストールできます。

コンマでられたをするリストではない

/* 
The result can be use for fast way to use columns on Insertion/Updates. 
Works with tables and views. 
 
Example: eTableColumns  'Customers' 
ColumnNames 
------------------------------------------------------ 
Id, FName, LName, Email, PhoneNumber, PreferredContact 
 
INSERT INTO Customers (Id, FName, LName, Email, PhoneNumber, PreferredContact) 
    VALUES (5, 'Ringo', 'Star', 'two@beatles.now', NULL, 'EMAIL') 
*/ 
CREATE PROCEDURE eTableColumns (@Table VARCHAR(100)) 
AS 
SELECT ColumnNames = 
   STUFF( (SELECT ', ' +  c.name 
FROM 
    sys.columns c 
INNER JOIN 
    sys.types t ON c.user_type_id = t.user_type_id 
WHERE 
    c.object_id = OBJECT_ID( @Table) 
        FOR XML PATH, TYPE).value('.[1]','varchar(2000)'), 
    1, 1, '') 
GO

SQL Serverでられたコンマのもの

FOR XML PATHおよびSTUFFをして、のを1つのにします。

  select distinct t1.id, 
      STUFF( 
             (SELECT ', ' + convert(varchar(10), t2.date, 120) 
              FROM yourtable t2 
              where t1.id = t2.id 
              FOR XML PATH ('')) 
              , 1, 1, '')  AS date 
    from yourtable t1;

STUFFの
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STUFFオリジナル_、さ、_

STUFFは、されたにReplacement_expressionをし、Lengthパラメータをしてされたをします。

 Select FirstName, LastName,Email, STUFF(Email, 2, 3, '*****') as StuffedEmail From Employee

このをすると、えられたテーブルがされます

ファーストネーム Eメール StuffedEmail

ジョムス ハンター James@hotmail.com J*****s@hotmail.com

シャーマム Shyam@hotmail.com S*****m@hotmail.com

RAM シャインド Ram@hotmail.com R ***** hotmail.com

オンラインでSTUFFをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/703/stuff
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34: TEMPテーブルの
テーブルはににです。

にをすることができ、のでされるすべてのをできます。

これらのテーブルは、tempdbデータベースでされます。

いつう

ながです。1. 

ストアドプロシージャでは、のをいます。2. 

カーソルのをきえることができます。3. 

したがって、パフォーマンスがします。

Examples

ローカルテーブル

ユーザーにしてのがされるまでになります。

ユーザーがするとにされます。

は#tempでまります。

 CREATE TABLE #LocalTempTable( 
                StudentID      int, 
                StudentName    varchar(50), 
                StudentAddress varchar(150))

•

insert into #LocalTempTable values ( 1, 'Ram','India'); 
 
select * from #LocalTempTable

クエリウィンドウをじてもういてしてしようとすると、これらのをすべてしたにエラーメッセー
ジがされます

“Invalid object name #LocalTempTable”

グローバル

#### tempでまります。•
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ユーザーがすべてのをしたにのみされます。

それはなテーブルのようにします。

CREATE TABLE ##NewGlobalTempTable( 
               StudentID      int, 
               StudentName    varchar(50), 
               StudentAddress varchar(150)) 
 
Insert Into ##NewGlobalTempTable values ( 1,'Ram','India'); 
Select * from ##NewGlobalTempTable

これらは、レベルになく、データベースのすべてのユーザーができます。

テンポラリテーブルの

テーブルには、セッション、ローカルテーブル、またはグローバルtempテーブルのサーバーでの
IDがです。すでにするをしてテーブルをしようとすると、のエラーがされます。

There is already an object named '#tempTable' in the database.

せでがされ、それをするは、をするにするがあります。このためのなはのとおりです。

drop table #tempTable

テーブルがするにたとえば、ののにこのをしようとすると、のエラーがします。

Cannot drop the table '#tempTable', because it does not exist or you do not have permission.

これをけるには、テーブルをするにテーブルがすでにするかどうかをすることができます。

IF OBJECT_ID ('tempdb..#tempTable', 'U') is not null DROP TABLE #tempTable

オンラインでTEMPテーブルのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5328/tempテーブルの
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35: TRY / CATCH

TRY / CATCHは、MS SQL ServerのT-SQLのです。

これはT-SQLのエラーをにします。これは.NETコードにています。

Examples

TRY / CATCHでの

これは、なdatetimeのためにのをロールバックします。

BEGIN TRANSACTION 
BEGIN TRY 
    INSERT INTO dbo.Sale(Price, SaleDate, Quantity) 
    VALUES (5.2, GETDATE(), 1) 
    INSERT INTO dbo.Sale(Price, SaleDate, Quantity) 
    VALUES (5.2, 'not a date', 1) 
    COMMIT TRANSACTION 
END TRY 
BEGIN CATCH 
    ROLLBACK TRANSACTION -- First Rollback and then throw. 
    THROW 
END CATCH

これはのをコミットします

BEGIN TRANSACTION 
BEGIN TRY 
    INSERT INTO dbo.Sale(Price, SaleDate, Quantity) 
    VALUES (5.2, GETDATE(), 1) 
    INSERT INTO dbo.Sale(Price, SaleDate, Quantity) 
    VALUES (5.2, GETDATE(), 1) 
    COMMIT TRANSACTION 
END TRY 
BEGIN CATCH 
    THROW 
    ROLLBACK TRANSACTION 
END CATCH

try-catchブロックでエラーをさせる

RAISERRORはTRY CATCHブロックにエラーをします

DECLARE @msg nvarchar(50) = 'Here is a problem!' 
BEGIN TRY 
    print 'First statement'; 
    RAISERROR(@msg, 11, 1); 
    print 'Second statement'; 
END TRY 
BEGIN CATCH 
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    print 'Error: ' + ERROR_MESSAGE(); 
END CATCH

2のパラメータが10よりきいRAISERRORこのでは11は、TRY BLOCKでをし、CATCHブロック
でされるエラーをさせます。 ERROR_MESSAGEをしてエラーメッセージにアクセスできます。
このサンプルのはのとおりです。

First statement 
Error: Here is a problem!

try catchブロックでメッセージをする

2パラメータが10のRAISERRORはをスローしません。

BEGIN TRY 
    print 'First statement'; 
    RAISERROR( 'Here is a problem!', 10, 15); 
    print 'Second statement'; 
END TRY 
BEGIN CATCH 
    print 'Error: ' + ERROR_MESSAGE(); 
END CATCH

RAISERRORステートメントの、3のステートメントがされ、CATCHブロックはびされません。
はのとおりです。

First statement 
Here is a problem! 
Second statement

RAISERRORによってされたスロー

TRHOWをしてCATCHブロックにキャッチしたエラーをスローすることができます。

DECLARE @msg nvarchar(50) = 'Here is a problem! Area: ''%s'' Line:''%i''' 
BEGIN TRY 
    print 'First statement'; 
    RAISERROR(@msg, 11, 1, 'TRY BLOCK', 2); 
    print 'Second statement'; 
END TRY 
BEGIN CATCH 
    print 'Error: ' + ERROR_MESSAGE(); 
    THROW; 
END CATCH

この、フォーマットされた4と5のパラメータでエラーがしていることにしてください。これは、
メッセージにをするにです。はのとおりです。

First statement 
Error: Here is a problem! Area: 'TRY BLOCK' Line:'2' 
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Msg 50000, Level 11, State 1, Line 26 
Here is a problem! Area: 'TRY BLOCK' Line:'2'

TRY / CATCHブロックでののスロー

try catchブロックでをスローすることができます

DECLARE @msg nvarchar(50) = 'Here is a problem!' 
BEGIN TRY 
    print 'First statement'; 
    THROW 51000, @msg, 15; 
    print 'Second statement'; 
END TRY 
BEGIN CATCH 
    print 'Error: ' + ERROR_MESSAGE(); 
    THROW; 
END CATCH

はCATCHブロックでされ、パラメータなしでTHROWをしてスローされます。

First statement 
Error: Here is a problem! 
Msg 51000, Level 16, State 15, Line 39 
Here is a problem!

THROWはRAISERRORにていますが、のいがあります。

しいアプリケーションではRASIERRORのわりにTHROWをすることをおめします。•

THROWはのエラーとしてのをできますが、RAISERRORはsys.messagesビューでIDのみを
できます

•

スルーのは16ですできません•
THROWはRAISERRORのようなをフォーマットできません。このがなは、RAISERRORの
としてFORMATMESSAGEをしてください。

•

オンラインでTRY / CATCHをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5189/try---catch
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36: WHILEループ
WHILEループまたはそののプロセスをするのは、、SQL Serverでデータをするもなではありません
。

であれば、じをるために、データにセットベースのクエリをするがよいでしょう

Examples

Whileループの

WHILEループはCURSORSとしてできます。のでは、0から99までのがされます。

 DECLARE @i int = 0; 
 WHILE(@i < 100) 
 BEGIN 
    PRINT @i; 
    SET @i = @i+1 
 END

whileをしたwhileループ

DECLARE @ID AS INT; 
 
SET @ID = (SELECT MIN(ID) from TABLE); 
 
WHILE @ID IS NOT NULL 
BEGIN 
    PRINT @ID; 
    SET @ID = (SELECT MIN(ID) FROM TABLE WHERE ID > @ID); 
END

オンラインでWHILEループをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4249/whileループ
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37: WindowsでのSQL Serverのインストール

Examples

き

Editions Matrixがったように、なSQL Serverのエディションはのとおりです。

Expressエントリーレベルのデータベース。コア-RDBMSをみます。 10Gのディスクサイズ
にされています。とテストにです。

•

ライセンス。コアとビジネスインテリジェンスがまれています。•
Enterprise EditionフルのSQL Serverエディション。なセキュリティとデータウェアハウジ
ングをえています。

•

Developer EditionEnterprise Editionのすべてのをみ、はなく、でのみダウンロードしてにで
きます 。

•

SQL Serverのダウンロード/、SQLSetup.exeをしてインストールがされます.SQLSetup.exeは、
GUIまたはコマンドラインプログラムとしてできます。

これらのいずれかをしてインストールするには、プロダクトキーをし、の、サービスの、それぞ
れのパラメータのなどのをするがあります。のサービスとは、コマンドラインまたはGUIバージ
ョンのいずれかでSQLSetup.exeプログラムをすることにより、いつでもにすることができます。

オンラインでWindowsでのSQL Serverのインストールをむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/5801/windowsでのsql-serverのインストール
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38: インサート

Examples

Invoicesというのテーブルにをする

INSERT INTO Invoices [ /* column names may go here */ ] 
VALUES (123, '1234abc', '2016-08-05 20:18:25.770', 321, 5, '2016-08-04');

するにIDENTITYのがまれているは、がです。•

INSERT INTO Invoices ([ID], [Num], [DateTime], [Total], [Term], [DueDate]) 
VALUES (123, '1234abc', '2016-08-05 20:18:25.770', 321, 5, '2016-08-25');

オンラインでインサートをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5323/インサート
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39: インスタンスにするをする

Examples

ローカルサーバーとリモートサーバーの

インスタンスにされているすべてのサーバーのリストをするには、のようにします。

EXEC sp_helpserver;

のセッションとクエリのにするをする

sp_who2

このをして、のSQLサーバーセッションにするをできます。プロシージャなので、をまたはにし
て、にじてをけ、フィルタリングおよびできるようにするとです。

は、クエリなバージョンのsp_who2できます。

-- Create a variable table to hold the results of sp_who2 for querying purposes 
 
DECLARE @who2 TABLE ( 
      SPID INT NULL, 
      Status VARCHAR(1000) NULL, 
      Login SYSNAME NULL, 
      HostName SYSNAME NULL, 
      BlkBy SYSNAME NULL, 
      DBName SYSNAME NULL, 
      Command VARCHAR(8000) NULL, 
      CPUTime INT NULL, 
      DiskIO INT NULL, 
      LastBatch VARCHAR(250) NULL, 
      ProgramName VARCHAR(250) NULL, 
      SPID2 INT NULL, -- a second SPID for some reason...? 
      REQUESTID INT NULL 
) 
 
INSERT INTO @who2 
EXEC sp_who2 
 
SELECT    * 
FROM    @who2 w 
WHERE    1=1

-- Find specific user sessions: 
SELECT  * 
FROM    @who2 w 
WHERE   1=1 
    and  login = 'userName' 
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-- Find longest CPUTime queries: 
SELECT  top 5 * 
FROM    @who2 w 
WHERE   1=1 
order   by CPUTime desc

インスタンスのエディションとバージョンの

SELECT    SERVERPROPERTY('ProductVersion') AS ProductVersion, 
          SERVERPROPERTY('ProductLevel') AS ProductLevel, 
          SERVERPROPERTY('Edition') AS Edition, 
          SERVERPROPERTY('EngineEdition') AS EngineEdition; 

インスタンスのをでする

SELECT  DATEDIFF(DAY, login_time, getdate()) UpDays 
FROM    master..sysprocesses 
WHERE   spid = 1

SQL Serverのバージョンにする

SQL Serverのエディション、レベル、バージョン、およびホストマシンとサーバータイプをする
には

SELECT    SERVERPROPERTY('MachineName') AS Host, 
          SERVERPROPERTY('InstanceName') AS Instance, 
          DB_NAME() AS DatabaseContext, 
          SERVERPROPERTY('Edition') AS Edition, 
          SERVERPROPERTY('ProductLevel') AS ProductLevel, 
          CASE SERVERPROPERTY('IsClustered') 
            WHEN 1 THEN 'CLUSTERED' 
            ELSE 'STANDALONE' END AS ServerType, 
          @@VERSION AS VersionNumber;

データベース、テーブル、ストアドプロシージャ、およびそれらのにする

にされたspをdbでするクエリ

SELECT execquery.last_execution_time AS [Date Time], execsql.text AS [Script] 
FROM sys.dm_exec_query_stats AS execquery 
CROSS APPLY sys.dm_exec_sql_text(execquery.sql_handle) AS execsql 
ORDER BY execquery.last_execution_time DESC

ストアドプロシージャをしてするクエリ

SELECT o.type_desc AS ROUTINE_TYPE,o.[name] AS ROUTINE_NAME, 
m.definition AS ROUTINE_DEFINITION 
FROM sys.sql_modules AS m INNER JOIN sys.objects AS o 
ON m.object_id = o.object_id WHERE m.definition LIKE '%Keyword%' 
order by ROUTINE_NAME
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データベースのすべてのテーブルからをするためのクエリ

SELECT t.name AS table_name, 
SCHEMA_NAME(schema_id) AS schema_name, 
c.name AS column_name 
FROM sys.tables AS t 
INNER JOIN sys.columns c ON t.OBJECT_ID = c.OBJECT_ID 
where c.name like 'Keyword%' 
ORDER BY schema_name, table_name;

リストアのをするための

WITH LastRestores AS 
( 
SELECT 
    DatabaseName = [d].[name] , 
    [d].[create_date] , 
    [d].[compatibility_level] , 
    [d].[collation_name] , 
    r.*, 
    RowNum = ROW_NUMBER() OVER (PARTITION BY d.Name ORDER BY r.[restore_date] DESC) 
FROM master.sys.databases d 
LEFT OUTER JOIN msdb.dbo.[restorehistory] r ON r.[destination_database_name] = d.Name 
) 
SELECT * 
FROM [LastRestores] 
WHERE [RowNum] = 1

ログをするには

select top 100 * from databaselog 
Order by Posttime desc

Spsのをするクエリ

SELECT name, create_date, modify_date 
FROM sys.objects 
WHERE type = 'P' 
Order by modify_date desc

オンラインでインスタンスにするをするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/インス
タンスにするをする

https://riptutorial.com/ja/home 106

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2029/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%99%E3%82%8B


40: インデックス

Examples

クラスタインデックスの

クラスタインデックスの、リーフページにはのテーブルがまれます。したがって、クラスタード・
インデックスは1つしかできません。

CREATE TABLE Employees 
( 
    ID CHAR(900), 
    FirstName NVARCHAR(3000), 
    LastName NVARCHAR(3000), 
    StartYear CHAR(900) 
) 
GO 
 
CREATE CLUSTERED INDEX IX_Clustered 
ON Employees(ID) 
GO

クラスタインデックスの

クラスタインデックスは、データとはのをちます。クラスタインデックスにはクラスタインデッ
クスキーがまれ、キーエントリにはキーをむデータへのポインタがあります。 SQL Server 

2008/2012には、999のクラスタインデックスがします。

リンク https : //msdn.microsoft.com/en-us/library/ms143432.aspx

CREATE TABLE Employees 
( 
    ID CHAR(900), 
    FirstName NVARCHAR(3000), 
    LastName NVARCHAR(3000), 
    StartYear CHAR(900) 
) 
GO 
 
CREATE NONCLUSTERED INDEX IX_NonClustered 
ON Employees(StartYear) 
GO

インデックスをする

SP_HELPINDEX tableName

ビューのインデックス
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CREATE VIEW  View_Index02 
WITH SCHEMABINDING 
AS 
SELECT c.CompanyName, o.OrderDate, o.OrderID, od.ProductID 
     FROM dbo.Customers C 
        INNER JOIN dbo.orders O ON c.CustomerID=o.CustomerID 
            INNER JOIN dbo.[Order Details] od ON o.OrderID=od.OrderID 
GO 
 
CREATE UNIQUE CLUSTERED INDEX IX1 ON 
    View_Index02(OrderID, ProductID) 

ドロップインデックス

DROP INDEX IX_NonClustered ON Employees

サイズとフラグメンテーションインデックスをす

sys.dm_db_index_physical_stats ( 
    { database_id | NULL | 0 | DEFAULT } 
  , { object_id | NULL | 0 | DEFAULT } 
  , { index_id | NULL | 0 | -1 | DEFAULT } 
  , { partition_number | NULL | 0 | DEFAULT } 
  , { mode | NULL | DEFAULT } 
) 
 
 
Sample : 
 
SELECT * FROM sys.dm_db_index_physical_stats 
    (DB_ID(N'DBName'), OBJECT_ID(N'IX_NonClustered '), NULL, NULL , 'DETAILED'); 

インデックスのと

avg_fragmentation_in_percentの

> 5および<= 30

> 30 REBUILD

ALTER INDEX IX_NonClustered ON tableName REORGANIZE; 
 
 
ALTER INDEX ALL ON Production.Product 
 REBUILD WITH (FILLFACTOR = 80, SORT_IN_TEMPDB = ON, 
          STATISTICS_NORECOMPUTE = ON);

のすべてのをまたはする

のは、のをしてわれます。
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ALTER INDEX All ON tableName REBUILD;

これにより、がされ、され、がされ、ディスクがされ、ページのがされます。

インデックスをするには、

ALTER INDEX All ON tableName REORGANIZE;

のシステムリソースをし、レベルのページをにべえてノードのなからのにさせることによって、
とビューのクラスタされたインデックスとクラスタされたインデックスのレベルをします

すべてのインデックスデータベースをする

EXEC sp_MSForEachTable 'ALTER INDEX ALL ON ? REBUILD'

インデックス

"SP_HELPINDEX Table_Name"をすることもできますが、Kimberly Trippにはストアドプロシー
ジャがあります ここでつけることができます 。これはカラムやフィルタなどのインデックスにつ
いてのをしています。  

USE Adventureworks 
EXEC sp_SQLskills_SQL2012_helpindex 'dbo.Product'

また、Tibor Karasziにはストアドプロシージャ ここにあります があります。では、インデックス
のにするもされ、オプションでインデックスののリストをします。

USE Adventureworks 
EXEC sp_indexinfo 'dbo.Product' 

オンラインでインデックスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4998/インデックス
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41: インメモリOLTPヘクトン

Examples

メモリテーブルの

-- Create demo database 
CREATE DATABASE SQL2016_Demo 
 ON  PRIMARY 
( 
    NAME = N'SQL2016_Demo', 
    FILENAME = N'C:\Dump\SQL2016_Demo.mdf', 
    SIZE = 5120KB, 
    FILEGROWTH = 1024KB 
 ) 
 LOG ON 
 ( 
    NAME = N'SQL2016_Demo_log', 
    FILENAME = N'C:\Dump\SQL2016_Demo_log.ldf', 
    SIZE = 1024KB, 
    FILEGROWTH = 10% 
 ) 
GO 
 
use SQL2016_Demo 
go 
 
-- Add Filegroup by MEMORY_OPTIMIZED_DATA type 
ALTER DATABASE SQL2016_Demo 
    ADD FILEGROUP MemFG CONTAINS MEMORY_OPTIMIZED_DATA 
GO 
 
 
--Add a file to defined filegroup 
ALTER DATABASE SQL2016_Demo ADD FILE 
    ( 
        NAME = MemFG_File1, 
        FILENAME = N'C:\Dump\MemFG_File1' -- your file path, check directory exist before 
executing this code 
    ) 
TO FILEGROUP MemFG 
GO 
 
--Object Explorer -- check database created 
GO 
 
-- create memory optimized table 1 
CREATE TABLE dbo.MemOptTable1 
( 
    Column1     INT         NOT NULL, 
    Column2     NVARCHAR(4000)  NULL, 
    SpidFilter  SMALLINT    NOT NULL   DEFAULT (@@spid), 
 
    INDEX ix_SpidFiler NONCLUSTERED (SpidFilter), 
    INDEX ix_SpidFilter HASH (SpidFilter) WITH (BUCKET_COUNT = 64), 
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    CONSTRAINT CHK_soSessionC_SpidFilter 
        CHECK ( SpidFilter = @@spid ), 
) 
    WITH 
        (MEMORY_OPTIMIZED = ON, 
         DURABILITY = SCHEMA_AND_DATA);  --or DURABILITY = SCHEMA_ONLY 
go 
 
-- create memory optimized table 2 
CREATE TABLE MemOptTable2 
( 
    ID INT NOT NULL PRIMARY KEY NONCLUSTERED HASH WITH (BUCKET_COUNT = 10000), 
    FullName NVARCHAR(200) NOT NULL, 
    DateAdded DATETIME NOT NULL 
) WITH (MEMORY_OPTIMIZED = ON, DURABILITY = SCHEMA_AND_DATA) 
GO

メモリテーブルにされた.dllファイルとテーブルをする

SELECT 
    OBJECT_ID('MemOptTable1') AS MemOptTable1_ObjectID, 
    OBJECT_ID('MemOptTable2') AS MemOptTable2_ObjectID 
GO 
 
SELECT 
    name,description 
FROM sys.dm_os_loaded_modules 
WHERE name LIKE '%XTP%' 
GO

すべてのメモリテーブルを

SELECT 
    name,type_desc,durability_desc,Is_memory_Optimized 
FROM sys.tables 
    WHERE Is_memory_Optimized = 1 
GO

メモリテーブルのとテーブル

たとえば、これはのtempdbベースのテーブルです。

CREATE TYPE dbo.testTableType AS TABLE 
( 
   col1 INT NOT NULL, 
   col2 CHAR(10) 
);

このテーブルタイプをメモリするには、にmemory_optimized=onオプションをし、オリジナルタイプ
がないはインデックスをします

CREATE TYPE dbo.testTableType AS TABLE 
( 
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   col1 INT NOT NULL, 
   col2 CHAR(10) 
)WITH (MEMORY_OPTIMIZED=ON);

グローバルテーブルはのようになります。

CREATE TABLE ##tempGlobalTabel 
( 
    Col1   INT   NOT NULL , 
    Col2   NVARCHAR(4000) 
); 

メモリグローバルテーブル

CREATE TABLE dbo.tempGlobalTabel 
( 
    Col1   INT   NOT NULL   INDEX ix NONCLUSTERED, 
    Col2   NVARCHAR(4000) 
) 
    WITH 
        (MEMORY_OPTIMIZED = ON, 
         DURABILITY = SCHEMA_ONLY); 

グローバルなテーブル## tempをメモリするには

グローバルな##tempテーブルとじスキーマでしいSCHEMA_ONLYメモリテーブルをする
しいテーブルになくとも1つのインデックスがあることをする•

1. 

Transact-SQLステートメントの##tempへのすべてのを、しいメモリテーブルtempにします
。

2. 

あなたのコードのDROP TABLE ##tempをDELETE FROM tempにきえてをします3. 
あなたのコードからCREATE TABLE ##tempステートメントをしてください - これはやです4. 

そのの

メモリテーブルをする

パフォーマンスをさせるために、テーブルをメモリすることができます。のテーブルのT-SQLを
にします。

DECLARE @tvp TABLE 
( 
    col1   INT NOT NULL , 
    Col2   CHAR(10) 
); 

メモリされたをするには、にメモリされたテーブルをし、そこからをするがあります。

CREATE TYPE dbo.memTypeTable 
AS TABLE 
( 
    Col1  INT NOT NULL INDEX ix1, 
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    Col2  CHAR(10) 
) 
WITH 
    (MEMORY_OPTIMIZED = ON); 

に、のようなテーブルタイプをできます。

DECLARE @tvp memTypeTable 
insert INTO @tvp 
values (1,'1'),(2,'2'),(3,'3'),(4,'4'),(5,'5'),(6,'6') 
 
SELECT * FROM @tvp

Col1    Col2 
1       1 
2       2 
3       3 
4       4 
5       5 
6       6 

メモリにされたシステムバージョンテーブルをする

CREATE TABLE [dbo].[MemOptimizedTemporalTable] 
( 
    [BusinessDocNo] [bigint] NOT NULL, 
    [ProductCode] [int] NOT NULL, 
    [UnitID] [tinyint] NOT NULL, 
    [PriceID] [tinyint] NOT NULL, 
    [SysStartTime] [datetime2](7) GENERATED ALWAYS AS ROW START NOT NULL, 
    [SysEndTime] [datetime2](7) GENERATED ALWAYS AS ROW END NOT NULL, 
    PERIOD FOR SYSTEM_TIME ([SysStartTime], [SysEndTime]), 
 
    CONSTRAINT [PK_MemOptimizedTemporalTable]  PRIMARY KEY NONCLUSTERED 
    ( 
        [BusinessDocNo] ASC, 
        [ProductCode] ASC 
    ) 
) 
WITH ( 
    MEMORY_OPTIMIZED = ON , DURABILITY = SCHEMA_AND_DATA, -- Memory Optimized Option ON 
    SYSTEM_VERSIONING = ON (HISTORY_TABLE = [dbo].[MemOptimizedTemporalTable_History] , 
DATA_CONSISTENCY_CHECK = ON ) 
)

そのの

オンラインでインメモリOLTPヘクトンをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5295/インメ
モリoltp-ヘクトン-
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42: ウィンドウ

Examples

6ヶ126ののをする

SELECT TradeDate, AVG(Px) OVER (ORDER BY TradeDate ROWS BETWEEN 63 PRECEDING AND 63 FOLLOWING) 
AS PxMovingAverage 
FROM HistoricalPrices

TradeDateののめとわりには、されるのに 63がとなるため、にされません。のTradeDateにする
と、それまでに63のをつけることができますにめる。

タイムスタンプきイベントのリストでのアイテムをする

イベントをするテーブルには、イベントがしたをするフィールドがすることがよくあります。の
のイベントをつけることは、にのタイムスタンプで2つのイベントがされているがにいため、なが
あります。すべてのレコードがにランクけされていることをするためにrow_numberをoverorder 

by ...し、のレコードmy_ranking = 1をして、

select * 
from ( 
    select 
        *, 
        row_number() over (order by crdate desc) as my_ranking 
    from sys.sysobjects 
) g 
where my_ranking=1

じをして、するのあるをつデータセットからのをすことができます。

の30の

30アイテムの

SELECT 
    value_column1, 
    (   SELECT 
            AVG(value_column1) AS moving_average 
        FROM Table1 T2 
        WHERE ( SELECT 
                    COUNT(*) 
                FROM Table1 T3 
                WHERE date_column1 BETWEEN T2.date_column1 AND T1.date_column1 
                ) BETWEEN 1 AND 30 
    ) as MovingAvg 
FROM Table1 T1
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オンラインでウィンドウをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3209/ウィンドウ
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43: カーソル
DECLARE cursor_name CURSOR [ローカル|グローバル ]

[FORWARD_ONLY |スクロール]
[| KEYSET |ダイナミック|り ]
[READ_ONLY | SCROLL_LOCKS |]
[TYPE_WARNING]

○

FOR select_statement○

[FOR UPDATE [OF column_name [、... n]]]○

•

は、カーソルがパフォーマンスにをえるがあるため、カーソルをしないでください。しかし、な
には、データレコードをレコードごとにループし、らかのアクションをするがあります。

Examples

カーソル

は、カーソルがパフォーマンスにをえるがあるため、カーソルをしないでください。しかし、な
には、データレコードをレコードごとにループし、らかのアクションをするがあります。

DECLARE @orderId AS INT 
 
-- here we are creating our cursor, as a local cursor and only allowing 
-- forward operations 
DECLARE rowCursor CURSOR LOCAL FAST_FORWARD FOR 
    -- this is the query that we want to loop through record by record 
    SELECT [OrderId] 
    FROM [dbo].[Orders] 
 
-- first we need to open the cursor 
OPEN rowCursor 
 
-- now we will initialize the cursor by pulling the first row of data, in this example the 
[OrderId] column, 
-- and storing the value into a variable called @orderId 
FETCH NEXT FROM rowCursor INTO @orderId 
 
-- start our loop and keep going until we have no more records to loop through 
WHILE @@FETCH_STATUS = 0 
BEGIN 
 
    PRINT @orderId 
 
    -- this is important, as it tells SQL Server to get the next record and store the 
[OrderId] column value into the @orderId variable 
    FETCH NEXT FROM rowCursor INTO @orderId 
 
END 
 
-- this will release any memory used by the cursor 
CLOSE rowCursor 
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DEALLOCATE rowCursor

なカーソル

いくつかのテストのでするなカーソル

/* Prepare test data */ 
DECLARE @test_table TABLE 
( 
    Id INT, 
    Val VARCHAR(100) 
); 
INSERT INTO @test_table(Id, Val) 
VALUES 
    (1, 'Foo'), 
    (2, 'Bar'), 
    (3, 'Baz'); 
/* Test data prepared */ 
 
/* Iterator variable @myId, for example sake */ 
DECLARE @myId INT; 
 
/* Cursor to iterate rows and assign values to variables */ 
DECLARE myCursor CURSOR FOR 
    SELECT Id 
    FROM @test_table; 
 
/* Start iterating rows */ 
OPEN myCursor; 
FETCH NEXT FROM myCursor INTO @myId; 
 
/* @@FETCH_STATUS global variable will be 1 / true until there are no more rows to fetch */ 
WHILE @@FETCH_STATUS = 0 
BEGIN 
 
    /* Write operations to perform in a loop here. Simple SELECT used for example */ 
    SELECT Id, Val 
    FROM @test_table 
    WHERE Id = @myId; 
 
    /* Set variable(s) to the next value returned from iterator; this is needed otherwise the 
cursor will loop infinitely. */ 
    FETCH NEXT FROM myCursor INTO @myId; 
END 
/* After all is done, clean up */ 
CLOSE myCursor; 
DEALLOCATE myCursor;

SSMSの。これらはすべてのクエリであり、してされていないことにしてください。クエリエン
ジンは、を1つずつセットとしてするのではなく、1つずつするにしてください。

イド ヴァル

1 フー

1をける
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イド ヴァル

2 バー

1をける

イド ヴァル

3 バズ

1をける

オンラインでカーソルをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/870/カーソル
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44: キーワードを

き

DropキーワードはさまざまなSQLオブジェクトでできますが、このトピックではデータベースオ
ブジェクトとさまざまないのなをします。

MSDNへのリンク。

DROP TABLETransact-SQL•

DROP PROCEDURETransact-SQL•

DROP DATABASETransact-SQL•

Examples

ドロップテーブル

DROP TABLEコマンドは、、すべてのデータ、、トリガー、およびするをします。

テーブルをするに、そのテーブルをするオブジェクトビュー、ストアドプロシージャ、そののテ
ーブルがあるかどうかをするがあります。

FOREIGN KEYによってのテーブルによってされるテーブルをすることはできません。まずそれ
をするFOREIGN KEYをするがあります。

ビューまたはストアドプロシージャによってされるテーブルをすることはできますが、テーブル
をしたはビューまたはストアドプロシージャはできなくなります。

DROP TABLE [ IF EXISTS ] [ database_name . [ schema_name ] . | schema_name . ] 
table_name [ ,...n ] [ ; ]

IF EXISTS - するのみテーブルをIF EXISTSする•

database_name - テーブルがされているデータベースのをする•

schema_name - テーブルがするスキーマのをする•

table_name - するのをする•

のデータベースとデフォルトのスキーマdboからTABLE_1というのテーブルをします。

DROP TABLE Table_1;

データベースHRおよびデフォルトスキーマdboからTABLE_1をしてテーブルをします。
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DROP TABLE HR.Table_1;

データベースHRおよびスキーマからTABLE_1をしてテーブルをします。

DROP TABLE HR.external.TABLE_1;

データベースをする

DROP DATABASEコマンドは、のSQL Serverインスタンスからのオフライン、みり、わしいな
どになく、データベースカタログをします。

データベーススナップショットがにされるがあるため、けられたデータベーススナップショット
がある、データベースをすることはできません。

データベース・ドロップは、ストアド・プロシージャ 'sp_detach_db'をしないかぎり、データベース
によってされるすべてのディスク・ファイルオフラインでないをくをします。

データベーススナップショットドロップは、SQL Serverインスタンスからスナップショットをし
、そのスナップショットでもされているファイルをします。

ドロップされたデータベースは、データベーススナップショットからではなくバックアップをリ
ストアすることによってのみできます。

DROP DATABASE [ IF EXISTS ] { database_name | database_snapshot_name } [ ,...n ] [;] 

IF EXISTS - するのみテーブルをIF EXISTSする•

database_name - するデータベースのをします。•

database_snapshot_name - するデータベーススナップショットをします。•
•

のデータベースをします。

DROP DATABASE Database1;

のデータベースの

DROP DATABASE Database1, Database2;

スナップショットの

DROP DATABASE Database1_snapshot17;

データベースがするの

DROP DATABASE IF EXISTS Database1;
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テンポラリテーブルをする

SQLサーバーには、2のテーブルがあります。

##GlobalTempTable GlobalTempTableは、すべてのユーザーのセッションでされるのです。1. 

#LocalTempTableタブ - のスコープにのみするテーブルのタイプですのプロセスでのみ - のプ
ロセスのIDをSELECT @@SPIDできます

2. 

テーブルのは、のテーブルとじです。

DROP TABLE [ database_name . [ schema_name ] . | schema_name . ] table_name 

SQL Serverのに2016

IF(OBJECT_ID('tempdb..#TempTable') is not null) 
    DROP TABLE #TempTable;

SQL Server 2016

DROP TABLE IF EXISTS #TempTable

オンラインでキーワードををむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/9532/キーワードを
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45: クエリストア

Examples

データベースにクエリストアをにする

クエリストアは、のコマンドをしてデータベースでにすることができます。

ALTER DATABASE tpch SET QUERY_STORE = ON

SQL Server / Azure SQLデータベースは、されたクエリにするをし、sys.query_storeビューでを
します。

sys.query_store_query•
sys.query_store_query_text•
sys.query_store_plan•
sys.query_store_runtime_stats•
sys.query_store_runtime_stats_interval•
sys.database_query_store_options•
sys.query_context_settings•

SQLクエリ/プランのをする

のクエリは、qeries、その、、CPU、およびなみりにするをします。

SELECT Txt.query_text_id, Txt.query_sql_text, Pl.plan_id, 
        avg_duration, avg_cpu_time, 
        avg_physical_io_reads, avg_logical_io_reads 
FROM sys.query_store_plan AS Pl 
JOIN sys.query_store_query AS Qry 
    ON Pl.query_id = Qry.query_id 
JOIN sys.query_store_query_text AS Txt 
    ON Qry.query_text_id = Txt.query_text_id 
JOIN sys.query_store_runtime_stats Stats 
    ON Pl.plan_id = Stats.plan_id

クエリストアからデータをする

クエリストアまたはクエリプランをクエリストアからするは、のコマンドをできます。

EXEC sp_query_store_remove_query 4; 
EXEC sp_query_store_remove_plan 3; 

これらのストアドプロシージャのパラメータは、システムビューからされたクエリ/プランIDです
。
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プランをからすることなく、のプランのをすることもできます。

EXEC sp_query_store_reset_exec_stats 3; 

このプロシージャにされたパラメータplan id。

クエリのをする

SQLせオプティマイザは、いくつかのせにしてつけることができるベイズのなをします。のクエ
リでにするプランがつかったは、QOににのストアドプロシージャをしてそのプランをさせること
ができます。

EXEC sp_query_store_unforce_plan @query_id, @plan_id

このから、QOはにクエリにしてされたをします。

このバインディングをするは、のストアドプロシージャをできます。

EXEC sp_query_store_force_plan @query_id, @plan_id

このから、QOはびのをつけようとします。

オンラインでクエリストアをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7349/クエリストア
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46: クエリのヒント

Examples

JOINのヒント

2つのテーブルをすると、SQL ServerクエリオプティマイザQOはクエリでされるさまざまなのを
できます。

ハッシュ•
ループ•
MERGE•

QOはをし、テーブルをするためのなをします。ただし、ながわかっているは、どのようなJOIN

をするかをできます。インナーループにより、QOは2つのテーブルをするにネストループをしま
す。

select top 100 * 
from Sales.Orders o 
    inner loop join Sales.OrderLines ol 
    on o.OrderID = ol.OrderID

マージはMERGEをします

select top 100 * 
from Sales.Orders o 
    inner merge join Sales.OrderLines ol 
    on o.OrderID = ol.OrderID

のハッシュジョインはにハッシュジョインになります

select top 100 * 
from Sales.Orders o 
    inner hash join Sales.OrderLines ol 
    on o.OrderID = ol.OrderID

ヒント

GROUP BYをすると、SQL ServerクエリオプティマイザQOはなるタイプのグループをできます
。

HASHエントリをグループするためのハッシュマップをする•

あらかじめされたとうまくするストリーム•

となるものがかっているは、QOが1つまたはのをするようにできます。 OPTIONORDER 

GROUPをすると、QOはにStreamをし、がソートされていないはStreamのにSortをします。
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select OrderID, AVG(Quantity) 
from Sales.OrderLines 
group by OrderID 
OPTION (ORDER GROUP) 

OPTIONハッシュグループでは、QOはにハッシュをします

select OrderID, AVG(Quantity) 
from Sales.OrderLines 
group by OrderID 
OPTION (HASH GROUP) 

FASTのヒント

のnumber_rowsののためにクエリがされることをします。これはのです。のnumber_rowsがされ
た、クエリはをし、なセットをします。

select OrderID, AVG(Quantity) 
from Sales.OrderLines 
group by OrderID 
OPTION (FAST 20) 

UNIONヒント

2つのクエリでUNIONをすると、クエリオプティマイザQOはのをして2つのセットのをできます
。

マージ•
コンカット•
ハッシュマッチユニオン•

OPTIONヒントをして、どのをするかをにできます。

select OrderID, OrderDate, ExpectedDeliveryDate, Comments 
from Sales.Orders 
where OrderDate > DATEADD(day, -1, getdate()) 
UNION 
select PurchaseOrderID as OrderID, OrderDate, ExpectedDeliveryDate, Comments 
from Purchasing.PurchaseOrders 
where OrderDate > DATEADD(day, -1, getdate()) 
OPTION(HASH UNION) 
-- or OPTION(CONCAT UNION) 
-- or OPTION(MERGE UNION)

MAXDOPオプション

このオプションをするクエリのをします。

SELECT OrderID, 
    AVG(Quantity) 
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FROM Sales.OrderLines 
GROUP BY OrderID 
OPTION (MAXDOP 2);

このオプションは、sp_configureおよびResource GovernorのMAXDOPオプションよりもされま
す。 MAXDOPがゼロにされている、サーバーはをします。

INDEXヒント

インデックスヒントは、SQL Serverのクエリオプティマイザがなインデックスとなすものをする
のではなく、クエリでのインデックスをするようにします。によっては、クエリでするインデッ
クスをすることでメリットがられます。、SQL Serverのクエリオプティマイザはクエリにしたな
インデックスをしますが、われたやのニーズがあるため、にすることができます。

SELECT * 
FROM mytable WITH (INDEX (ix_date)) 
WHERE field1 > 0 
    AND CreationDate > '20170101'

オンラインでクエリのヒントをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6881/クエリのヒント
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47: クエリの

Examples

スキャンシーク

をすると、SQL ServerがSeekまたはScanをすることをしたことがあります。

シークは、SQL Serverがなをっていて、のアイテムだけをするにします。これは、where name = 

'Foo'ようなクエリーにれたときにいフィルターがされたときにします。

スキャンとは、SQL Serverがとするすべてのデータがどこにあるかをにしていない、またはなデ
ータがされているにスキャンがシークよりもであるとしたです。

シークは、データのサブセクションをするだけなのでですが、スキャンはデータのをしています
。

オンラインでクエリのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7713/クエリの
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48: クロス

Examples

セルからにされたでのをする

CROSS APPLYをすると、テーブルからを「」することができます。

のProductListをむをつCompanyテーブルと、これらのをしてのをすがあるとします。 Company

テーブルからすべてのをし、このをProductListにし、Companyとのを「」することができます。

SELECT * 
FROM Companies c 
     CROSS APPLY dbo.GetProductList( c.ProductList ) p

について、 ProductListセルのがにされ、はそれらのをとできるのとしてします。

JSONをセルにしてテーブルをする

CROSS APPLYをすると、テーブルのをにされたJSONオブジェクトのコレクションに「」でき
ます。

JSONとしてフォーマットされたのProductListをむをつCompanyテーブルがあるとします。 
OPENJSONテーブルは、これらのをしてのをすことができます。 Companyテーブルからすべて
のをし、OPENJSONをしてJSONをし、のをしてを「」することができます。

SELECT * 
FROM Companies c 
     CROSS APPLY OPENJSON( c.ProductList ) 
                 WITH ( Id int, Title nvarchar(30), Price money)

について、 ProductListセルのは、JSONオブジェクトをWITHにされたスキーマをつにする
OPENJSONにされます。

をでフィルタリングする

タグのリストをコマンドでったとしてにすると、 STRING_SPLITをしてタグのリストをのにでき
ます。 CROSS APPLYをすると、 STRING_SPLITでされたをとすることができます。

カンマでったタグのpromo、sales、newをむをつProductテーブルがあるとします。 
STRING_SPLITとCROSS APPLYをすると、のをタグにびつけることができるため、をタグでフ
ィルタリングできます。

SELECT * 
FROM Products p 
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     CROSS APPLY STRING_SPLIT( p.Tags, ',' ) tags 
WHERE tags.value = 'promo'

ごとに、 タグセルのは、タグをすをSTRING_SPLITにされます。に、これらのでをフィルタリン
グできます。

STRING_SPLITはSQL Server 2016よりにはできません

オンラインでクロスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5462/クロス

https://riptutorial.com/ja/home 129

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5462/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E9%81%A9%E7%94%A8
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5462/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E9%81%A9%E7%94%A8
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5462/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E9%81%A9%E7%94%A8
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5462/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E9%81%A9%E7%94%A8


49: ゴールデン
COALESCE[Column1]、[Column2] .... [ColumnN]•

Examples

COALESCEをしてコンマりをする

にすように、をしてのからカンマりをできます。

テーブルがされるので、クエリをするがあります。しやすくするために、はBEGINとENDブロッ
クをしました。

BEGIN 
 
    --Table variable declaration to store sample records 
    DECLARE @Table TABLE (FirstName varchar(256), LastName varchar(256)) 
 
    --Inserting sample records into table variable @Table 
    INSERT INTO @Table (FirstName, LastName) 
    VALUES 
    ('John','Smith'), 
    ('Jane','Doe') 
 
    --Creating variable to store result 
    DECLARE @Names varchar(4000) 
 
    --Used COLESCE function, so it will concatenate comma seperated FirstName into @Names 
varible 
    SELECT @Names = COALESCE(@Names + ',', '') + FirstName 
    FROM @Table 
 
    --Now selecting actual result 
    SELECT @Names 
    END

の

COALESCE()はリストののNON NULLをします。とをむテーブルがあり、ユーザーごとに1つしかした
くないとします。 1つだけをするために、のNON NULLをできます。

DECLARE @Table TABLE (UserID int, PhoneNumber varchar(12), CellNumber varchar(12)) 
INSERT INTO @Table (UserID, PhoneNumber, CellNumber) 
VALUES 
(1,'555-869-1123',NULL), 
(2,'555-123-7415','555-846-7786'), 
(3,NULL,'555-456-8521') 
 
 
SELECT 
    UserID, 
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    COALESCE(PhoneNumber, CellNumber) 
FROM 
    @Table

のリストからのnullでないものをする

SELECT COALESCE(NULL, NULL, 'TechOnTheNet.com', NULL, 'CheckYourMath.com'); 
Result: 'TechOnTheNet.com' 
 
SELECT COALESCE(NULL, 'TechOnTheNet.com', 'CheckYourMath.com'); 
Result: 'TechOnTheNet.com' 
 
SELECT COALESCE(NULL, NULL, 1, 2, 3, NULL, 4); 
Result: 1

オンラインでゴールデンをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3234/ゴールデン
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50: サービスブローカー

Examples

1.

サービスブローカーは、2つまたはそれのエンティティのにづくテクノロジーです。サービスブロ
ーカーは、メッセージタイプ、、キュー、サービス、ルート、およびなくともインスタンスエン
ドポイントでされます。

その https : //msdn.microsoft.com/en-us/library/bb522893.aspx

2.データベースでサービスブローカをにする

ALTER DATABASE [MyDatabase] SET ENABLE_BROKER WITH ROLLBACK IMMEDIATE;

3.データベースのなサービスブローカーをするデータベース

USE [MyDatabase] 
 
CREATE MESSAGE TYPE [//initiator] VALIDATION = WELL_FORMED_XML; 
    GO 
 
CREATE CONTRACT [//call/contract] 
( 
    [//initiator] SENT BY INITIATOR 
) 
GO 
 
CREATE QUEUE  InitiatorQueue; 
GO 
 
CREATE QUEUE  TargetQueue; 
GO 
 
CREATE SERVICE InitiatorService 
      ON QUEUE InitiatorQueue 
( 
     [//call/contract] 
 
) 
 
CREATE SERVICE TargetService 
ON QUEUE TargetQueue 
( 
     [//call/contract] 
 
) 
 
GRANT SEND ON SERVICE::[InitiatorService] TO PUBLIC 
GO 
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GRANT SEND ON SERVICE::[TargetService] TO PUBLIC 
GO

1つのデータベースのためのルートはありません。

4.サービスブローカーによるな

このデモンストレーションでは、このドキュメントののでしたサービスブローカーのをします。
されたのは3です。 データベースでなサービスブローカーのをしますのデータベース 。

USE [MyDatabase] 
 
DECLARE @ch uniqueidentifier = NEWID() 
DECLARE @msg XML 
 
BEGIN DIALOG CONVERSATION @ch 
    FROM SERVICE [InitiatorService] 
    TO SERVICE 'TargetService' 
    ON CONTRACT [//call/contract] 
    WITH ENCRYPTION = OFF; -- more possible options 
 
        SET @msg = ( 
                    SELECT 'HelloThere' "elementNum1" 
                    FOR XML PATH(''), ROOT('ExampleRoot'), ELEMENTS XSINIL, TYPE 
                    ); 
 
SEND ON CONVERSATION @ch MESSAGE TYPE [//initiator] (@msg); 
END CONVERSATION @ch;

このの、あなたのmsgはTargetQueueになります

5.にTargetQueueからをする

このデモンストレーションでは、このドキュメントののでしたサービスブローカーのをします。 
3.データベースのなサービスブローカーをするデータベース 。

まず、キューからデータをみんでできるプロシージャをするがあります

USE [MyDatabase] 
GO 
 
SET ANSI_NULLS ON 
GO 
SET QUOTED_IDENTIFIER ON 
GO 
 
CREATE PROCEDURE [dbo].[p_RecieveMessageFromTargetQueue] 
 
    AS 
    BEGIN 
 
    declare 
    @message_body xml, 
    @message_type_name nvarchar(256), 
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    @conversation_handle uniqueidentifier, 
    @messagetypename nvarchar(256); 
 
 
 
   WHILE 1=1 
   BEGIN 
 
    BEGIN TRANSACTION 
        WAITFOR( 
        RECEIVE TOP(1) 
        @message_body = CAST(message_body as xml), 
        @message_type_name = message_type_name, 
        @conversation_handle = conversation_handle, 
        @messagetypename = message_type_name 
        FROM DwhInsertSmsQueue 
        ), TIMEOUT 1000; 
 
         IF (@@ROWCOUNT = 0) 
            BEGIN 
                ROLLBACK TRANSACTION 
                BREAK 
            END 
 
         IF (@messagetypename = '//initiator') 
             BEGIN 
 
                IF OBJECT_ID('MyDatabase..MyExampleTableHelloThere') IS NOT NULL 
                    DROP TABLE dbo.MyExampleTableHelloThere 
 
                SELECT @message_body.value('(/ExampleRoot/"elementNum1")[1]', 'VARCHAR(50)') 
AS MyExampleMessage 
                INTO dbo.MyExampleTableHelloThere 
 
             END 
 
 
 
         IF (@messagetypename = 'http://schemas.microsoft.com/SQL/ServiceBroker/EndDialog') 
            BEGIN 
                END CONVERSATION @conversation_handle; 
            END 
 
    COMMIT TRANSACTION 
   END 
 
 
END

2のステップTargetQueueがにプロシージャをできるようにします。

USE [MyDatabase] 
 
ALTER QUEUE [dbo].[TargetQueue] WITH STATUS = ON , RETENTION = OFF , 
ACTIVATION 
 (  STATUS = ON , --activation status 
    PROCEDURE_NAME = dbo.p_RecieveMessageFromTargetQueue , --procedure name 
    MAX_QUEUE_READERS = 1 , --number of readers 
    EXECUTE AS SELF  )
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オンラインでサービスブローカーをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7651/サービスブロ
ーカー
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51: サブクエリ

Examples

サブクエリ

せは、のSQLせのせです。サブクエリはインナークエリまたはインナーセレクトともばれ、サブ
クエリをむステートメントはクエリまたはセレクトとばれます。

サブクエリはでむがあります。1. 
ORDER BYはサブクエリでできません。2. 

サブクエリでは、BLOB、、テキスト・データなどのイメージ・タイプはできません。3. 

サブクエリは、IN、などのwhere、from、selectののselect、insert、updateおよびdeleteとともに
できます。

サブクエリのをすためにクエリをするITCompanyInNepalというのテーブルがあります。

Selectによるサブクエリ

Inとwhereをします。

SELECT * 
FROM ITCompanyInNepal 
WHERE Headquarter IN (SELECT Headquarter 
                      FROM ITCompanyInNepal 
                      WHERE Headquarter = 'USA');

とWHERE

SELECT * 
FROM ITCompanyInNepal 
WHERE NumberOfEmployee < (SELECT AVG(NumberOfEmployee) 
                          FROM ITCompanyInNepal 
                      )
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で

SELECT   CompanyName, 
         CompanyAddress, 
         Headquarter, 
         (Select SUM(NumberOfEmployee) 
         FROM ITCompanyInNepal 
         Where Headquarter = 'USA') AS TotalEmployeeHiredByUSAInKathmandu 
FROM     ITCompanyInNepal 
WHERE    CompanyAddress = 'Kathmandu' AND Headquarter = 'USA'

INSERTをむサブクエリ

IndianCompanyテーブルからITCompanyInNepalにデータをするがあります。 IndianCompanyの
テーブルはのとおりです。

INSERT INTO ITCompanyInNepal 
SELECT * 
FROM IndianCompany

をむせ

がであるすべてのが、ののにい、ネパールのすべてのから50のをうことにしたとします。

UPDATE ITCompanyInNepal 
SET NumberOfEmployee = NumberOfEmployee - 50 
WHERE Headquarter IN (SELECT Headquarter 
                      FROM ITCompanyInNepal 
                      WHERE Headquarter = 'USA')

Deleteステートメントをつサブクエリ

デンマークのをつすべてのがネパールからをすることにしたとします。

DELETE FROM ITCompanyInNepal 
WHERE Headquarter IN (SELECT Headquarter 
                     FROM ITCompanyInNepal 
                     WHERE Headquarter = 'Denmark')

オンラインでサブクエリをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5629/サブクエリ
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52: シーケンス

Examples

シーケンスの

CREATE SEQUENCE [dbo].[CustomersSeq] 
AS INT 
START WITH 10001 
INCREMENT BY 1 
MINVALUE -1;

のシーケンスをする

CREATE TABLE [dbo].[Customers] 
( 
    CustomerID INT DEFAULT (NEXT VALUE FOR [dbo].[CustomersSeq]) NOT NULL, 
    CustomerName VARCHAR(100), 
);

シーケンスでに

INSERT INTO [dbo].[Customers] 
       ([CustomerName]) 
 VALUES 
       ('Jerry'), 
       ('Gorge') 
 
SELECT * FROM [dbo].[Customers]

ID

10001 ジェリー

10002

からしてに

DELETE FROM [dbo].[Customers] 
WHERE CustomerName = 'Gorge'; 
 
INSERT INTO [dbo].[Customers] 
       ([CustomerName]) 
 VALUES ('George') 
 
SELECT * FROM [dbo].[Customers]
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ID

10001 ジェリー

10003 ジョージ

オンラインでシーケンスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5324/シーケンス
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53: システムデータベース - TempDb

Examples

TempDbのをする

のクエリは、TempDbのにするをします。カウントをすると、どのがTempDbにしているのかを
することができます

SELECT 
 SUM (user_object_reserved_page_count)*8 as usr_obj_kb, 
 SUM (internal_object_reserved_page_count)*8 as internal_obj_kb, 
 SUM (version_store_reserved_page_count)*8  as version_store_kb, 
 SUM (unallocated_extent_page_count)*8 as freespace_kb, 
 SUM (mixed_extent_page_count)*8 as mixedextent_kb 
FROM sys.dm_db_file_space_usage

TempDBデータベースの

のクエリをして、TempDBデータベースのをできます。

USE [MASTER] 
SELECT * FROM sys.databases WHERE database_id = 2

または

USE [MASTER] 
SELECT * FROM sys.master_files WHERE database_id = 2

DMVので、あなたのセッションがどのくらいのTempDbスペースをしているかをすることができ
ます。このクエリは、TempDbのをデバッグするににちます

SELECT * FROM sys.dm_db_session_space_usage WHERE session_id = @@SPID

オンラインでシステムデータベース - TempDbをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4427/

システムデータベース----tempdb
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54: スキーマ

Examples

スキーマの

CREATE SCHEMA dvr AUTHORIZATION Owner 
    CREATE TABLE sat_Sales (source int, cost int, partid int) 
    GRANT SELECT ON SCHEMA :: dvr TO  User1 
    DENY SELECT ON SCHEMA :: dvr to User 2 
GO

スキーマの

ALTER SCHEMA dvr 
    TRANSFER dbo.tbl_Staging; 
GO

これにより、tbl_Stagingテーブルがdboスキーマからdvrスキーマにされます

スキーマの

DROP SCHEMA dvr

スキーマとは、のデータベーステーブルと、それらがいにどのようにしているかをします。これ
は、データベースのにするのをします。データベーススキーマをすることのそののは、データベ
ースののテーブルへのアクセスをまたはするとしてスキーマをできることです。

オンラインでスキーマをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5806/スキーマ
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55: スケジュールされたタスクまたはジョブ

き

SQL ServerエージェントはSQL Serverをしてジョブをします。ジョブには、1つのジョブステッ
プがまれます。ステップにはそれぞれのタスク、つまりデータベースのバックアップがまれてい
ます。 SQL Serverエージェントは、のイベントにして、またはにじて、スケジュールにってジョ
ブをできます。

Examples

スケジュールされたジョブをする

ジョブをする

にジョブをするには、 sp_add_jobというのストアドプロシージャをするがあります

USE msdb ; 
GO 
EXEC dbo.sp_add_job 
@job_name = N'Weekly Job' ;  -- the job name

•

に、 sp_add_jobStepというのストアドプロシージャをしてジョブステップをするがありま
す

EXEC sp_add_jobstep 
@job_name = N'Weekly Job',  -- Job name to add a step 
@step_name = N'Set database to read only',  -- step name 
@subsystem = N'TSQL',  -- Step type 
@command = N'ALTER DATABASE SALES SET READ_ONLY',   -- Command 
@retry_attempts = 5,  --Number of attempts 
@retry_interval = 5 ; -- in minutes

•

ジョブをサーバーにりてる

EXEC dbo.sp_add_jobserver 
@job_name = N'Weekly Sales Data Backup', 
@server_name = 'MyPC\data;   -- Default is LOCAL 
GO

•

SQLをしてスケジュールをする

スケジュールをするには、 sp_add_scheduleというシステムストアドプロシージャをするがあり
ます

USE msdb 
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GO 
 
EXEC sp_add_schedule 
    @schedule_name = N'NightlyJobs' ,  -- specify the schedule name 
    @freq_type = 4,   -- A value indicating when a job is to be executed (4) means Daily 
    @freq_interval = 1,  -- The days that a job is executed and depends on the value of 
`freq_type`. 
    @active_start_time = 010000 ;   -- The time on which execution of a job can begin 
GO 

sp_add_scheduleでできるパラメータがさらにありますが、のリンクでしくむことができます。

JOBにスケジュールをする

SQLエージェントジョブにスケジュールをするには、 sp_attach_scheduleというストアドプロシ
ージャをするがあります

-- attaches the schedule to the job BackupDatabase 
EXEC sp_attach_schedule 
   @job_name = N'BackupDatabase',  -- The job name to attach with 
   @schedule_name = N'NightlyJobs' ;  -- The schedule name 
GO 

 

オンラインでスケジュールされたタスクまたはジョブをむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/5329/スケジュールされたタスクまたはジョブ
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56: ストアドプロシージャ

き

SQL Serverでは、プロシージャはパラメータをすことができるストアドプログラムです。のよう
なはされません。ただし、/のステータスをびすプロシージャにすことができます。

CREATE {プロシージャ| PROC} [schema_name。] procedure_name•

[@parameter [type_schema_name。]データ•

[VARYING] [=デフォルト] [OUT | OUTPUT | READONLY]•

、@parameter [type_schema_name。]データ•
[VARYING] [=デフォルト] [OUT | OUTPUT | READONLY]]•
[WITH {| RECOMPILE | EXECUTE AS}]•
[]•
として•
ベギン•
[セクション]•
executable_section•
わり;•

Examples

なストアドプロシージャのと

ライブラリデータベースの Authorsテーブルの

CREATE PROCEDURE GetName 
( 
    @input_id INT = NULL,      --Input parameter,  id of the person, NULL default 
    @name VARCHAR(128) = NULL  --Input parameter, name of the person, NULL default 
) 
AS 
BEGIN 
    SELECT Name + ' is from ' + Country 
    FROM Authors 
    WHERE Id = @input_id OR Name = @name 
END 
GO

いくつかのなるをしてプロシージャをできます。まず、 EXECUTEまたはEXECできます

EXECUTE GetName @id = 1 
EXEC Getname @name = 'Ernest Hemingway'

さらに、EXECコマンドをすることもできます。また、すべてのパラメータをすときに、すパラ
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メータをするはありません。

GetName NULL, 'Ernest Hemingway'

プロシージャーでのとはなるでパラメーターをするは、パラメーターをしてをりてることができ
ます。えば

 CREATE PROCEDURE dbo.sProcTemp 
 ( 
    @Param1 INT, 
    @Param2 INT 
) 
AS 
BEGIN 
 
    SELECT 
        Param1 = @Param1, 
        Param2 = @Param2 
 
END

このをするのは、@ Param1のをにし、に@ Param2をにすることです。だから、このようにえ
るでしょう

  EXEC dbo.sProcTemp @Param1 = 0,@Param2=1

しかし、のものをすることもです

  EXEC dbo.sProcTemp @Param2 = 0,@Param1=1

ここでは、@ param2のと@ Param1のをにしています。つまり、でされているのとじをつはあり
ませんが、むようにのをつことができます。をするパラメータをするがあります

のデータベースからストアドプロシージャにアクセスする

そしてまた、あなたがをつプロシージャをすることができますsp_これらprocuedresを、すべての
システム・ストアド・プロシージャのように、はSQL Serverのののデータベースをせずにすること
ができます。 "sp_"でまるストアドプロシージャをすると、SQL Serverはまずmasterデータベー
スのプロシージャをします。マスターにプロシージャーがつからないは、アクティブ・データベー
スをべます。すべてのデータベースからアクセスするストアドプロシージャがあるは、masterで
し、 "sp_"をむをします。

Use Master 
 
CREATE PROCEDURE sp_GetName 
( 
    @input_id INT = NULL,      --Input parameter,  id of the person, NULL default 
    @name VARCHAR(128) = NULL  --Input parameter, name of the person, NULL default 
) 
AS 
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BEGIN 
    SELECT Name + ' is from ' + Country 
    FROM Authors 
    WHERE Id = @input_id OR Name = @name 
END 
GO

OUTパラメータをしたストアドプロシージャ

ストアド・プロシージャは、そのパラメータ・リストのOUTPUTキーワードをしてをすことができます
。

のoutパラメーターをしてストアード・プロシー
ジャーをする
CREATE PROCEDURE SprocWithOutParams 
( 
    @InParam VARCHAR(30), 
    @OutParam VARCHAR(30) OUTPUT 
) 
AS 
BEGIN 
    SELECT @OutParam = @InParam + ' must come out' 
    RETURN 
END 
GO

ストアドプロシージャの
DECLARE @OutParam VARCHAR(30) 
EXECUTE SprocWithOutParams 'what goes in', @OutParam OUTPUT 
PRINT @OutParam 

のoutパラメーターをつストアード・プロシージ
ャーの
CREATE PROCEDURE SprocWithOutParams2 
( 
    @InParam VARCHAR(30), 
    @OutParam VARCHAR(30) OUTPUT, 
    @OutParam2 VARCHAR(30) OUTPUT 
) 
AS 
BEGIN 
    SELECT @OutParam = @InParam +' must come out' 
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    SELECT @OutParam2 = @InParam +' must come out' 
    RETURN 
END 
GO

ストアドプロシージャの
DECLARE @OutParam VARCHAR(30) 
DECLARE @OutParam2 VARCHAR(30) 
EXECUTE SprocWithOutParams2 'what goes in', @OutParam OUTPUT, @OutParam2 OUTPUT 
PRINT @OutParam 
PRINT @OutParam2

If ... ElseおよびInsert into Operationへのストアドプロシージャ

サンプルテーブルのEmployee 

CREATE TABLE Employee 
( 
    Id INT, 
    EmpName VARCHAR(25), 
    EmpGender VARCHAR(6), 
    EmpDeptId INT 
)

ストアドプロシージャでされたがnullでないか、でないかどうかをチェックし、Employeeテーブ
ルでをするストアドプロシージャをします。

CREATE PROCEDURE spSetEmployeeDetails 
( 
    @ID int, 
    @Name VARCHAR(25), 
    @Gender VARCHAR(6), 
    @DeptId INT 
) 
AS 
BEGIN 
    IF ( 
        (@ID IS NOT NULL AND LEN(@ID) !=0) 
        AND (@Name IS NOT NULL AND LEN(@Name) !=0) 
        AND (@Gender IS NOT NULL AND LEN(@Gender) !=0) 
        AND (@DeptId IS NOT NULL AND LEN(@DeptId) !=0) 
    ) 
    BEGIN 
        INSERT INTO Employee 
        ( 
            Id, 
            EmpName, 
            EmpGender, 
            EmpDeptId 
        ) 
        VALUES 
        ( 
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            @ID, 
            @Name, 
            @Gender, 
            @DeptId 
        ) 
    END 
ELSE 
    PRINT 'Incorrect Parameters' 
END 
GO

ストアドプロシージャをする

DECLARE @ID INT, 
    @Name VARCHAR(25), 
    @Gender VARCHAR(6), 
    @DeptId INT 
 
EXECUTE spSetEmployeeDetails 
    @ID = 1, 
    @Name = 'Subin Nepal', 
    @Gender = 'Male', 
    @DeptId = 182666 

ストアドプロシージャのSQL

SQLをすると、にSQLをおよびできます。ダイナミックSQLは、コンパイルになるをむSQLがな
にです。

SQLのな

CREATE PROC sp_dynamicSQL 
@table_name      NVARCHAR(20), 
@col_name        NVARCHAR(20), 
@col_value       NVARCHAR(20) 
AS 
BEGIN 
DECLARE  @Query  NVARCHAR(max) 
SET      @Query = 'SELECT * FROM ' + @table_name 
SET      @Query = @Query + ' WHERE ' + @col_name + ' = ' + ''''+@col_value+'''' 
EXEC     (@Query) 
END

のSQLクエリでは、に@table_name, @col_name, and @col_valueをすることによって、のクエリをで
きることがわかります。クエリはにされ、されます。これは、としてスクリプトをにしてできる
です。SQLとコンセプトをして、よりなクエリをすることができます。このコンセプトは、いく
つかのでできるスクリプトをするににです。

ストアドプロシージャの

DECLARE @table_name     NVARCHAR(20) = 'ITCompanyInNepal', 
        @col_name       NVARCHAR(20) = 'Headquarter', 
        @col_value      NVARCHAR(20) = 'USA' 
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EXEC    sp_dynamicSQL   @table_name, 
                        @col_name, 
                        @col_value

がした

なループ

まず、 #systablesというの#systablesテーブルとのをやして、に1つのレコードをできるようにし
ます

select 
    o.name, 
    row_number() over (order by o.name) as rn 
into 
    #systables 
from 
    sys.objects as o 
where 
    o.type = 'S'

に、ループをするをし、このではテーブルをします

declare 
    @rn int = 1, 
    @maxRn int = ( 
                    select 
                        max(rn) 
                    from 
                        #systables as s 
                    ) 
declare    @tablename sys name

はなでループすることができます。 selectで@rnをインクリメントしselectが、これはex set @rn = 
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@rn + 1ためののでもあります。これはによってなります。々はまた、のを@rnからのレコードをす
るために、インクリメントれる#systables 。にテーブルをします。

while @rn <= @maxRn 
    begin 
 
        select 
            @tablename = name, 
            @rn = @rn + 1 
        from 
            #systables as s 
        where 
            s.rn = @rn 
 
        print @tablename 
    end

なループ

CREATE PROCEDURE SprocWithSimpleLoop 
( 
    @SayThis VARCHAR(30), 
    @ThisManyTimes INT 
) 
AS 
BEGIN 
    WHILE @ThisManyTimes > 0 
    BEGIN 
        PRINT @SayThis; 
        SET @ThisManyTimes = @ThisManyTimes - 1; 
    END 
 
    RETURN; 
END 
GO

オンラインでストアドプロシージャをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3213/ストアドプ
ロシージャ
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57: タイオプションき

Examples

テストデータ

CREATE TABLE #TEST 
( 
Id INT, 
Name VARCHAR(10) 
) 
 
Insert Into #Test 
select 1,'A' 
Union All 
Select 1,'B' 
union all 
Select 1,'C' 
union all 
Select 2,'D'

はのテーブルのです。Idカラムは3りされています。

Id   Name 
1    A 
1    B 
1    C 
2    D

すぐなでをできます。

Select Top (1)  Id,Name From 
#test 
Order By Id ;

のクエリのはじであるとはりません

Id   Name 
1    B

Ties Optionをしてじクエリをできます。

Select Top (1) With Ties Id,Name 
 From 
#test 
Order By Id 

Id   Name 
1    A 
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1    B 
1    C

ごのとおり、SQL Serverは、でばれたすべてのをします。これをもっとよくするをもう1つてみ
ましょう..

Select Top (1) With Ties Id,Name 
 From 
#test 
Order By Id ,Name

Id   Name 
1    A

すると、Ties Optionですると、SQL Serverは、したにかかわらずすべてのTiedをします

オンラインでタイオプションきをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2546/タイオプション
き
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58: データベーススナップショット
データベーススナップショットは、SQL Serverデータベースのみりのビューです。スナップショ
ットので、ソースデータベースとトランザクションにしています。

データベーススナップショットは、にソースデータベースとじサーバーインスタンスにします。
ソースデータベースがされると、データベーススナップショットがされます。

スナップショットは、スナップショットのプロセスがで、ソースデータベースのがされたにのみ
スナップショットがをするため、バックアップとはなります。のバックアップは、バックアップ
とにデータのコピーをします。

さらに、スナップショットはデータベースのインスタントみりコピーをしますが、バックアップ
をサーバにしてみみにするがありますまた、リストアしたでもきむことができます

データベーススナップショットは、EnterpriseエディションとDeveloperエディションでのみでき
ます。

Examples

データベーススナップショットをする

データベーススナップショットは、SQL Serverデータベースソースデータベースのみりのビュー
です。これはバックアップにていますが、クライアントがスナップショットデータベースをでき
るようにのデータベースとしてできます。

CREATE DATABASE MyDatabase_morning -- name of the snapshot 
ON ( 
     NAME=MyDatabase_data, -- logical name of the data file of the source database 
     FILENAME='C:\SnapShots\MySnapshot_Data.ss' -- snapshot file; 
) 
AS SNAPSHOT OF MyDatabase; -- name of source database

また、のファイルをつデータベースのスナップショットをすることもできます。

CREATE DATABASE MyMultiFileDBSnapshot ON 
    (NAME=MyMultiFileDb_ft, FILENAME='C:\SnapShots\MyMultiFileDb_ft.ss'), 
    (NAME=MyMultiFileDb_sys, FILENAME='C:\SnapShots\MyMultiFileDb_sys.ss'), 
    (NAME=MyMultiFileDb_data, FILENAME='C:\SnapShots\MyMultiFileDb_data.ss'), 
    (NAME=MyMultiFileDb_indx, FILENAME='C:\SnapShots\MyMultiFileDb_indx.ss') 
AS SNAPSHOT OF MultiFileDb;

データベーススナップショットをする

ソースデータベースのデータがしたり、ったデータがデータベースにきまれたりすると、データ
ベースをバックアップからするなとして、のデータベーススナップショットにデータベースをす

https://riptutorial.com/ja/home 153



ことがながあります。

RESTORE DATABASE MYDATABASE FROM DATABASE_SNAPSHOT='MyDatabase_morning';

これにより、スナップショットがされてからソースデータベースにえられたすべての
がされます。

スナップショットの

DELETE DATABASEをして、データベースののスナップショットをできます。

DROP DATABASE Mydatabase_morning

このステートメントでは、データベーススナップショットのをするがあります。

オンラインでデータベーススナップショットをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/677/デ
ータベーススナップショット
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59: データベースにするをする
のリレーショナルデータベースシステムとに、SQL Serverはデータベースにするメタデータをし
ます。

これは、ISOのINFORMATION_SCHEMAスキーマまたはSQL Serverのsysカタログビューをしてされます
。

Examples

データベースのテーブルをえる

このクエリは、されたデータベースのテーブルのをします。

USE YourDatabaseName 
SELECT COUNT(*) from INFORMATION_SCHEMA.TABLES 
WHERE TABLE_TYPE = 'BASE TABLE' 

は、SQL Server 2008のすべてのユーザーテーブルでこれをできるのです。はこちらです。

SELECT COUNT(*) FROM sys.tables

すべてのストアドプロシージャのリストをする

のクエリは、データベースのすべてのストアドプロシージャのリストと、ストアドプロシージャ
にするをします。

SQL Server 2005

SELECT * 
FROM INFORMATION_SCHEMA.ROUTINES 
WHERE ROUTINE_TYPE = 'PROCEDURE'

ROUTINE_NAME 、 ROUTINE_SCHEMA 、およびROUTINE_DEFINITIONは、にもです。

SQL Server 2005

SELECT * 
FROM sys.objects 
WHERE type = 'P'

SQL Server 2005

SELECT * 
FROM sys.procedures
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sys_objectsには、 is_auto_executed 、 is_execution_replicated 、 is_repl_serializable 、および
skips_repl_constraintsというのがまれているため、このバージョンはsys.objectsからするとがあ
りskips_repl_constraints 。

SQL Server 2005

SELECT * 
FROM sysobjects 
WHERE type = 'P'

には、ストアード・プロシージャーにはのないくのがまれています。

のクエリセットは、データベースの「SearchTerm」というをむすべてのストアドプロシージャを
します。

SQL Server 2005

SELECT o.name 
FROM syscomments c 
INNER JOIN sysobjects o 
    ON c.id=o.id 
WHERE o.xtype = 'P' 
    AND c.TEXT LIKE '%SearchTerm%'

SQL Server 2005

SELECT p.name 
FROM sys.sql_modules AS m 
INNER JOIN sys.procedures AS p 
    ON m.object_id = p.object_id 
WHERE definition LIKE '%SearchTerm%'

サーバーのすべてのデータベースのリストをする

1のクエリは、SQL Server 2000+バージョン12むにされます。

SELECT * FROM dbo.sysdatabases

2のクエリは、よりくのをつデータベースにするをします、、モデルなど

これはカタログビューであり、SQL Server 2005のバージョン

SELECT * FROM sys.databases

3データベースのみをするには、されていないsp_MSForEachDB

EXEC sp_MSForEachDB 'SELECT ''?'' AS DatabaseName'

4 SPのでは、サーバーのデータベース、、ステータスなどとにデータベースサイズをするのにち
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ます

EXEC sp_helpdb

5に、のストアドプロシージャはデータベース、データベースサイズ、およびをえる

EXEC sp_databases

データベースファイル

サイズとをつすべてのデータベースのすべてのデータファイルをする

SELECT  d.name AS 'Database', 
        d.database_id, 
        SF.fileid, 
        SF.name AS 'LogicalFileName', 
        CASE SF.status & 0x100000 
            WHEN 1048576 THEN 'Percentage' 
            WHEN 0 THEN 'MB' 
        END AS 'FileGrowthOption', 
        Growth AS GrowthUnit, 
        ROUND(((CAST(Size AS FLOAT)*8)/1024)/1024,2) [SizeGB], -- Convert 8k pages to GB 
        Maxsize, 
        filename AS PhysicalFileName 
 
FROM    Master.SYS.SYSALTFILES SF 
Join    Master.SYS.Databases d on sf.fileid = d.database_id 
 
Order by d.name

データベースオプションの

のクエリは、データベースオプションとメタデータをします。

select * from sys.databases WHERE name = 'MyDatabaseName';

のデータベースのすべてのテーブルのサイズをする

SELECT 
    s.name + '.' + t.NAME AS TableName, 
    SUM(a.used_pages)*8 AS 'TableSizeKB'  --a page in SQL Server is 8kb 
FROM sys.tables t 
    JOIN sys.schemas s on t.schema_id = s.schema_id 
    LEFT JOIN sys.indexes i ON t.OBJECT_ID = i.object_id 
    LEFT JOIN sys.partitions p ON i.object_id = p.OBJECT_ID AND i.index_id = p.index_id 
    LEFT JOIN sys.allocation_units a ON p.partition_id = a.container_id 
GROUP BY 
    s.name, t.name 
ORDER BY 
    --Either sort by name: 
    s.name + '.' + t.NAME 
    --Or sort largest to smallest: 
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    --SUM(a.used_pages) desc

Windowsログインのパスをする

これにより、ユーザーのとアクセスのパスユーザーがアクセスをするWindowsグループがされま
す。

xp_logininfo 'DOMAIN\user'

のをむテーブルの

このせは、されたにして、すべてのCOLUMNSおよびするTABLESをします。されたをむテーブルをす
るようにされています。

SELECT 
    c.name AS ColName, 
    t.name AS TableName 
FROM 
    sys.columns c 
    JOIN sys.tables t ON c.object_id = t.object_id 
WHERE 
    c.name LIKE '%MyName%'

エンタープライズのがされているかどうかをする

Developer EditionでのがEnterpriseエディションにされたにしていないことをすることは々にちま
す。

これをうには、 sys.dm_db_persisted_sku_featuresシステムビューをします。のようにします。

SELECT * FROM sys.dm_db_persisted_sku_features

データベースにして

これにより、されているがあればそれがされます。

したのをむすべてのとをしてす

このスクリプトはこことここから、されたがするすべてのテーブルとカラムをします。これは、
のがデータベースのどこにあるかをべるのにです。されるがあるので、にバックアップ/テストで
することをおめします。

DECLARE @SearchStr nvarchar(100) 
SET @SearchStr = '## YOUR STRING HERE ##' 
 
 
    -- Copyright © 2002 Narayana Vyas Kondreddi. All rights reserved. 
    -- Purpose: To search all columns of all tables for a given search string 
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    -- Written by: Narayana Vyas Kondreddi 
    -- Site: http://vyaskn.tripod.com 
    -- Updated and tested by Tim Gaunt 
    -- http://www.thesitedoctor.co.uk 
    -- 
http://blogs.thesitedoctor.co.uk/tim/2010/02/19/Search+Every+Table+And+Field+In+A+SQL+Server+Database+Updated.aspx
 
    -- Tested on: SQL Server 7.0, SQL Server 2000, SQL Server 2005 and SQL Server 2010 
    -- Date modified: 03rd March 2011 19:00 GMT 
    CREATE TABLE #Results (ColumnName nvarchar(370), ColumnValue nvarchar(3630)) 
 
    SET NOCOUNT ON 
 
    DECLARE @TableName nvarchar(256), @ColumnName nvarchar(128), @SearchStr2 nvarchar(110) 
    SET  @TableName = '' 
    SET @SearchStr2 = QUOTENAME('%' + @SearchStr + '%','''') 
 
    WHILE @TableName IS NOT NULL 
 
    BEGIN 
        SET @ColumnName = '' 
        SET @TableName = 
        ( 
            SELECT MIN(QUOTENAME(TABLE_SCHEMA) + '.' + QUOTENAME(TABLE_NAME)) 
            FROM     INFORMATION_SCHEMA.TABLES 
            WHERE         TABLE_TYPE = 'BASE TABLE' 
                AND    QUOTENAME(TABLE_SCHEMA) + '.' + QUOTENAME(TABLE_NAME) > @TableName 
                AND    OBJECTPROPERTY( 
                        OBJECT_ID( 
                            QUOTENAME(TABLE_SCHEMA) + '.' + QUOTENAME(TABLE_NAME) 
                             ), 'IsMSShipped' 
                               ) = 0 
        ) 
 
        WHILE (@TableName IS NOT NULL) AND (@ColumnName IS NOT NULL) 
 
        BEGIN 
            SET @ColumnName = 
            ( 
                SELECT MIN(QUOTENAME(COLUMN_NAME)) 
                FROM     INFORMATION_SCHEMA.COLUMNS 
                WHERE         TABLE_SCHEMA    = PARSENAME(@TableName, 2) 
                    AND    TABLE_NAME    = PARSENAME(@TableName, 1) 
                    AND    DATA_TYPE IN ('char', 'varchar', 'nchar', 'nvarchar', 'int', 
'decimal') 
                    AND    QUOTENAME(COLUMN_NAME) > @ColumnName 
            ) 
 
            IF @ColumnName IS NOT NULL 
 
            BEGIN 
                INSERT INTO #Results 
                EXEC 
                ( 
                    'SELECT ''' + @TableName + '.' + @ColumnName + ''', LEFT(' + @ColumnName + 
', 3630) FROM ' + @TableName + ' (NOLOCK) ' + 
                    ' WHERE ' + @ColumnName + ' LIKE ' + @SearchStr2 
                ) 
            END 
        END 
    END 

https://riptutorial.com/ja/home 159



 
    SELECT ColumnName, ColumnValue FROM #Results 
 
DROP TABLE #Results 
- See more at: http://thesitedoctor.co.uk/blog/search-every-table-and-field-in-a-sql-server-
database-updated#sthash.bBEqfJVZ.dpuf

すべてのスキーマ、、およびの

SELECT 
    s.name AS [schema], 
    t.object_id AS [table_object_id], 
    t.name AS [table_name], 
    c.column_id, 
    c.name AS [column_name], 
    i.name AS [index_name], 
    i.type_desc AS [index_type] 
FROM sys.schemas AS s 
INNER JOIN sys.tables AS t 
    ON s.schema_id = t.schema_id 
INNER JOIN sys.columns AS c 
    ON t.object_id = c.object_id 
LEFT JOIN sys.index_columns AS ic 
    ON c.object_id = ic.object_id and c.column_id = ic.column_id 
LEFT JOIN sys.indexes AS i 
    ON ic.object_id = i.object_id and ic.index_id = i.index_id 
ORDER BY [schema], [table_name], c.column_id;

スケジュールをつSQLエージェントジョブのリストをす

USE msdb 
Go 
 
 
SELECT dbo.sysjobs.Name AS 'Job Name', 
      'Job Enabled' = CASE dbo.sysjobs.Enabled 
            WHEN 1 THEN 'Yes' 
            WHEN 0 THEN 'No' 
      END, 
      'Frequency' = CASE dbo.sysschedules.freq_type 
            WHEN 1 THEN 'Once' 
            WHEN 4 THEN 'Daily' 
            WHEN 8 THEN 'Weekly' 
            WHEN 16 THEN 'Monthly' 
            WHEN 32 THEN 'Monthly relative' 
            WHEN 64 THEN 'When SQLServer Agent starts' 
      END, 
      'Start Date' = CASE active_start_date 
            WHEN 0 THEN null 
            ELSE 
            substring(convert(varchar(15),active_start_date),1,4) + '/' + 
            substring(convert(varchar(15),active_start_date),5,2) + '/' + 
            substring(convert(varchar(15),active_start_date),7,2) 
      END, 
      'Start Time' = CASE len(active_start_time) 
            WHEN 1 THEN cast('00:00:0' + right(active_start_time,2) as char(8)) 
            WHEN 2 THEN cast('00:00:' + right(active_start_time,2) as char(8)) 
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            WHEN 3 THEN cast('00:0' 
                        + Left(right(active_start_time,3),1) 
                        +':' + right(active_start_time,2) as char (8)) 
            WHEN 4 THEN cast('00:' 
                        + Left(right(active_start_time,4),2) 
                        +':' + right(active_start_time,2) as char (8)) 
            WHEN 5 THEN cast('0' 
                        + Left(right(active_start_time,5),1) 
                        +':' + Left(right(active_start_time,4),2) 
                        +':' + right(active_start_time,2) as char (8)) 
            WHEN 6 THEN cast(Left(right(active_start_time,6),2) 
                        +':' + Left(right(active_start_time,4),2) 
                        +':' + right(active_start_time,2) as char (8)) 
      END, 
 
      CASE len(run_duration) 
            WHEN 1 THEN cast('00:00:0' 
                        + cast(run_duration as char) as char (8)) 
            WHEN 2 THEN cast('00:00:' 
                        + cast(run_duration as char) as char (8)) 
            WHEN 3 THEN cast('00:0' 
                        + Left(right(run_duration,3),1) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 4 THEN cast('00:' 
                        + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 5 THEN cast('0' 
                        + Left(right(run_duration,5),1) 
                        +':' + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 6 THEN cast(Left(right(run_duration,6),2) 
                        +':' + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
      END as 'Max Duration', 
    CASE(dbo.sysschedules.freq_subday_interval) 
            WHEN 0 THEN 'Once' 
            ELSE cast('Every ' 
                        + right(dbo.sysschedules.freq_subday_interval,2) 
                        + ' ' 
                        +     CASE(dbo.sysschedules.freq_subday_type) 
                                          WHEN 1 THEN 'Once' 
                                          WHEN 4 THEN 'Minutes' 
                                          WHEN 8 THEN 'Hours' 
                                    END as char(16)) 
    END as 'Subday Frequency' 
FROM dbo.sysjobs 
LEFT OUTER JOIN dbo.sysjobschedules 
ON dbo.sysjobs.job_id = dbo.sysjobschedules.job_id 
INNER JOIN dbo.sysschedules ON dbo.sysjobschedules.schedule_id = dbo.sysschedules.schedule_id 
LEFT OUTER JOIN (SELECT job_id, max(run_duration) AS run_duration 
            FROM dbo.sysjobhistory 
            GROUP BY job_id) Q1 
ON dbo.sysjobs.job_id = Q1.job_id 
WHERE Next_run_time = 0 
 
UNION 
 
SELECT dbo.sysjobs.Name AS 'Job Name', 
      'Job Enabled' = CASE dbo.sysjobs.Enabled 
            WHEN 1 THEN 'Yes' 
            WHEN 0 THEN 'No' 
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      END, 
      'Frequency' = CASE dbo.sysschedules.freq_type 
            WHEN 1 THEN 'Once' 
            WHEN 4 THEN 'Daily' 
            WHEN 8 THEN 'Weekly' 
            WHEN 16 THEN 'Monthly' 
            WHEN 32 THEN 'Monthly relative' 
            WHEN 64 THEN 'When SQLServer Agent starts' 
      END, 
      'Start Date' = CASE next_run_date 
            WHEN 0 THEN null 
            ELSE 
            substring(convert(varchar(15),next_run_date),1,4) + '/' + 
            substring(convert(varchar(15),next_run_date),5,2) + '/' + 
            substring(convert(varchar(15),next_run_date),7,2) 
      END, 
      'Start Time' = CASE len(next_run_time) 
            WHEN 1 THEN cast('00:00:0' + right(next_run_time,2) as char(8)) 
            WHEN 2 THEN cast('00:00:' + right(next_run_time,2) as char(8)) 
            WHEN 3 THEN cast('00:0' 
                        + Left(right(next_run_time,3),1) 
                        +':' + right(next_run_time,2) as char (8)) 
            WHEN 4 THEN cast('00:' 
                        + Left(right(next_run_time,4),2) 
                        +':' + right(next_run_time,2) as char (8)) 
            WHEN 5 THEN cast('0' + Left(right(next_run_time,5),1) 
                        +':' + Left(right(next_run_time,4),2) 
                        +':' + right(next_run_time,2) as char (8)) 
            WHEN 6 THEN cast(Left(right(next_run_time,6),2) 
                        +':' + Left(right(next_run_time,4),2) 
                        +':' + right(next_run_time,2) as char (8)) 
      END, 
 
      CASE len(run_duration) 
            WHEN 1 THEN cast('00:00:0' 
                        + cast(run_duration as char) as char (8)) 
            WHEN 2 THEN cast('00:00:' 
                        + cast(run_duration as char) as char (8)) 
            WHEN 3 THEN cast('00:0' 
                        + Left(right(run_duration,3),1) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 4 THEN cast('00:' 
                        + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 5 THEN cast('0' 
                        + Left(right(run_duration,5),1) 
                        +':' + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
            WHEN 6 THEN cast(Left(right(run_duration,6),2) 
                        +':' + Left(right(run_duration,4),2) 
                        +':' + right(run_duration,2) as char (8)) 
      END as 'Max Duration', 
    CASE(dbo.sysschedules.freq_subday_interval) 
            WHEN 0 THEN 'Once' 
            ELSE cast('Every ' 
                        + right(dbo.sysschedules.freq_subday_interval,2) 
                        + ' ' 
                        +     CASE(dbo.sysschedules.freq_subday_type) 
                                          WHEN 1 THEN 'Once' 
                                          WHEN 4 THEN 'Minutes' 
                                          WHEN 8 THEN 'Hours' 
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                                    END as char(16)) 
    END as 'Subday Frequency' 
FROM dbo.sysjobs 
LEFT OUTER JOIN dbo.sysjobschedules ON dbo.sysjobs.job_id = dbo.sysjobschedules.job_id 
INNER JOIN dbo.sysschedules ON dbo.sysjobschedules.schedule_id = dbo.sysschedules.schedule_id 
LEFT OUTER JOIN (SELECT job_id, max(run_duration) AS run_duration 
            FROM dbo.sysjobhistory 
            GROUP BY job_id) Q1 
ON dbo.sysjobs.job_id = Q1.job_id 
WHERE Next_run_time <> 0 
 
ORDER BY [Start Date],[Start Time]

バックアップおよびにするの

のデータベース・インスタンスでされたすべてのバックアップのリストをするには、のようにしま
す。

SELECT sdb.Name AS DatabaseName, 
    COALESCE(CONVERT(VARCHAR(50), bus.backup_finish_date, 120),'-') AS LastBackUpDateTime 
FROM sys.sysdatabases sdb 
    LEFT OUTER JOIN msdb.dbo.backupset bus ON bus.database_name = sdb.name 
ORDER BY sdb.name, bus.backup_finish_date DESC

のデータベース・インスタンスでされたすべてのリストアのリストをするには、のようにします。

SELECT 
    [d].[name] AS database_name, 
    [r].restore_date AS last_restore_date, 
    [r].[user_name], 
    [bs].[backup_finish_date] AS backup_creation_date, 
    [bmf].[physical_device_name] AS [backup_file_used_for_restore] 
FROM master.sys.databases [d] 
    LEFT OUTER JOIN msdb.dbo.[restorehistory] r ON r.[destination_database_name] = d.Name 
    INNER JOIN msdb.dbo.backupset [bs] ON [r].[backup_set_id] = [bs].[backup_set_id] 
    INNER JOIN msdb.dbo.backupmediafamily bmf ON [bs].[media_set_id] = [bmf].[media_set_id] 
ORDER BY [d].[name], [r].restore_date DESC

データベースのフィールドのすべてのをつける

SELECT DISTINCT 
 o.name AS Object_Name,o.type_desc 
 FROM sys.sql_modules m 
    INNER JOIN sys.objects  o ON m.object_id=o.object_id 
 WHERE m.definition Like '%myField%' 
 ORDER BY 2,1

でしょうmyFieldストアドプロシージャ、ビューなどで

オンラインでデータベースにするをするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/697/データ
ベースにするをする
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60: データベースのアクセス
な

{GRANT| REVOKE | DENY} {PERMISSION_NAME} [ON {SECURABLE}] TO {PRINCIPAL};

{GRANT | REVOKE | DENY} - しようとしていること
「されたにこのをえる」○

りし「されたからこのをりく」○

"されたプリンシパルにこのアクセスがないことをしますつまり、" DENY SELECT "は、の
アクセスになく、このプリンシパルでSELECTがすることをします

○

•

PERMISSION_NAME - をえようとしている。これはセキュリティでされたものにします。
たとえば、ストアドプロシージャのGRANT SELECTにはがありません。

•

SECURABLE - アクセスにをえようとしているものの。これはオプションです 。 GRANT 
SELECT TO [aUser];とっていGRANT SELECT TO [aUser];にです。それは、「そのためのセキュリ
ティできるためのSELECTがにかなって、 GRANTそのを」。

•

PRINCIPAL - あなたはアクセスにをえようとしています。データベースレベルでは、これ
はロールアプリケーションまたはデータベースまたはユーザーログインにマップされている
かどうかなどです。

•

Examples

の

GRANT SELECT ON [dbo].[someTable] TO [aUser]; 
 
REVOKE SELECT ON [dbo].[someTable] TO [aUser]; 
--REVOKE SELECT [dbo].[someTable] FROM [aUser]; is equivalent 
 
DENY SELECT ON [dbo].[someTable] TO [aUser];

ユーザーを

--implicitly map this user to a login of the same name as the user 
CREATE USER [aUser]; 
 
--explicitly mapping what login the user should be associated with 
CREATE USER [aUser] FOR LOGIN [aUser];

CREATE ROLE

CREATE ROLE [myRole];

ロールメンバーシップの

https://riptutorial.com/ja/home 164



-- SQL 2005+ 
exec sp_addrolemember @rolename = 'myRole', @membername = 'aUser'; 
exec sp_droprolemember @rolename = 'myRole', @membername = 'aUser'; 
 
-- SQL 2008+ 
ALTER ROLE [myRole] ADD MEMBER [aUser]; 
ALTER ROLE [myRole] DROP MEMBER [aUser];

ロールメンバーは、のデータベースレベルのプリンシパルにすることができます。つまり、をの
のメンバーとしてすることができます。また、ロールメンバーの/はである。つまり、/をみると、
のメンバーシップののになく、に/それぞれがじます。

オンラインでデータベースのアクセスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6788/データベ
ースのアクセス
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61: データベースのバックアップと
バックアップ データベースデータベース TO backup_device [、... n] WITH with_options [、
... o]

•

バックアップ データベースから FROM backup_device [、... n] WITH with_options [、... o]•

パラメーター

パラメータ

データベース バックアップまたはリストアするデータベースの

backup_device
{DISKまたはTAPE}のように、データベースをバックアップまたはするデバ
イス。コンマ、でることができます。

with_options
のにできるさまざまなオプション。バックアップがされるディスクをフォ
ーマットするか、またはオプションをしてデータベースをする。

Examples

オプションなしのディスクへのバックアップ

のコマンドは、 'Users'データベースを'D\ DB_Backup'ファイルにバックアップします。をえない
がいです。

BACKUP DATABASE Users TO DISK = 'D:\DB_Backup'

オプションなしのディスクからのな

のコマンドは、 'Users'データベースを'D\ DB_Backup'ファイルからリストアします。

RESTORE DATABASE Users FROM DISK = 'D:\DB_Backup'

REPLACEをしたデータベースの

のサーバーからデータベースをしようとすると、のエラーがするがあります。

エラー3154バックアップセットは、のデータベースのデータベースのバックアップを
します。

この、WITH REPLACEオプションをして、データベースをバックアップからデータベースにきえ
るがあります。

RESTORE DATABASE WWIDW 
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FROM DISK = 'C:\Backup\WideWorldImportersDW-Full.bak' 
WITH REPLACE

このでも、ファイルがいくつかのパスにされないというエラーがされることがあります。

メッセージ3156、レベル16、3、1ファイル 'WWI_Primary'は 'D\ Data \ 

WideWorldImportersDW.mdf'にできません。 WITH MOVEをして、ファイルのなをし
ます。

このエラーは、おそらくファイルがしいサーバーにするじフォルダパスにされていないためにし
ます。そのは、々のデータベースファイルをしいにするがあります。

RESTORE DATABASE WWIDW 
FROM DISK = 'C:\Backup\WideWorldImportersDW-Full.bak' 
WITH REPLACE, 
MOVE 'WWI_Primary' to 'C:\Data\WideWorldImportersDW.mdf', 
MOVE 'WWI_UserData' to 'C:\Data\WideWorldImportersDW_UserData.ndf', 
MOVE 'WWI_Log' to 'C:\Data\WideWorldImportersDW.ldf', 
MOVE 'WWIDW_InMemory_Data_1' to 'C:\Data\WideWorldImportersDW_InMemory_Data_1'

このステートメントをすると、データベースをしいにされたすべてのデータベースファイルにき
えることができます。

オンラインでデータベースのバックアップとをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5826/デ
ータベースのバックアップと
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62: データ

き

このセクションでは、データ、さ、あるなど、SQL Serverでできるデータについてします。

Examples

な

なデータには、 IntegerとFixed PrecisionとScaleの 2つのクラスがあります。

データ

ビット•
tinyint•
さい•
int•
ビッグトリント•

はをまないであり、にのストレージをします。データのとサイズをのにします。

データ・タイ
プ

ストレー
ジ

ビット 0または1
1ビット
**

tinyint 0255 1バイト

さい -2 ^ 15-32,7682 ^ 15-132,767 2バイト

int -2 ^ 31-2,147,483,648から2 ^ 31-12,147,483,647 4バイト

ビッグトリン
ト

-2 ^ 63-9,223,372,036,854,775,808から2 ^ 63-1
9,223,372,036,854,775,807

8バイト

およびスケールデータ

•
の•
スモールマネー•
お•
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これらのデータは、をにすのにです。がデータになのにまるり、にはめのはありません。これは
、めがにをもたらすにちます。

decimalとnumericはじデータのであることにしてください。

データ・タイプ ストレージ

Decimal [p [、s]]または[p [、s]] -10 ^ 38 + 1から10 ^ 38 - 1 テーブルをしてください

10またはデータをするときは、Precision [p]とScale [s]をするがあります。

Precisionは、なです。たとえば、1999のをするがあるは、Precision of 3100で3をするがです。
をしない、デフォルトのは18です。

Scaleはのです。 0.00999.99のをするがあるは、Precision 55とScale 22をするがあります。スケ
ールをするには、をするがあります。デフォルトのはゼロです。

10またはデータのPrecisionは、 にすように、のになバイトをします。

テーブル

ストレージバイト

1 - 9 5

10-19 9

20-28 13

29-38 17

データ

これらのデータは、にやそののデータをとしています。これらのタイプには4のスケールがありま
す - 4がにされます。ほとんどのでするほとんどのシステムでは、2のスケールでをするだけでで
す。されるのタイプにするは、とともにされないことにしてください。

データ・タイプ ストレージ

お -922,337,203,685,477.5808922,337,203,685,477.5807 8バイト

スモールマネー -214,748.3648214,748.3647 4バイト

おおよその

フロート[ n ]•
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リアル•

これらのデータは、のにされます。これらのはのみをするため、めができないにはしないでくだ
さい。ただし、にきな、またはのがなをするがあるは、これがのになります。

データ・タイプ サイズ

く -1.79E + 308-2.23E-308,0および2.23E-3081.79E + 308 ののnにする

リアル -3.40E + 38から-1.18E-38,0および1.18E-38から3.40E + 38 4バイト

のnテーブル。 floatのにがされていないは、デフォルトの53がされます。 float24はのとであるこ
とにしてください。

n サイズ

1-24 7 4バイト

25-53 15 8バイト

これらのタイプは、すべてのバージョンのSQL Serverにあります

•
smalldatetime•

これらのは、SQL Server 2012のすべてのバージョンのSQL Serverにあります。

•
datetimeオフセット•
2•

•

チャー•
varchar•
テキスト•

Unicode

nchar•
nvarchar•
ntext•

バイナリ

バイナリ•
varbinary•

•
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そののデータ

カーソル•
タイムスタンプ•
hierarchyid•

•
sql_variant•
xml•

•
•

オンラインでデータをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5260/データ
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63: データの

Examples

TRY PARSE

SQL Server 2012

データをターゲットデータまたはにします。

たとえば、ソースデータはで、にするがあります。がしたは、NULLをします。

TRY_PARSEstring_value ASデータ[USINGカルチャ]

String_value - はソースで、NVARCHAR4000です。  
Data_type - このは、またはのターゲットデータです。  
カルチャー - これはカルチャのにをするのにつオプションのです。をフランスでしたい、タイプ
を 'Fr-FR'としてすがあります。なカルチャーをさないと、PARSEはエラーをさせます。

DECLARE @fakeDate AS varchar(10); 
DECLARE @realDate AS VARCHAR(10); 
SET @fakeDate = 'iamnotadate'; 
SET @realDate = '13/09/2015'; 
 
SELECT TRY_PARSE(@fakeDate AS DATE); --NULL  as the parsing fails 
 
SELECT TRY_PARSE(@realDate AS DATE); -- NULL due to type mismatch 
 
SELECT TRY_PARSE(@realDate AS DATE USING 'Fr-FR'); -- 2015-09-13 

コンバートをみる

SQL Server 2012

をされたデータにし、にしたはNULLをします。たとえば、ソースはで、/がです。そうすれば、
じことをするのにちます。

TRY_CONVERTデータ[さ]、[、スタイル]

TRY_CONVERTは、キャストがしたに、されたデータにキャストされたをします。それのはnull

をします。

 
Data_type - のデータ。さはされたさのをるのにつオプションのパラメーターです。  
Expression - される 

スタイル - フォーマットをするオプションのパラメータです。 「May、18 2013」のようながな
は、111としてスタイルをすがあります。
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DECLARE @sampletext AS VARCHAR(10); 
SET @sampletext = '123456'; 
DECLARE @ realDate AS VARCHAR(10); 
SET @realDate = '13/09/2015’; 
SELECT TRY_CONVERT(INT, @sampletext); -- 123456 
SELECT TRY_CONVERT(DATETIME, @sampletext); -- NULL 
SELECT TRY_CONVERT(DATETIME, @realDate, 111); -- Sep, 13 2015 

TRY CAST

SQL Server 2012

をされたデータにし、にしたはNULLをします。たとえば、ソースはで、/でです。それがこれを
するのにちます。

TRY_CASTAS data_type [length]

TRY_CASTは、キャストがしたに、されたデータにキャストされたをします。それのはnullをし
ます。

- キャストにされるソースです。  
Data_type - ソースがキャストするターゲットデータ。  
さ - ターゲットデータのさをするオプションのパラメーターです。

DECLARE @sampletext AS VARCHAR(10); 
SET @sampletext = '123456'; 
 
SELECT TRY_CAST(@sampletext AS INT); -- 123456 
SELECT TRY_CAST(@sampletext AS DATE); -- NULL 

キャスト

Castは、データまたはデータをあるデータからのデータにするためにされます。

CAST[] ASデータ

をキャストしているデータがターゲットです。キャストののデータがソース・タイプです。

DECLARE @A varchar(2) 
DECLARE @B varchar(2) 
 
set @A='25a' 
set @B='15' 
 
Select CAST(@A as int) + CAST(@B as int)  as Result 
--'25a' is casted to 25 (string to int) 
--'15' is casted to 15 (string to int) 
 
--Result 
 --40 
 
DECLARE @C varchar(2)  = 'a' 
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select CAST(@C as int) as Result 
--Result 
 --Conversion failed when converting the varchar value 'a' to data type int.

したはエラーをスローする

をあるからのにする、くの、データをvarcharにするために、ストアドプロシージャやのルーチン
にがあります。は、そのようなものにされます。 CONVERTは、さまざまなの/データをするため
にできます。

CONVERTデータさ、、スタイル

データへのdatetimeまたはsmalldatetimeのスタイルスタイル。スタイルに100をえて、yyyyをむ4
のをします。

select convert(varchar(20),GETDATE(),108) 
 
13:27:16

オンラインでデータのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5034/データの
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64: テーブルのりのデータのとコピー

Examples

あるテーブルからのテーブルにデータをコピーする

このコードは、テーブルからデータをし、クエリツールはSSMSにします。

SELECT Column1, Column2, Column3 FROM MySourceTable;

このコードは、そのデータをテーブルにします。

INSERT INTO MyTargetTable (Column1, Column2, Column3) 
SELECT Column1, Column2, Column3 FROM MySourceTable;

データをテーブルにコピーし、そのテーブルをオンザフライでする

このコードは、テーブルからデータをします。

SELECT Column1, Column2, Column3 FROM MySourceTable;

このコードは、 MyNewTableというしいテーブルをし、そのテーブルにそのデータをします。

SELECT Column1, Column2, Column3 
INTO MyNewTable 
FROM MySourceTable;

データをテーブルにするユニークキーを

データをするには、にターゲットにしてから、ソースからしたものをします。これはのSQLでは
ありませんが、されているがあります

あなたはをしましたか、データベースでは、をにするためにできる1つのをつがあります。そこで
、そのをしてします。

このは、いくつかのをします

SELECT Key1, Key2, Column3, Column4 FROM MyTable;

に、これらをターゲットテーブルにします。

INSERT INTO TargetTable (Key1, Key2, Column3, Column4) 
SELECT Key1, Key2, Column3, Column4 FROM MyTable;
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、のテーブルのレコードが Key1 、 Key2でであるとすると、それをしてソーステーブルからデータ
をしてできます

DELETE MyTable 
WHERE EXISTS ( 
    SELECT * FROM TargetTable 
    WHERE TargetTable.Key1 = SourceTable.Key1 
    AND TargetTable.Key2 = SourceTable.Key2 
);

これは、 Key1 、 Key2がのテーブルでのにのみしくします

に、たちはをにしたくありません。これをトランザクションでラップすると、すべてのデータが
されるか、もこりません。これにより、データをしないで、ソースからデータをできないことが
わかります。

BEGIN TRAN; 
 
INSERT INTO TargetTable (Key1, Key2, Column3, Column4) 
SELECT Key1, Key2, Column3, Column4 FROM MyTable; 
 
 
DELETE MyTable 
WHERE EXISTS ( 
    SELECT * FROM TargetTable 
    WHERE TargetTable.Key1 = SourceTable.Key1 
    AND TargetTable.Key2 = SourceTable.Key2 
); 
 
COMMIT TRAN;

オンラインでテーブルのりのデータのとコピーをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/1467/

テーブルのりのデータのとコピー
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65: テーブルのパラメータ
テーブルのパラメータしてTVPは、テーブルのデータをむストアドプロシージャまたはにされる
パラメータです。テーブルのパラメータをするには、 するパラメータのユーザテーブルタイプを
するがあります。

Tabledのパラメータはみりのパラメータです。

Examples

テーブルパラメータをしてのをテーブルにする

まず、するためにみのされるテーブル・タイプをします。

CREATE TYPE names as TABLE 
( 
    FirstName varchar(10), 
    LastName varchar(10) 
) 
GO

ストアドプロシージャをします。

CREATE PROCEDURE prInsertNames 
( 
    @Names dbo.Names READONLY -- Note: You must specify the READONLY 
) 
AS 
 
INSERT INTO dbo.TblNames (FirstName, LastName) 
SELECT FirstName, LastName 
FROM @Names 
GO

ストアドプロシージャの

DECLARE @names dbo.Names 
INSERT INTO @Names VALUES 
('Zohar', 'Peled'), 
('First', 'Last') 
 
EXEC dbo.prInsertNames @Names

オンラインでテーブルのパラメータをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5285/テーブルの
パラメータ
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66: トランザクション

パラメーター

パラメータ

トランザクション
のあるロギングをにするパラメータ[ with mark ]をするとですとがさ
れます

マーク['description']

き
[ transaction_name ]にすることができ、ログにマークをします

Examples

エラーをうなトランザクションスケルトン

BEGIN TRY -- start error handling 
    BEGIN TRANSACTION; -- from here on transactions (modifictions) are not final 
        -- start your statement(s) 
        select 42/0 as ANSWER  -- simple SQL Query with an error 
        -- end your statement(s) 
    COMMIT TRANSACTION; -- finalize all transactions (modifications) 
END TRY   -- end error handling -- jump to end 
BEGIN CATCH -- execute this IF an error occured 
        ROLLBACK TRANSACTION; -- undo any transactions (modifications) 
-- put together some information as a query 
    SELECT 
        ERROR_NUMBER() AS ErrorNumber 
        ,ERROR_SEVERITY() AS ErrorSeverity 
        ,ERROR_STATE() AS ErrorState 
        ,ERROR_PROCEDURE() AS ErrorProcedure 
        ,ERROR_LINE() AS ErrorLine 
        ,ERROR_MESSAGE() AS ErrorMessage; 
 
END CATCH;  -- final line of error handling 
GO -- execute previous code

オンラインでトランザクションをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5859/トランザクショ
ン
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67: トランザクションレベル
トランザクションレベルをする{READ UNCOMMITTED | READ COMMITTED | 

REPEATABLE READ |スナップショット|シリアル} [; ]

•

MSDNリファレンス SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL

Examples

コミットされていないみり

SQL Server 2008 R2

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ UNCOMMITTED

これは、ロックをまったくきこさないというで、ものいレベルです。でトランザクションにきま
れているがまだコミットされていないつまりトランザクションのをむすべてのをみることができ
ることをします。このレベルは、「ダーティリード」のになるがあります。

コミットをむ

SQL Server 2008 R2

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ COMMITTED

このレベルは、2にされるレベルです。れたみみをします。 READ COMMITTEDのは、 
READ_COMMITTED_SNAPSHOTによってなります。

オフデフォルトにすると、トランザクションはロックをして、のトランザクションがのトラ
ンザクションでされているをできないようにします。

•

ONにすると、 READ COMMITTEDモードでのトランザクションのバージョニングではなく、ロッ
クをするためにREADCOMMITTEDLOCKテーブルヒントをできます。

•

READ COMMITTEDは、デフォルトのSQL Serverのです。

「ダーティー・リード」とはですか

ダーティー・リードまたはコミットされていないリードは、オープン・トランザクションによってさ
れているのみりです。

このは、2つののクエリをしてレプリケートできます.1つはトランザクションをき、コミットせず
にテーブルにデータをきみ、もう1つはこのレベルできむデータをすることです。
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クエリ1 - トランザクションをするがしない

CREATE TABLE dbo.demo ( 
    col1 INT, 
    col2 VARCHAR(255) 
); 
GO 
--This row will get committed normally: 
BEGIN TRANSACTION; 
    INSERT INTO dbo.demo(col1, col2) 
    VALUES (99, 'Normal transaction'); 
COMMIT TRANSACTION; 
--This row will be "stuck" in an open transaction, causing a dirty read 
BEGIN TRANSACTION; 
    INSERT INTO dbo.demo(col1, col2) 
    VALUES (42, 'Dirty read'); 
--Do not COMMIT TRANSACTION or ROLLBACK TRANSACTION here

クエリ2 - いているトランザクションをむをみみます。

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ UNCOMMITTED; 
SELECT * FROM dbo.demo;

り

col1        col2 
----------- --------------------------------------- 
99          Normal transaction 
42          Dirty read

PSこのデモのデータをすることをれないでください

COMMIT TRANSACTION; 
DROP TABLE dbo.demo; 
GO

なみり

SQL Server 2008 R2

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL REPEATABLE READ

このトランザクションレベルは、 READ COMMITTEDよりもわずかにされます。ロックは、トランザク
ションのでみられたすべてのデータにされ、のにされるのではなく、トランザクションがするま
でされます。

このオプションは、 READ COMMITTEDよりデッドロックだけでなく、データベースのパフォーマンス
をきこすがいため、なにのみしてください。

スナップショット
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SQL Server 2008 R2

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SNAPSHOT

トランザクションののステートメントによってみられるデータが、トランザクションのにしてい
たトランザクションののあるバージョンのデータであることをします。つまり、トランザクショ
ンのにコミットされたデータのみをみります。

SNAPSHOTトランザクションは、トランザクションがされたでしていたデータのバージョンまたは
スナップショットのみをみんでいるため、みられているデータのロックをまたはロックしません
。

SNAPSHOTレベルでされているトランザクションは、にのデータのみをみります。たとえば、トラ
ンザクションはのをしてからされたをみることができますが、そのはコミットされるまでのトラ
ンザクションでのみされます。

SNAPSHOTレベルをするには、 ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATIONデータベース・オプションをONにするがあり
ます。

シリアライザブル

SQL Server 2008 R2

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZEABLE

このレベルはもです。トランザクションのステートメントによってみられるキーのをロックでし
ます 。これは、されるがのトランザクションによってロックされたにある、のトランザクション
からのINSERTがブロックされることをします。

このオプションは、トランザクションのすべてのSELECTステートメントのすべてのテーブルで
HOLDLOCKをするのとじがあります。

このトランザクションはもいをち、なときにのみしてください。

オンラインでトランザクションレベルをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5114/トランザ
クションレベル
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68: ネイティブにコンパイルされたモジュール
Hekaton

Examples

ネイティブにコンパイルされたストアドプロシージャ

ネイティブコンパイルのでは、T-SQLコードはdllにコンパイルされ、ネイティブCコードとして
されます。ネイティブコンパイルストアドプロシージャをするには、をうがあります。

のCREATE PROCEDUREをする•

ストアドプロシージャでNATIVE_COMPILATIONオプションをする•

ストアドプロシージャでSCHEMABINDINGオプションをする•

ストアドプロシージャでEXECUTE AS OWNERオプションをする•

BEGIN ENDブロックのわりに、BEGIN ATOMICブロックをするがあります。

BEGIN ATOMIC 
   WITH (TRANSACTION ISOLATION LEVEL=SNAPSHOT, LANGUAGE='us_english') 
   -- T-Sql code goes here 
END

CREATE PROCEDURE usp_LoadMemOptTable (@maxRows INT, @FullName NVARCHAR(200)) 
WITH 
    NATIVE_COMPILATION, 
    SCHEMABINDING, 
    EXECUTE AS OWNER 
AS 
BEGIN ATOMIC 
WITH (TRANSACTION ISOLATION LEVEL=SNAPSHOT, LANGUAGE='us_english') 
    DECLARE @i INT = 1 
    WHILE @i <= @maxRows 
    BEGIN 
        INSERT INTO dbo.MemOptTable3 VALUES(@i, @FullName, GETDATE()) 
        SET @i = @i+1 
    END 
END 
GO

ネイティブにコンパイルされたスカラー

ネイティブにコンパイルされたのコードはCコードにされ、dllとしてコンパイルされます。ネイ
ティブ・コンパイルされたスカラーをするには、がです。

のCREATE FUNCTIONをする•

でNATIVE_COMPILATIONオプションをする•

でSCHEMABINDINGオプションをする•
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BEGIN ENDブロックのわりに、BEGIN ATOMICブロックをするがあります。

BEGIN ATOMIC 
   WITH (TRANSACTION ISOLATION LEVEL=SNAPSHOT, LANGUAGE='us_english') 
   -- T-Sql code goes here 
END

CREATE FUNCTION [dbo].[udfMultiply]( @v1 int, @v2 int ) 
RETURNS bigint 
WITH NATIVE_COMPILATION, SCHEMABINDING 
AS 
BEGIN ATOMIC WITH (TRANSACTION ISOLATION LEVEL = SNAPSHOT, LANGUAGE = N'English') 
 
    DECLARE @ReturnValue bigint; 
    SET @ReturnValue = @v1 * @v2; 
 
    RETURN (@ReturnValue); 
END 
 
-- usage sample: 
SELECT dbo.udfMultiply(10, 12)

ネイティブインラインテーブル

ネイティブコンパイルされたテーブルはとしてテーブルをします。ネイティブにコンパイルされ
たのコードはCコードにされ、dllとしてコンパイルされます。インラインテーブルのみがバージ
ョン2016でサポートされています。ネイティブテーブルをするには、をうがあります。

のCREATE FUNCTIONをする•

でNATIVE_COMPILATIONオプションをする•

でSCHEMABINDINGオプションをする•

BEGIN ENDブロックのわりに、BEGIN ATOMICブロックをするがあります。

BEGIN ATOMIC 
   WITH (TRANSACTION ISOLATION LEVEL=SNAPSHOT, LANGUAGE='us_english') 
   -- T-Sql code goes here 
END

CREATE FUNCTION [dbo].[udft_NativeGetBusinessDoc] 
( 
   @RunDate VARCHAR(25) 
) 
RETURNS TABLE 
WITH SCHEMABINDING, 
     NATIVE_COMPILATION 
AS 
     RETURN 
( 
    SELECT BusinessDocNo, 
           ProductCode, 
           UnitID, 
           ReasonID, 
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           PriceID, 
           RunDate, 
           ReturnPercent, 
           Qty, 
           RewardAmount, 
           ModifyDate, 
           UserID 
    FROM dbo.[BusinessDocDetail_11] 
    WHERE RunDate >= @RunDate 
);

オンラインでネイティブにコンパイルされたモジュールHekatonをむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/6089/ネイティブにコンパイルされたモジュール-hekaton-
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69: パーツ
PARSENAME 'object_name'、object_piece•

パラメーター

'object_name' オブジェクトのピース

されたオブジェクトをするオブジェクトのです。 
object_nameはsysnameです。このパラメーターは、オ
プションでされたオブジェクトです。オブジェクトのす
べてのがされている、このにはサーバー、データベース
、、およびオブジェクトの4つのがあります。

オブジェクトがるかどうか。 
object_pieceはintで、のをつこと
ができます。1 =オブジェクト2 =

スキーマ3 =データベース4 =サー
バー

Examples

パーセナム

Declare @ObjectName nVarChar(1000) 
Set @ObjectName = 'HeadOfficeSQL1.Northwind.dbo.Authors' 
 
SELECT 
 PARSENAME(@ObjectName, 4) as Server 
,PARSENAME(@ObjectName, 3) as DB 
,PARSENAME(@ObjectName, 2) as Owner 
,PARSENAME(@ObjectName, 1) as Object 

り

サーバ DB

HeadofficeSQL1

オーナー オブジェクト

dbo

オンラインでパーツをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5775/パーツ
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70: パーティショニング

Examples

パーティションをする

SELECT        ps.name AS PartitionScheme 
            , fg.name AS [FileGroup] 
            , prv.* 
            , LAG(prv.Value) OVER (PARTITION BY ps.name ORDER BY ps.name, boundary_id) AS 
PreviousBoundaryValue 
 
FROM        sys.partition_schemes ps 
INNER JOIN    sys.destination_data_spaces dds 
            ON dds.partition_scheme_id = ps.data_space_id 
INNER JOIN    sys.filegroups fg 
            ON dds.data_space_id = fg.data_space_id 
INNER JOIN    sys.partition_functions f 
            ON f.function_id = ps.function_id 
INNER JOIN    sys.partition_range_values prv 
            ON f.function_id = prv.function_id 
            AND dds.destination_id = prv.boundary_id

パーティションのりえ

この[TechNet Microsoftのページ] [1]によれば、

パーティションデータをすると、データのサブセットをかつにおよびアクセスしなが
ら、データ・コレクションのをできます。

のクエリをびすと、データはにされません。データのにするメタデータのみがされます。

ALTER TABLE [SourceTable] SWITCH TO [TargetTable]

テーブルはじデータとNULLのじをつがあります。じファイルグループにするがあり、しいターゲ
ットテーブルはでなければなりません。パーティションのりえにするは、のページのリンクをし
てください。

[1] https : //technet.microsoft.com/en-us/library/ms191160 ( v= IDENTITYIDENTITYプロパティはなる
があります。

1つのクエリをして、パーティションテーブル、、スキーム、、およびをする

SELECT DISTINCT 
    object_name(i.object_id) AS [Object Name], 
    c.name AS [Partition Column], 
    s.name AS [Partition Scheme], 
    pf.name AS [Partition Function], 
    prv.tot AS [Partition Count], 
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    prv.miVal AS [Min Boundry Value], 
    prv.maVal AS [Max Boundry Value] 
FROM sys.objects o 
INNER JOIN sys.indexes i ON i.object_id = o.object_id 
INNER JOIN sys.columns c ON c.object_id = o.object_id 
INNER JOIN sys.index_columns ic ON ic.object_id = o.object_id 
    AND ic.column_id = c.column_id 
    AND ic.partition_ordinal = 1 
INNER JOIN sys.partition_schemes s ON i.data_space_id = s.data_space_id 
INNER JOIN sys.partition_functions pf ON pf.function_id = s.function_id 
OUTER APPLY(SELECT 
                COUNT(*) tot, MIN(value) miVal, MAX(value) maVal 
            FROM sys.partition_range_values prv 
            WHERE prv.function_id = pf.function_id) prv 
--WHERE object_name(i.object_id) = 'table_name' 
ORDER BY OBJECT_NAME(i.object_id)

table_name whereをコメントtable_nameし、 table_nameをactual table nameにきえて、のオブジェク
トのをします。

オンラインでパーティショニングをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3212/パーティショ
ニング
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71: ピボット/アンピボット
SELECT <non-pivoted column> 、
[のピボット] AS <column name> 、
[2ピボット] AS <column name> 、
...
[のピボット] AS <column name>

から
<SELECT query that produces the data> 
AS <alias for the source query>
ピボット
<aggregation function>  <column being aggregated> 
にとって
[ <column that contains the values that will become column headers> ]
IN[1ピボット]、[2ピボット]、
... [のピボット]
AS <alias for the pivot table> <optional ORDER BY clause> ;

•

PIVOTとUNPIVOTをすると、ののをに、またはそのにシフトすることによってをします。このの
として、をのにすることができます。

Examples

ピボット - 

Example Databaseの Item Sales Tableをして、のをしてします。

これはグループをってにうことができますが、IDごとにがあるようにテーブルを ''させることを
しています。

SELECT [100], [145] 
  FROM (SELECT ItemId , Quantity 
          FROM #ItemSalesTable 
       ) AS pivotIntermediate 
 PIVOT (   SUM(Quantity) 
           FOR ItemId IN ([100], [145]) 
       ) AS pivotTable

'new'カラムはソーステーブルのなので、[]

これにより、のようながられます。

100 145

45 18
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ピボットアンピボットT-SQL

は、のののをすなです。

まず、すべてののを々しておくテーブルがあるとします。

CREATE TABLE tbl_stock(item NVARCHAR(10), weekday NVARCHAR(10), price INT); 
 
INSERT INTO tbl_stock VALUES 
('Item1', 'Mon', 110), ('Item2', 'Mon', 230), ('Item3', 'Mon', 150), 
('Item1', 'Tue', 115), ('Item2', 'Tue', 231), ('Item3', 'Tue', 162), 
('Item1', 'Wed', 110), ('Item2', 'Wed', 240), ('Item3', 'Wed', 162), 
('Item1', 'Thu', 109), ('Item2', 'Thu', 228), ('Item3', 'Thu', 145), 
('Item1', 'Fri', 120), ('Item2', 'Fri', 210), ('Item3', 'Fri', 125), 
('Item1', 'Mon', 122), ('Item2', 'Mon', 225), ('Item3', 'Mon', 140), 
('Item1', 'Tue', 110), ('Item2', 'Tue', 235), ('Item3', 'Tue', 154), 
('Item1', 'Wed', 125), ('Item2', 'Wed', 220), ('Item3', 'Wed', 142);

テーブルはのようになります

+========+=========+=======+ 
|   item | weekday | price | 
+========+=========+=======+ 
|  Item1 |    Mon  |   110 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item2 |    Mon  |   230 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item3 |    Mon  |   150 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item1 |    Tue  |   115 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item2 |    Tue  |   231 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item3 |    Tue  |   162 | 
+--------+---------+-------+ 
|          . . .           | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item2 |    Wed  |   220 | 
+--------+---------+-------+ 
|  Item3 |    Wed  |   142 | 
+--------+---------+-------+

のアイテムごとのをつけるためのをするために、PIVOTをして、テーブルのweekdayのをのようにさ
れたのにさせます。

SELECT * FROM tbl_stock 
PIVOT ( 
    AVG(price) FOR weekday IN ([Mon], [Tue], [Wed], [Thu], [Fri]) 
) pvt;

+--------+------+------+------+------+------+ 
|  item  |  Mon |  Tue |  Wed |  Thu |  Fri | 
+--------+------+------+------+------+------+ 
|  Item1 |  116 |  112 |  117 |  109 |  120 | 
|  Item2 |  227 |  233 |  230 |  228 |  210 | 
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|  Item3 |  145 |  158 |  152 |  145 |  125 | 
+--------+------+------+------+------+------+

に、 PIVOTのをするために、UNPIVOTをして、をのようにローにローテートできます。

SELECT * FROM tbl_stock 
PIVOT ( 
    AVG(price) FOR weekday IN ([Mon], [Tue], [Wed], [Thu], [Fri]) 
) pvt 
UNPIVOT ( 
    price FOR weekday IN ([Mon], [Tue], [Wed], [Thu], [Fri]) 
) unpvt;

+=======+========+=========+ 
|  item |  price | weekday | 
+=======+========+=========+ 
| Item1 |    116 |     Mon | 
+-------+--------+---------+ 
| Item1 |    112 |     Tue | 
+-------+--------+---------+ 
| Item1 |    117 |     Wed | 
+-------+--------+---------+ 
| Item1 |    109 |     Thu | 
+-------+--------+---------+ 
| Item1 |    120 |     Fri | 
+-------+--------+---------+ 
| Item2 |    227 |     Mon | 
+-------+--------+---------+ 
| Item2 |    233 |     Tue | 
+-------+--------+---------+ 
| Item2 |    230 |     Wed | 
+-------+--------+---------+ 
| Item2 |    228 |     Thu | 
+-------+--------+---------+ 
| Item2 |    210 |     Fri | 
+-------+--------+---------+ 
| Item3 |    145 |     Mon | 
+-------+--------+---------+ 
| Item3 |    158 |     Tue | 
+-------+--------+---------+ 
| Item3 |    152 |     Wed | 
+-------+--------+---------+ 
| Item3 |    145 |     Thu | 
+-------+--------+---------+ 
| Item3 |    125 |     Fri | 
+-------+--------+---------+

PIVOT

PIVOTクエリの1つのは、としてするは、 INのすべてのをするがあることです。このをするなは、 
PIVOTにするなINをすることです。

デモンストレーションのために、 BookstoreのデータベースにあるBooksをします。テーブルはにさ
れておらず、の
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Table: Books 
----------------------------- 
BookId (Primary Key Column) 
Name 
Language 
NumberOfPages 
EditionNumber 
YearOfPrint 
YearBoughtIntoStore 
ISBN 
AuthorName 
Price 
NumberOfUnitsSold

テーブルのスクリプトはのようになります

CREATE TABLE [dbo].[BookList]( 
      [BookId] [int] NOT NULL, 
      [Name] [nvarchar](100) NULL, 
      [Language] [nvarchar](100) NULL, 
      [NumberOfPages] [int] NULL, 
      [EditionNumber] [nvarchar](10) NULL, 
      [YearOfPrint] [int] NULL, 
      [YearBoughtIntoStore] [int] NULL, 
[NumberOfBooks] [int] NULL, 
[ISBN] [nvarchar](30) NULL, 
      [AuthorName] [nvarchar](200) NULL, 
      [Price] [money] NULL, 
      [NumberOfUnitsSold] [int] NULL, 
 CONSTRAINT [PK_BookList] PRIMARY KEY CLUSTERED 
( 
      [BookId] ASC 
)WITH (PAD_INDEX = OFF, STATISTICS_NORECOMPUTE = OFF, IGNORE_DUP_KEY = OFF, ALLOW_ROW_LOCKS = 
ON, ALLOW_PAGE_LOCKS = ON) ON [PRIMARY] 
) ON [PRIMARY] 
 
GO

、データベースをし、にった、ロシア、ドイツ、ヒンディー、ラテンののをし、さなでするがあ
るは、このようなPIVOTクエリをできます

SELECT * FROM 
  ( 
   SELECT YearBoughtIntoStore AS [Year Bought],[Language], NumberOfBooks 
   FROM BookList 
  ) sourceData 
 PIVOT 
  ( 
  SUM(NumberOfBooks) 
  FOR [Language] IN (English, Russian, German, Hindi, Latin) 
  ) pivotrReport

なケースは、のなリストがないです。したがって、のようにSQLをします

DECLARE @query VARCHAR(4000) 
DECLARE @languages VARCHAR(2000) 
SELECT @languages = 
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        STUFF((SELECT DISTINCT '],['+LTRIM([Language])FROM [dbo].[BookList] 
        ORDER BY '],['+LTRIM([Language]) FOR XML PATH('') ),1,2,'') + ']' 
SET @query= 
'SELECT * FROM 
  (SELECT YearBoughtIntoStore AS [Year Bought],[Language],NumberOfBooks 
   FROM BookList) sourceData 
PIVOT(SUM(NumberOfBooks)FOR [Language] IN ('+ @languages +')) pivotrReport' EXECUTE(@query)

オンラインでピボット/アンピボットをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/591/ピボット-ア
ンピボット
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72: ビュー
ビューは、のテーブルのようにできるストアドクエリです。ビューは、データベースのモデルの
ではありません。などのビューのデータ・ソースにされるは、ビューにもされます。

Examples

ビューをする

CREATE VIEW dbo.PersonsView 
AS 
SELECT 
    name, 
    address 
FROM persons;

ビューのまたは

このクエリはビューがにするはそれをし、しいビューをします。

IF OBJECT_ID('dbo.PersonsView', 'V') IS NOT NULL 
    DROP VIEW dbo.PersonsView 
GO 
 
CREATE VIEW dbo.PersonsView 
AS 
SELECT 
    name, 
    address 
FROM persons;

スキーマバインディングをしてビューをする

ビューがWITH SCHEMABINDINGでされた、になるテーブルをまたはしてビューをすることはで
きません。たとえば、ビューでされるのをすることはできません。

CREATE VIEW dbo.PersonsView 
WITH SCHEMABINDING 
AS 
SELECT 
    name, 
    address 
FROM dbo.PERSONS  -- database schema must be specified when WITH SCHEMABINDING is present

スキーマバインディングのないビューは、になるテーブルがされたりドロップされたりすると、
するがあります。れたビューをすると、エラー・メッセージがされます。 sp_refreshviewをすると
、スキーマ・バインディングのないのビューがれていないことをできます。
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オンラインでビューをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5327/ビュー
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73: ファイルグループ

Examples

データベースにファイルグループをする

々は2つのでそれをすることができます。データベースプロパティのデザイナーモードからの

そしてSQLスクリプトによって

USE master; 
GO 
-- Create the database with the default data 
-- filegroup and a log file. Specify the 
-- growth increment and the max size for the 
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-- primary data file. 
 
CREATE DATABASE TestDB ON PRIMARY 
( 
    NAME = 'TestDB_Primary', 
    FILENAME = 'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL12.MSSQLSERVER\MSSQL\DATA\TestDB_Prm.mdf', 
    SIZE = 1 GB, 
    MAXSIZE = 10 GB, 
    FILEGROWTH = 1 GB 
), FILEGROUP TestDB_FG1 
( 
    NAME = 'TestDB_FG1_1', 
    FILENAME = 'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL12.MSSQLSERVER\MSSQL\DATA\TestDB_FG1_1.ndf', 
    SIZE = 10 MB, 
    MAXSIZE = 10 GB, 
    FILEGROWTH = 1 GB 
), 
( 
    NAME = 'TestDB_FG1_2', 
    FILENAME = 'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL12.MSSQLSERVER\MSSQL\DATA\TestDB_FG1_2.ndf', 
    SIZE = 10 MB, 
    MAXSIZE = 10 GB, 
    FILEGROWTH = 1 GB 
) LOG ON 
( 
    NAME = 'TestDB_log', 
    FILENAME = 'C:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL12.MSSQLSERVER\MSSQL\DATA\TestDB.ldf', 
    SIZE = 10 MB, 
    MAXSIZE = 10 GB, 
    FILEGROWTH = 1 GB 
); 
 
go 
ALTER DATABASE TestDB MODIFY FILEGROUP TestDB_FG1 DEFAULT; 
go 
 
-- Create a table in the user-defined filegroup. 
USE TestDB; 
Go 
 
CREATE TABLE MyTable 
( 
    col1 INT PRIMARY KEY, 
    col2 CHAR(8) 
) 
ON TestDB_FG1; 
GO

オンラインでファイルグループをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5461/ファイルグルー
プ
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74: ファイルストリーム

き

FILESTREAMは、varbinarymaxバイナリラージオブジェクトBLOBデータをファイルシステムの
ファイルとしてすることにより、SQL ServerデータベースエンジンとNTFSファイルシステムを
します。 Transact-SQLステートメントは、FILESTREAMデータの、、クエリ、、およびバック
アップをできます。 Win32ファイルシステムインターフェイスは、データへのストリーミングア
クセスをします。

Examples

ソースMSDN https://technet.microsoft.com/en-us/library/bb933993(v=sql.105).aspx

オンラインでファイルストリームをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/9509/ファイルスト
リーム
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75: ファントムリード

き

データベースシステムでは、トランザクションのがのユーザーやシステムにどのようにされるか
がによってされるため、1つのでわれたがどのようにいつのユーザーにされるかをします。データ
ベースにコミットされていないデータをすると、ファントムみりがわれることがあります。

MSDNのさまざまなISOLATION LEVELをむことができます

Examples

レベルはです

サンプル・データベースにサンプル・テーブルをする

CREATE TABLE [dbo].[Table_1]( 
    [Id] [int] IDENTITY(1,1) NOT NULL, 
    [title] [varchar](50) NULL, 
 CONSTRAINT [PK_Table_1] PRIMARY KEY CLUSTERED 
( 
    [Id] ASC 
)WITH (PAD_INDEX = OFF, STATISTICS_NORECOMPUTE = OFF, IGNORE_DUP_KEY = OFF, ALLOW_ROW_LOCKS = 
ON, ALLOW_PAGE_LOCKS = ON) ON [PRIMARY] 
) ON [PRIMARY]

データベースののクエリエディタをき、のコードをしてします --rollbackにれないでください 。
この、DBにをしますが、をコミットしません 。

begin tran 
 
INSERT INTO Table_1 values('Title 1') 
 
SELECT * FROM [Test].[dbo].[Table_1] 
 
--rollback

2のクエリエディタデータベースをき、のコードをしてします。

begin tran 
 
set transaction isolation level READ UNCOMMITTED 
 
SELECT * FROM [Test].[dbo].[Table_1]

2のエディタでは、にされたコミットされていないをのトランザクションからることができます。
のエディタでロールバックをしますロールバックワードをしてします。
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-- Rollback the first transaction 
rollback

2のエディタでクエリをすると、2のトランザクションですべてのをするために、コミットされて
いないレコードもされます。

これは、レベルを

set transaction isolation level READ UNCOMMITTED

オンラインでファントムリードをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/8235/ファントムリー
ド
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76: フルテキストインデックス

Examples

A.のインデックス、フルテキストカタログ、およびフルテキストインデックスの

のでは、AdventureWorks2012サンプルデータベースのHumanResources.JobCandidateテーブル
のJobCandidateIDにのインデックスをします。このでは、のフルテキストカタログftをします。
に、ftカタログとシステムストップリストをして、にフルテキストインデックスをします。

USE AdventureWorks2012; 
GO 
CREATE UNIQUE INDEX ui_ukJobCand ON HumanResources.JobCandidate(JobCandidateID); 
CREATE FULLTEXT CATALOG ft AS DEFAULT; 
CREATE FULLTEXT INDEX ON HumanResources.JobCandidate(Resume) 
   KEY INDEX ui_ukJobCand 
   WITH STOPLIST = SYSTEM; 
GO 

/ /

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc879306.aspx

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms142571.aspx

ののにをする

USE AdventureWorks2012; 
GO 
CREATE FULLTEXT CATALOG production_catalog; 
GO 
CREATE FULLTEXT INDEX ON Production.ProductReview 
 ( 
  ReviewerName 
     Language 1033, 
  EmailAddress 
     Language 1033, 
  Comments 
     Language 1033 
 ) 
  KEY INDEX PK_ProductReview_ProductReviewID 
      ON production_catalog; 
GO 

プロパティリストをせずにフルテキストインデックスをする

USE AdventureWorks2012; 
GO 
CREATE FULLTEXT INDEX ON Production.Document 
  ( 
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  Title 
      Language 1033, 
  DocumentSummary 
      Language 1033, 
  Document 
      TYPE COLUMN FileExtension 
      Language 1033 
  ) 
  KEY INDEX PK_Document_DocumentID 
          WITH STOPLIST = SYSTEM, SEARCH PROPERTY LIST = DocumentPropertyList, CHANGE_TRACKING 
OFF, NO POPULATION; 
   GO 

それをで

ALTER FULLTEXT INDEX ON Production.Document SET CHANGE_TRACKING AUTO; 
GO 

SELECT product_id 
FROM products 
WHERE CONTAINS(product_description, ”Snap Happy 100EZ” OR FORMSOF(THESAURUS,’Snap Happy’) OR 
‘100EZ’) 
AND product_cost < 200 ; 
 
 
SELECT candidate_name,SSN 
FROM candidates 
WHERE CONTAINS(candidate_resume,”SQL Server”) AND candidate_division =DBA; 

およびについては、 https//msdn.microsoft.com/en-us/library/ms142571.aspx

オンラインでフルテキストインデックスをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4557/フルテ
キストインデックス
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77: ページネーション

き

のオフセットとSQL Serverのさまざまなバージョンでのページング

SELECT * FROM TableName ORDER BY idオフセット10FETCH NEXT 10のみ;•

Examples

ROW_NUMBERをしたテーブルによるページネーション

SQL Server 2008

ROW_NUMBERは、セットのにをりてることができます。 BETWEENをするテーブルとみわせることで、
セットの「ページ」をすることができます。たとえば、110をむページ1、1120をむページ2、21

30をむページ3などがあります。

WITH data 
AS 
( 
    SELECT ROW_NUMBER() OVER (ORDER BY name) AS row_id, 
        object_id, 
        name, 
        type, 
        create_date 
    FROM sys.objects 
) 
SELECT * 
FROM data 
WHERE row_id BETWEEN 41 AND 50

WHEREでROW_NUMBERをすることはできません。

SELECT object_id, 
    name, 
    type, 
    create_date 
FROM sys.objects 
WHERE ROW_NUMBER() OVER (ORDER BY name) BETWEEN 41 AND 50

これはよりですが、このSQL Serverはのエラーをします。

メッセージ4108、レベル15、1、6

ウィンドウは、SELECTまたはORDER BYにしかれません。

OFFSET FETCHによるページネーション
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SQL Server 2012

OFFSET FETCHは、よりなでページネーションをします。これにより、N1 OFFSETをスキップし、の
N2 FETCHをすことができます。

SELECT * 
FROM sys.objects 
ORDER BY object_id 
OFFSET 40 ROWS FETCH NEXT 10 ROWS ONLY

なをるためには、 ORDER BYがです。

クエリをしたページネーション

のバージョンのSQL Serverでは、ページのをすために、はTOPキーワードとみわせてダブルソート
をするがありました。

 SELECT TOP 10 * 
 FROM 
 ( 
    SELECT 
    TOP 50 object_id, 
        name, 
        type, 
        create_date 
    FROM sys.objects 
    ORDER BY name ASC 
) AS data 
ORDER BY name DESC

クエリは、 nameにべられたの50をします。に、のクエリは、これらの50のをにして、10をします
これらは、のの10になります。

さまざまなバージョンのSQL Serverでのページング

SQL Server 2012/2014

DECLARE @RowsPerPage INT = 10, @PageNumber INT = 4 
SELECT OrderId, ProductId 
FROM OrderDetail 
ORDER BY OrderId 
OFFSET (@PageNumber - 1) * @RowsPerPage ROWS 
FETCH NEXT @RowsPerPage ROWS ONLY

SQL Server 2005/2008 / R2

DECLARE @RowsPerPage INT = 10, @PageNumber INT = 4 
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SELECT OrderId, ProductId 
FROM ( 
    SELECT OrderId, ProductId, ROW_NUMBER() OVER (ORDER BY OrderId) AS RowNum 
    FROM OrderDetail) AS OD 
WHERE OD.RowNum BETWEEN ((@PageNumber - 1 ) * @RowsPerPage) + 1 
AND @RowsPerPage * @PageNumber

SQL Server 2000

DECLARE @RowsPerPage INT = 10, @PageNumber INT = 4 
SELECT OrderId, ProductId 
FROM (SELECT TOP (@RowsPerPage) OrderId, ProductId 
        FROM (SELECT TOP ((@PageNumber)*@RowsPerPage) OrderId, ProductId 
                FROM OrderDetail 
                ORDER BY OrderId) AS OD 
    ORDER BY OrderId DESC) AS OD2 
ORDER BY OrderId ASC

ORDER BY OFFSETとFETCH NEXTをしたSQL Server 2012/2014

の10をするには、このクエリをします。

SELECT * FROM TableName ORDER BY id OFFSET 10 ROWS FETCH NEXT 10 ROWS ONLY;

にすべきポイント

ORDER BYは、 OFFSETとFETCHをするためにです。•
FETCH OFFSETがです。 ORDER BY ... FETCHはできません。•

じせでTOPをOFFSETおよびFETCHとみわせることはできません。•

オンラインでページネーションをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6874/ページネーショ
ン
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78: マージ

き

SQL Server 2008、MERGEステートメントをして、のステートメントで、、またはをすることが
できます。

MERGEステートメントをすると、データ・ソースをターゲットまたはビューとし、そののにづい
てターゲットにしてのアクションをできます。

MSDNに - https://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb510625.aspx [WITH 

<common_table_expression> [、... n]] MERGE [TOP[PERCENT]] [INTO] < MATCHED [AND 

<clause_search_condition>] THEN <merge_matched>] [...] [マッチしたとき[BY] [マッチした
とき] THEN <merge_matched>] [THEN <merge_matched>] THEN 

<merge_match_condition>] THEN <merge_not_matched>] [ソースとしないときは[AND 
<clause_search_condition>] THEN <merge_matched>] [...] [<output_clause>] [OPTION
<query_hint> [、。 ..n]]; <target_table> :: = {[database_name。 schema_name。 | 
schema_name。 {{...}}}}}} <table_source> :: = {table_or_view_name [、...]{index_val [、... n]
]}} [AS] table_alias] [<tablesample_clause>] [WITHtable_hint [[、] ... n]] | rowset_function 

[[AS] table_alias] [bulk_column_alias [、... n]] | user_defined_function [[AS]テーブル_エイリ
アス] | OPENXML <openxml_clause>テーブル[AS] table_alias [column_alias [、... n]] | 
<joined_table> | <pivoted_table> | <unpivoted_table>} <merge_search_condition> :: = 
<search_condition> <merge_matched> :: = {UPDATE SET <set_clause> | DELETE} 
<set_clause> :: = SET {column_name = {| DEFAULT | | NULL} {udt_column_name。{{プロパ
ティ=| field_name =} | method_name[、... n]}} | column_name {.WRITE、@Offset、
@Length} | @variable = expression | @variable = column = expression | column_name {+ = | 
- = | * = | / = | = | = | ^ = | | =}| @variable {+ = | - = | * = | / = | = | = | ^ = | | =}| @variable ={+ = | 
- = | * = | / = | = | = | ^ = | | =}} [、... n] <merge_not_matched> :: = {INSERT [リスト] 

{VALUESリスト|デフォルト}} <clause_search_condition> :: = <search_condition> :: = 

{[NOT] | <search_condition>} [{AND | OR} [NOT] {| <search_condition>}] [、... n] :: = {{= | <> 
|  = |

| > = |  > | <| <= |  <}| string_expression [NOT] LIKE[ESCAPE 'escape_character'] 
| expression [NOT] BETWEENAND|は[NOT] NULLです。 CONTAINS{column | *}

、 '<contains_search_condition>'| FREETEXT{column | *}、 'freetext_string'|
[NOT] INせ|[、... n]|{= | <> |  = | | > = |  > | <| <= |  <} {すべて| SOME | ANY}サブ
クエリ| EXISTSサブクエリ} <output_clause> :: = {[OUTPUT <dml_select_list> 

INTO {@table_variable | output_table} [リスト]] [OUTPUT <dml_select_list>]} 

<dml_select_list> :: = {<> | {[AS] column_alias_identifier] [、... n] 
<column_name> :: = {DELETED | INSERTED | from_table_name}。 {* | | $アクシ
ョン

•
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ソースとののにづいて、ターゲットにして、またはをします。たとえば、あるテーブルのを、、
またはすることによって、2つのテーブルをさせることができます。

Examples

//するMERGE

MERGE INTO targetTable 
 
USING sourceTable 
ON (targetTable.PKID = sourceTable.PKID) 
 
WHEN MATCHED AND (targetTable.PKID > 100) THEN 
    DELETE 
 
WHEN MATCHED AND (targetTable.PKID <= 100) THEN 
    UPDATE SET 
        targetTable.ColumnA = sourceTable.ColumnA, 
        targetTable.ColumnB = sourceTable.ColumnB 
 
WHEN NOT MATCHED THEN 
    INSERT (ColumnA, ColumnB) VALUES (sourceTable.ColumnA, sourceTable.ColumnB); 
 
WHEN NOT MATCHED BY SOURCE THEN 
    DELETE 
; --< Required

MERGE INTO targetTable - されるテーブル•

USING sourceTable - データのソーステーブルまたはビューまたはテーブル•

ON ... - targetTableとsourceTableのをします。•

WHEN MATCHED - するものがつかったときにするアクション•

AND (targetTable.PKID > 100) - アクションをするためにたすのあるの○•

THEN DELETE - targetTableからするレコードをする•

THEN UPDATE - SET ....されたするレコードのをします。•

WHEN NOT MATCHED - targetTableにするものがつからないにするアクション•

WHEN NOT MATCHED BY SOURCEマッチしないとき - sourceTableにマッチがつからないときにるア
クション

•

コメント

のアクションがでないは、をします。たとえば、したはWHEN NOT MATCHED THEN INSERTはレコード
がされないようにします。

マージステートメントはセミコロンをするがあります。

WHEN MATCHEDがINSERTアクションをしないとき•
UPDATEアクションはを1だけできます。これは、がのをしなければならないことをします。•

CTEソースをしたマージ
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WITH SourceTableCTE AS 
( 
    SELECT * FROM SourceTable 
) 
MERGE 
 TargetTable AS target 
USING SourceTableCTE AS source 
ON (target.PKID = source.PKID) 
WHEN MATCHED THEN 
    UPDATE SET target.ColumnA = source.ColumnA 
WHEN NOT MATCHED THEN 
    INSERT (ColumnA) VALUES (Source.ColumnA);

テーブルをするMERGE

MERGE INTO TargetTable  AS Target 
USING (VALUES (1,'Value1'), (2, 'Value2'), (3,'Value3')) 
       AS Source (PKID, ColumnA) 
ON Target.PKID = Source.PKID 
WHEN MATCHED THEN 
    UPDATE SET target.ColumnA= source.ColumnA 
WHEN NOT MATCHED THEN 
    INSERT (PKID, ColumnA) VALUES (Source.PKID, Source.ColumnA);

マージの - ソーステーブルとターゲットテーブルの

MERGEをするには、の2つのをしてください。

dbo.Product このには、がしているにするがまれています1. 

dbo.ProductNew このには、されるのにするがまれています。2. 

のT-SQLは、これら2つのテーブルをしてします

IF OBJECT_id(N'dbo.Product',N'U') IS NOT NULL 
DROP TABLE dbo.Product 
GO 
 
CREATE TABLE dbo.Product ( 
ProductID INT PRIMARY KEY, 
ProductName NVARCHAR(64), 
PRICE MONEY 
) 
 
IF OBJECT_id(N'dbo.ProductNew',N'U') IS NOT NULL 
DROP TABLE dbo.ProductNew 
GO 
 
CREATE TABLE dbo.ProductNew ( 
ProductID INT PRIMARY KEY, 
ProductName NVARCHAR(64), 
PRICE MONEY 
) 
 
INSERT INTO dbo.Product VALUES(1,'IPod',300) 
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,(2,'IPhone',400) 
,(3,'ChromeCast',100) 
,(4,'raspberry pi',50) 
 
INSERT INTO dbo.ProductNew VALUES(1,'Asus Notebook',300) 
,(2,'Hp Notebook',400) 
,(3,'Dell Notebook',100) 
,(4,'raspberry pi',50)

ここで、dbo.ProductNewテーブルとdbo.Product Target Tableをさせたいとします。このタスク
のはのとおりです。

dbo.ProductNewソーステーブルとdbo.Productターゲットテーブルのにするは、
dbo.Productターゲットテーブルでしいしいでされます。

1. 

dbo.ProductNewソースのdob.Productターゲットにしないは、dbo.Productターゲットにさ
れます。

2. 

dbo.ProductNewソーステーブルにしないdbo.Productターゲットテーブルのは、
dbo.Productターゲットテーブルからするがあります。このタスクをするためのMERGEステ
ートメントをにします。

3. 

MERGE dbo.Product AS SourceTbl 
USING dbo.ProductNew AS TargetTbl ON (SourceTbl.ProductID = TargetTbl.ProductID) 
WHEN MATCHED 
            AND SourceTbl.ProductName <> TargetTbl.ProductName 
            OR SourceTbl.Price <> TargetTbl.Price 
    THEN UPDATE SET SourceTbl.ProductName = TargetTbl.ProductName, 
                SourceTbl.Price = TargetTbl.Price 
WHEN NOT MATCHED 
    THEN INSERT (ProductID, ProductName, Price) 
         VALUES (TargetTbl.ProductID, TargetTbl.ProductName, TargetTbl.Price) 
WHEN NOT MATCHED BY SOURCE 
    THEN DELETE 
OUTPUT $action, INSERTED.*, DELETED.*;

MERGEステートメントのにセミコロンがです。 

EXCEPTをしてマージする

EXCEPTをして、されていないレコードへのをする

MERGE TargetTable targ 
USING SourceTable AS src 
    ON src.id = targ.id 
WHEN MATCHED 
    AND EXISTS ( 
        SELECT src.field 
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        EXCEPT 
        SELECT targ.field 
        ) 
    THEN 
        UPDATE 
        SET field = src.field 
WHEN NOT MATCHED BY TARGET 
    THEN 
        INSERT ( 
            id 
            ,field 
            ) 
        VALUES ( 
            src.id 
            ,src.field 
            ) 
WHEN NOT MATCHED BY SOURCE 
    THEN 
        DELETE;

オンラインでマージをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4550/マージ
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79: ユーザーの

き

ユーザのテーブルタイプしてUDTは、ユーザがテーブルをすることをにするデータタイプである
。ユーザーのタイプは、キー、およびデフォルトをサポートします。

UDTにはのがあります。

されたユーザーのテーブルまたはフィールドのとしてすることはできません•
インデックスがUDTでPRIMARY KEYまたはUNIQUEをしたでないり、クラスタされていな
いインデックスをUDTですることはできません

•

UDTはにできません•

Examples

キーでもあるのintをつUDTをする

CREATE TYPE dbo.Ids as TABLE 
( 
    Id int PRIMARY KEY 
)

のをつUDTの

CREATE TYPE MyComplexType as TABLE 
( 
    Id int, 
    Name varchar(10) 
)

ユニークきのUDTの

CREATE TYPE MyUniqueNamesType as TABLE 
( 
    FirstName varchar(10), 
    LastName varchar(10), 
    UNIQUE (FirstName,LastName) 
)

ユーザーのタイプのにはをけることはできません。

キーとデフォルトのをしてUDTをするには

CREATE TYPE MyUniqueNamesType as TABLE 
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( 
    FirstName varchar(10), 
    LastName varchar(10), 
    CreateDate datetime default GETDATE() 
    PRIMARY KEY (FirstName,LastName) 
)

オンラインでユーザーのをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5280/ユーザーの
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80: ランキング
DENSE_RANKOVER[<partition_by_clause>] <order_by_clause>•
RANKOVER[partition_by_clause] order_by_clause•

パラメーター

<partition_by_clause>
FROMでされたセットを、 DENSE_RANKがされているパーティショ
ンにします。 PARTITION BYについては、 OVERTransact-SQLをし
てください。

<order_by_clause> パーティションのにDENSE_RANKがされるをします。

OVER ( [ 
partition_by_clause ] 
order_by_clause)

partition_by_clauseは、 FROMによってされたセットを、がされる
パーティションにします。されていない、はセットのすべてのを
のグループとしています。 order_by_clauseは、がされるのデー
タのをします。 order_by_clauseはです。 OVERの<rows or range 

clause>はRANKにできません。については、 OVERTransact-SQL

をしてください。

2つのがじパーティションのランクをんでいる、それぞれのされたはじランクをけります。たとえ
ば、2のトップセールスマンがじSalesYTDをつ、それらはとも1ランクです。にSalesYTDがいセ
ールスは2にランクされます。これは、こののにるののより1ついです。したがって、 DENSE_RANK
によってされるにはギャップがなく、にするランクがあります。

せにされるソートによって、にがされるがまります。これは、ランク1のがパーティションのので
あるはないことをします。

DENSE_RANKはです。については、 なとなをしてください。

Examples

RANK

A RANKされたのセットののランクをします。

Select Studentid,Name,Subject,Marks, 
RANK() over(partition by name order by Marks desc)Rank 
From Exam 
order by name,subject 
 
   Studentid    Name    Subject    Marks    Rank 
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    101         Ivan    Maths       70       2 
    101         Ivan    Science     80       1 
    101         Ivan    Social      60       3 
    102         Ryan    Maths       60       2 
    102         Ryan    Science     50       3 
    102         Ryan    Social      70       1 
    103         Tanvi   Maths       90       1 
    103         Tanvi   Science     90       1 
    103         Tanvi   Social      80       3

DENSE_RANK

RANKとじです。ギャップなしのランクをします。

Select  Studentid, Name,Subject,Marks, 
DENSE_RANK() over(partition by name order by Marks desc)Rank 
From Exam 
order by name 
 
Studentid    Name    Subject    Marks    Rank 
101          Ivan    Science    80       1 
101          Ivan    Maths      70       2 
101          Ivan    Social     60       3 
102          Ryan    Social     70       1 
102          Ryan    Maths      60       2 
102          Ryan    Science    50       3 
103          Tanvi   Maths      90       1 
103          Tanvi   Science    90       1 
103          Tanvi   Social     80       2

オンラインでランキングをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5031/ランキング
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81: リソースガバナー
SQL Serverのリソースガバナーは、さまざまなアプリケーションやユーザーによるリソースのを
できるです。 CPUとメモリのをすることで、リアルタイムでします。これは、えば、さなタスク
がそれらをっているに、1つのいプロセスがすべてのシステムリソースをいつぶすのをぐのにちま
す。

エンタープライズでのみ

Examples

のみ

select * 
from sys.dm_resource_governor_workload_groups 
 
select * 
from sys.dm_resource_governor_resource_pools

アドホッククエリのプールをする

にデフォルトのリソースプールのリソースプールをする

CREATE RESOURCE POOL [PoolAdhoc] WITH(min_cpu_percent=0, 
        max_cpu_percent=50, 
        min_memory_percent=0, 
        max_memory_percent=50) 
GO

プールのworloadグループをする

CREATE WORKLOAD GROUP [AdhocMedium] WITH(importance=Medium) USING [PoolAdhoc]

リソースガバナーのロジックをむをし、それをします

create function [dbo].[ufn_ResourceGovernorClassifier]() 
  returns sysname with schemabinding 
as 
begin 
    return CASE 
                WHEN APP_NAME() LIKE 'Microsoft Office%'                        THEN 
'AdhocMedium'        -- Excel 
                WHEN APP_NAME() LIKE 'Microsoft SQL Server Management Studio%'    THEN 
'AdhocMedium'        -- Adhoc SQL 
                WHEN SUSER_NAME() LIKE 'DOMAIN\username'                    THEN 'AdhocMedium' 
-- Ssis 
                ELSE 'default' 
            END 
end 

https://riptutorial.com/ja/home 214



 
GO 
 
alter resource governor 
with (classifier_function = dbo.ufn_ResourceGovernorClassifier) 
 
GO 
 
alter resource governor reconfigure 
 
GO

オンラインでリソースガバナーをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4146/リソースガバナ
ー
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82: テーブル
SQL Server 2016は、のでしいデータだけでなく、のでテーブルにされたデータにするをするた
めのみみサポートをするデータベースとしてシステムバージョンされたテーブルのサポートをし
ています。

システムバージョンされたテーブルは、SQL Server 2016のしいタイプのユーザーテーブルであ
り、データのなをし、なをにするようされています。このタイプのテーブルは、ののがシステム
すなわちデータベースエンジンによってされるため、システムバージョンされたテーブルとばれ
ます。すべてのテーブルには、にされた2つのがあり、それぞれにdatetime2データがあります。
これらのは、とばれます。これらののは、がされるたびにのをするためにシステムによってにさ
れます。

Examples

テンポラルテーブルの

CREATE TABLE dbo.Employee 
( 
  [EmployeeID] int NOT NULL PRIMARY KEY CLUSTERED 
  , [Name] nvarchar(100) NOT NULL 
  , [Position] varchar(100) NOT NULL 
  , [Department] varchar(100) NOT NULL 
  , [Address] nvarchar(1024) NOT NULL 
  , [AnnualSalary] decimal (10,2) NOT NULL 
  , [ValidFrom] datetime2 (2) GENERATED ALWAYS AS ROW START 
  , [ValidTo] datetime2 (2) GENERATED ALWAYS AS ROW END 
  , PERIOD FOR SYSTEM_TIME (ValidFrom, ValidTo) 
 ) 
 WITH (SYSTEM_VERSIONING = ON (HISTORY_TABLE = dbo.EmployeeHistory)); 

インサートはINSERTには、システムは、システムクロックにづいて、UTCタイムゾーンでのト
ランザクションのにValidFromのをし、9999-のにValidToのをりてます12-31。がいているとマ
ークします。

UPDATES UPDATEで、システムはテーブルのののをし、システムクロックにづいてValidToの
をのトランザクションのUTCタイムゾーンにします。これは、がであったをして、そのをじたも
のとしてマークします。のテーブルでは、がしいでされ、システムはシステムにづいて
ValidFromのをトランザクションのUTCタイムゾーンにします。のテーブルのValidToのされたの
は、9999-12-31ののままです。

します 。DELETEで、システムは、テーブルのののをし、システムクロックにづいてUTCタイム
ゾーンでのトランザクションのにValidToのをします。これは、をじたものとしてマークし、の
がであったをします。のテーブルでは、はされます。のテーブルのクエリはこのをしません。デ
ータをするクエリのみが、がじられているデータをします。
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MERGE  MERGEでは、 MERGEステートメントのアクションとしてされているものにじて、は
3つまでのステートメント INSERT 、 UPDATE 、および/またはDELETE がされたとまったくじ
ようにします。

ヒントシステムのdatetime2にされるは、トランザクションのにづいています。たとえば、1つの
トランザクションにされたすべてのは、 SYSTEM_TIMEのにするにされたじUTCをちます。

データをどのようにするのですか

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME 
        BETWEEN '2014-01-01 00:00:00.0000000' AND '2015-01-01 00:00:00.0000000' 
            WHERE EmployeeID = 1000 ORDER BY ValidFrom; 

のでされたのをしますFOR SYSTEM_TIME AS OF 

にされたでののをむをむをします。

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME AS  OF '2016-08-06 08:32:37.91'

ののSYSTEM_TIME そして

FOR SYSTEM_TIME FROM <start_date_time> TO <end_date_time>のとじですが、されるのに
は<end_date_time>エンドポイントでされたでアクティブになったがまれます。

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME BETWEEN  '2015-01-01' AND '2015-12-31' 

FOR SYSTEM_TIME FROM に

FROMの<start_date_time>パラメータよりにアクティブになっていたか、または<
end_date_time>パラメータのにアクティブでなくなったかにかかわらず、されたでアクティブだ
ったすべてのバージョンのをむテーブルをします。 TO。には、とそののでがされ、がフィルタ
ーされて、されたののでアクティブだったすべてのバージョンのがされます。 FROMエンドポイ
ントによってされたでにアクティブになったがまれ、TOエンドポイントによってされたでにアク
ティブになったレコードはまれません。

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME FROM '2015-01-01' TO '2015-12-31' 

FOR SYSTEM_TIME INにまれる 、 

CONTAINED INの2つのによってされたされたでオープンおよびクローズされたすべてのバージ
ョンのをむをします。のでにアクティブになった、またはのでにアクティブになっていないがま
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れます。

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME CONTAINED IN ('2015-04-01', '2015-09-25') 

FOR SYSTEM_TIME ALL

のテーブルとテーブルにするのをします。

SELECT * FROM Employee 
    FOR SYSTEM_TIME ALL

メモリでされたシステムバージョンされたテーブルのとSQL Serverテーブルのク
リーンアップ

デフォルトのテーブルをしてテーブルをするのは、をしながらシステムにして、デフォルトので
テーブルをするになオプションです。のでは、しいディスクベースのテーブルにリンクされた、
システムでバージョンされたしいメモリにされたテーブルをします。

CREATE SCHEMA History 
GO 
CREATE TABLE dbo.Department 
( 
    DepartmentNumber char(10) NOT NULL PRIMARY KEY NONCLUSTERED, 
    DepartmentName varchar(50) NOT NULL, 
    ManagerID int  NULL, 
    ParentDepartmentNumber char(10) NULL, 
    SysStartTime datetime2 GENERATED ALWAYS AS ROW START HIDDEN NOT NULL, 
    SysEndTime datetime2 GENERATED ALWAYS AS ROW END HIDDEN NOT NULL, 
    PERIOD FOR SYSTEM_TIME (SysStartTime,SysEndTime) 
) 
WITH 
    ( 
        MEMORY_OPTIMIZED = ON, DURABILITY = SCHEMA_AND_DATA, 
        SYSTEM_VERSIONING = ON ( HISTORY_TABLE = History.DepartmentHistory ) 
    ); 

SQL Serverテーブルのクリーンアップのとに、テーブルはにきくなります。テーブルのデータの
、、またははされていないため、テーブルをクリーンアップするのは、まずシステムのバージョ
ンをにすることです。

ALTER TABLE dbo.Employee

SETSYSTEM_VERSIONING = OFF; GO

テーブルからなデータをする

    DELETE FROM dbo.EmployeeHistory

WHERE EndTime <= '2017-01-26 14:00:29';
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システムのバージョンをにします。

ALTER TABLE dbo.Employee

SETSYSTEM_VERSIONING = ONHISTORY_TABLE = [dbo]。[EmployeeHistory]、
DATA_CONSISTENCY_CHECK = ON;

Azure SQLデータベースのテーブルのクリーニングは、Azure SQLデータベースにテーブルのク
リーニングのサポートがみまれているため、しなります。まず、データベースレベルでなのクリ
ーンアップをにするがあります。

ALTER DATABASE CURRENT

GO TEMPORAL_HISTORY_RETENTION ON GO

に、ごとにをします。

ALTER TABLE dbo.Employee

SETSYSTEM_VERSIONING = ONHISTORY_RETENTION_PERIOD = 90;

これにより、90したテーブルのすべてのデータがされます。 SQL Server 2016のオンプレミスデ
ータベースはTEMPORAL_HISTORY_RETENTIONとHISTORY_RETENTION_PERIODをサポー
トせず、の2つのクエリのいずれかがSQL Server 2016のオンプレミスデータベースでされ、のエ
ラーがします。

TEMPORAL_HISTORY_RETENTIONのエラーはのようになります。

Msg 102, Level 15, State 6, Line 34

'TEMPORAL_HISTORY_RETENTION'のがしくありません。

HISTORY_RETENTION_PERIODの、エラーはのようになります。

Msg 102, Level 15, State 1, Line 39

'HISTORY_RETENTION_PERIOD'のがしくありません。

オンラインでテーブルをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5296/テーブル

https://riptutorial.com/ja/home 219

https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5296/%E4%B8%80%E6%99%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5296/%E4%B8%80%E6%99%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5296/%E4%B8%80%E6%99%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB
https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5296/%E4%B8%80%E6%99%82%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB


83: キー
キーは、テーブルのレコードをにするためにされます。には1つのキーのみがありますキーはので
できます。また、のタイプのレプリケーションにはキーがです。

キーは、のクラスタード・インデックスとしてされることがよくありますずしもそうであるはあり
ません。

Examples

キーとしてをする

 -- Identity primary key - unique arbitrary increment number 
 create table person ( 
 id int identity(1,1) primary key not null, 
 firstName varchar(100) not null, 
 lastName varchar(100) not null, 
 dob DateTime not null, 
 ssn varchar(9) not null 
 )

GUIDキーきのテーブルをする

 -- GUID primary key - arbitrary unique value for table 
 create table person ( 
 id uniqueIdentifier default (newId()) primary key, 
 firstName varchar(100) not null, 
 lastName varchar(100) not null, 
 dob DateTime not null, 
 ssn varchar(9) not null 
 )

ナチュラルキーきのテーブルをする

 -- natural primary key - using an existing piece of data within the table that uniquely 
identifies the record 
 create table person ( 
 firstName varchar(100) not null, 
 lastName varchar(100) not null, 
 dob DateTime not null, 
 ssn varchar(9) primary key not null 
 )

コンポジットキーきのテーブルをする

 -- composite key - using two or more existing columns within a table to create a primary key 
 create table person ( 
 firstName varchar(100) not null, 
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 lastName varchar(100) not null, 
 dob DateTime not null, 
 ssn varchar(9) not null, 
 primary key (firstName, lastName, dob) 
 )

のテーブルにキーをする

ALTER TABLE person 
 ADD CONSTRAINT pk_PersonSSN PRIMARY KEY (ssn)

プライマリキーこのはssn にじキーをつのがある、プライマリキーはでなければならないため、
のはします。

キーの

ALTER TABLE Person 
 DROP CONSTRAINT pk_PersonSSN

オンラインでキーをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4543/キー
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84: テーブル
WITH cte_name [ column_name_1 、 column_name_2 、...] AS cte_expression •

セミコロン ; をしてのステートメントからCTEをるがあります。

ie ;WITH CommonTableName (...) SELECT ... FROM CommonTableName ...

CTEのはのバッチで、そののにのみあります。バッチにはのCTEがまれていてもよく、CTEはバ
ッチでにされたのCTEをするかもしれませんが、CTEはでそのバッチでされるのCTEをしません
。

Examples

テーブル
CREATE TABLE dbo.Employees 
( 
    EmployeeID INT NOT NULL PRIMARY KEY, 
    FirstName NVARCHAR(50) NOT NULL, 
    LastName NVARCHAR(50) NOT NULL, 
    ManagerID INT NULL 
) 
 
GO 
 
INSERT INTO Employees VALUES (101, 'Ken', 'Sánchez', NULL) 
INSERT INTO Employees VALUES (102, 'Keith', 'Hall', 101) 
INSERT INTO Employees VALUES (103, 'Fred', 'Bloggs', 101) 
INSERT INTO Employees VALUES (104, 'Joseph', 'Walker', 102) 
INSERT INTO Employees VALUES (105, 'Žydrė', 'Klybė', 101) 
INSERT INTO Employees VALUES (106, 'Sam', 'Jackson', 105) 
INSERT INTO Employees VALUES (107, 'Peter', 'Miller', 103) 
INSERT INTO Employees VALUES (108, 'Chloe', 'Samuels', 105) 
INSERT INTO Employees VALUES (109, 'George', 'Weasley', 105) 
INSERT INTO Employees VALUES (110, 'Michael', 'Kensington', 106)

テーブル
;WITH cteReports (EmpID, FirstName, LastName, SupervisorID, EmpLevel) AS 
( 
    SELECT EmployeeID, FirstName, LastName, ManagerID, 1 
    FROM Employees 
    WHERE ManagerID IS NULL 
 
    UNION ALL 
 
    SELECT e.EmployeeID, e.FirstName, e.LastName, e.ManagerID, r.EmpLevel + 1 
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    FROM Employees        AS e 
    INNER JOIN cteReports AS r ON e.ManagerID = r.EmpID 
) 
 
SELECT 
    FirstName + ' ' + LastName AS FullName, 
    EmpLevel, 
    (SELECT FirstName + ' ' + LastName FROM Employees WHERE EmployeeID = 
cteReports.SupervisorID) AS ManagerName 
FROM cteReports 
ORDER BY EmpLevel, SupervisorID

フルネーム EmpLevel ManagerName

ケンサンチェス 1 ヌル

キースホール 2 ケンサンチェス

フレッド・ブロッグズ 2 ケンサンチェス

ジドレ・クライベ 2 ケンサンチェス

ジョセフ・ウォーカー 3 キースホール

ピーターミラー 3 フレッド・ブロッグズ

サムジャクソン 3 ジドレ・クライベ

クロエ・サミュエルズ 3 ジドレ・クライベ

ジョージ・ウィーズリー 3 ジドレ・クライベ

マイケル・ケンジントン 4 サムジャクソン

CTEをしてnにいをめる

テーブル

|  ID  | FirstName | LastName | Gender | Salary | 
+------+-----------+----------+--------+--------+ 
| 1    | Jahangir  | Alam     | Male   | 70000  | 
| 2    | Arifur    | Rahman   | Male   | 60000  | 
| 3    | Oli       | Ahammed  | Male   | 45000  | 
| 4    | Sima      | Sultana  | Female | 70000  | 
| 5    | Sudeepta  | Roy      | Male   | 80000  | 
+------+-----------+----------+--------+--------+

CTECommon Table Expression
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 WITH RESULT AS 
( 
    SELECT SALARY, 
           DENSE_RANK() OVER (ORDER BY SALARY DESC) AS DENSERANK 
    FROM EMPLOYEES 
) 
SELECT TOP 1 SALARY 
FROM RESULT 
WHERE DENSERANK = 1

2にいをつけるには、Nを2にきえます。に、3にいをつけるには、Nを3にきえます。

CTEをしてするをする

テーブル

|  ID  | FirstName | LastName | Gender | Salary | 
+------+-----------+----------+--------+--------+ 
|  1   | Mark      | Hastings | Male   | 60000  | 
|  1   | Mark      | Hastings | Male   | 60000  | 
|  2   | Mary      | Lambeth  | Female | 30000  | 
|  2   | Mary      | Lambeth  | Female | 30000  | 
|  3   | Ben       | Hoskins  | Male   | 70000  | 
|  3   | Ben       | Hoskins  | Male   | 70000  | 
|  3   | Ben       | Hoskins  | Male   | 70000  | 
+------+-----------+----------+--------+--------+

CTECommon Table Expression

WITH EmployeesCTE AS 
( 
   SELECT *, ROW_NUMBER()OVER(PARTITION BY ID ORDER BY ID) AS RowNumber 
   FROM Employees 
) 
DELETE FROM EmployeesCTE WHERE RowNumber > 1

|  ID  | FirstName | LastName | Gender | Salary | 
+------+-----------+----------+--------+--------+ 
|  1   | Mark      | Hastings | Male   | 60000  | 
|  2   | Mary      | Lambeth  | Female | 30000  | 
|  3   | Ben       | Hoskins  | Male   | 70000  | 
+------+-----------+----------+--------+--------+

CTEをしてのをする

DECLARE @startdate CHAR(8), @numberDays TINYINT 
 
SET @startdate = '20160101' 
SET @numberDays = 10; 
 
WITH CTE_DatesTable 
AS 
( 
  SELECT CAST(@startdate as date) AS [date] 
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  UNION ALL 
  SELECT DATEADD(dd, 1, [date]) 
  FROM CTE_DatesTable 
  WHERE DATEADD(dd, 1, [date]) <= DateAdd(DAY, @numberDays-1, @startdate) 
) 
 
SELECT [date] FROM CTE_DatesTable 
 
OPTION (MAXRECURSION 0)

このでは、@startdateでされたからまり、の@numberDaysのをす、のをします。

CTE

このでは、から20112012 - 1までののをしています。

WITH yearsAgo 
( 
    myYear 
) 
AS 
( 
     -- Base Case: This is where the recursion starts 
     SELECT DATEPART(year, GETDATE()) AS myYear 
 
     UNION ALL  -- This MUST be UNION ALL (cannot be UNION) 
 
     -- Recursive Section: This is what we're doing with the recursive call 
     SELECT yearsAgo.myYear - 1 
     FROM yearsAgo 
     WHERE yearsAgo.myYear >= 2012 
) 
     SELECT myYear FROM yearsAgo;  -- A single SELECT, INSERT, UPDATE, or DELETE

myYear

2016

2015

2014

2013

2012

2011

びしのをするクエリオプションとしてMAXRECURSIONをして、をできますコードのスタックオ
ーバーフローとえる。

WITH yearsAgo 
( 
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    myYear 
) 
AS 
( 
     -- Base Case 
     SELECT DATEPART(year , GETDATE()) AS myYear 
     UNION ALL 
     -- Recursive Section 
     SELECT yearsAgo.myYear - 1 
     FROM yearsAgo 
     WHERE yearsAgo.myYear >= 2002 
) 
     SELECT * FROM yearsAgo 
     OPTION (MAXRECURSION 10);

メッセージ530、レベル16、1、2ステートメントがしました。のに10がいくされまし
た。

のASステートメントをつCTE

;WITH cte_query_1 
AS 
( 
    SELECT * 
    FROM database.table1 
), 
cte_query_2 
AS 
( 
    SELECT * 
    FROM database.table2 
) 
SELECT * 
FROM cte_query_1 
WHERE cte_query_one.fk IN 
( 
    SELECT PK 
    FROM cte_query_2 
)

をすると、カンマでられたASをしてのせをできます。クエリは、これらのクエリのいずれかまた
はすべてをさまざまなですることができます。

オンラインでテーブルをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/1343/テーブル
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85: ランタイム

Examples

データベースでCLRをにする

CLRプロシージャはデフォルトではになっていません。 CLRをにするには、のクエリをするがあ
ります。

sp_configure 'show advanced options', 1; 
GO 
RECONFIGURE; 
GO 
sp_configure 'clr enabled', 1; 
GO 
RECONFIGURE; 
GO

さらに、のCLRモジュールでアクセスがなは、データベースでTRUSTWORTHYプロパティをON

にするがあります。

ALTER DATABASE MyDbWithClr SET TRUSTWORTHY ON

SQL CLRモジュールをむ.dllの

.Netでかれたプロシージャ、、トリガ、およびタイプは、.dllファイルにされます。 CLRプロシー
ジャをむ.dllファイルをしたら、それをSQL Serverにインポートするがあります。

CREATE ASSEMBLY MyLibrary 
FROM 'C:\lib\MyStoredProcedures.dll' 
    WITH PERMISSION_SET = EXTERNAL_ACCESS

PERMISSION_SETはデフォルトでSafeです。.dllのコードはリソースファイル、Webサイト、の
サーバーなどにアクセスするためのアクセスをとせず、メモリにアクセスできるネイティブコー
ドをしません。

PERMISSION_SET = EXTERNAL_ACCESSは、リソースにアクセスするコードをむアセンブリ
をマークするためにされます。

sys.assembliesビューにのCLRアセンブリファイルにするがあります。

SELECT * 
FROM sys.assemblies asms 
WHERE is_user_defined = 1

SQL ServerでCLRをする
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.Netをして.dllにコンパイルし、それをSQLサーバーにアセンブリとしてインポートした、そのア
センブリのをするユーザーをできます。

CREATE FUNCTION dbo.TextCompress(@input nvarchar(max)) 
RETURNS varbinary(max) 
AS EXTERNAL NAME MyLibrary.[Name.Space.ClassName].TextCompress 

とシグネチャのをパラメータでし、.Netにするりをするがあります。 AS EXTERNAL NAMEでは
、このがされるアセンブリ、/クラス、およびとしてされるコードをむクラスのメソッドをするが
あります。

CLRにするは、のクエリをしてできます。

SELECT * FROM dbo.sysobjects WHERE TYPE ='FS'

SQL ServerでCLRユーザーをする

いくつかのユーザーをす.Netクラスをし、それを.dllにコンパイルし、それをアセンブリとして
SQLサーバーにインポートした、このクラスをするユーザーをできます。

CREATE TYPE dbo.Point 
EXTERNAL NAME MyLibrary.[Name.Space.Point]

T-SQLクエリでされるタイプのをするがあります。 EXTERNAL NAMEでは、アセンブリ、、お
よびクラスをするがあります。

SQL ServerでCLRプロシージャをする

いくつかのクラスで.Netメソッドをし、.dllにコンパイルし、それをSQLサーバーにアセンブリと
してインポートした、そのアセンブリのメソッドをするユーザーのストアドプロシージャをでき
ます。

CREATE PROCEDURE dbo.DoSomethng(@input nvarchar(max)) 
AS EXTERNAL NAME MyLibrary.[Name.Space.ClassName].DoSomething

.Netメソッドにするパラメータでプロシージャとシグネチャのをするがあります。 AS 

EXTERNAL NAMEでは、アセンブリ、このプロシージャがされる/クラス、およびプロシージャ
としてされるコードをむクラスのメソッドをするがあります。

オンラインでランタイムをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7116/ランタイム
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86: レベルとロック
はこのリンクをつけました。これはとしてちます "レベル"

Examples

レベルの

レベルの

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ UNCOMMITTED; 
SELECT * FROM Products WHERE ProductId=1; 
SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL REPEATABLE READ; --return to the default one

READ UNCOMMITTED - のトランザクションのクエリが、まだコミットされていないのトランザ
クションからされたデータにアクセスできないことをします。しかし、のトランザクション
によってデータがされるがあるため、なみりとファントムみりがです。

1. 

REPEATABLE READ - のトランザクションのクエリが、まだコミットされていないのトランザク
ションからされたデータにアクセスできないことをします。のトランザクションは、するま
でのトランザクションによってみられているデータをすることはできません。これは、
NONREPEATABLEみりをします。しかし、のトランザクションでNEW ROWSがされ、ク
エリが2された、ファントムが2のみりをするようにえることがありますクエリのwhereにす
る。

2. 

SNAPSHOT - クエリのにするデータのみをすことができます。データのをします。ダーティリ
ード、リード、ファントムリードをします。それをするには - DBがです

3. 

ALTER DATABASE DBTestName SET ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATION ON;GO; 
SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SNAPSHOT;

READ COMMITTED - SQLサーバーのデフォルトの。コミットされるまでのトランザクションに
よってされたデータのみりをします。ダーティなみみをするロックとのバージョンをテーブ
ルでします。これはDBにします。READ_COMMITTED_SNAPSHOT - な、のバージョニン
グがされます。これをにするには -

4. 

ALTER DATABASE DBTestName SET ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATION ON;GO; 
SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ COMMITTED; --return to the default one

SERIALIZABLE - トランザクションがするまでされされるなロックをします。これにより、な
みり、ファントムみり、なみりがされます。しかし、これは、トランザクションがシリアル
され、1つずつされるため、データベースのパフォーマンスにします。

5. 

SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZABLE ;
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オンラインでレベルとロックをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5331/レベルとロック
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87: SQL

Examples

としてされたSQLをする

によっては、stringにされたSQLクエリをするがあります。 EXEC、EXECUTE、またはシステム・
プロシージャsp_executesqlは、stringとしてされたSQLせをできます。

sp_executesql N'SELECT * FROM sys.objects' 
-- or 
sp_executesql @stmt = N'SELECT * FROM sys.objects' 
-- or 
EXEC sp_executesql N'SELECT * FROM sys.objects' 
-- or 
EXEC('SELECT * FROM sys.columns') 
-- or 
EXECUTE('SELECT * FROM sys.tables')

このプロシージャは、のテキストとしてされるSQLせとじセットをします。 sp_executesqlは、
リテラル、/パラメータ、またはとしてされるSQLクエリをできます。

declare @table nvarchar(40) = N'product items' 
EXEC(N'SELECT * FROM ' + @table) 
declare @sql nvarchar(40) = N'SELECT * FROM ' + QUOTENAME(@table); 
EXEC sp_executesql @sql

@tableのをエスケープするには、QUOTENAMEがです。 @tableにスペース、かっこなどのがま
れていると、このがなければエラーがします。

なるユーザーとしてされるSQL

AS USER = 'データベースユーザーの'をして、なるユーザーとしてSQLクエリをできます。

EXEC(N'SELECT * FROM product') AS USER = 'dbo'

SQLクエリはdboデータベースユーザーのでされます。 dboユーザーにされるすべてのチェック
は、SQLクエリでチェックされます。

SQLをしたSQLインジェクション

クエリは

SET @sql = N'SELECT COUNT(*) FROM AppUsers WHERE Username = ''' + @user + ''' AND Password = 
''' + @pass + '''' 
EXEC(@sql)
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ユーザーのがmyusername '' OR 1 = 1 - の 、のクエリがされます。

SELECT COUNT(*) 
FROM AppUsers 
WHERE Username = 'myusername' OR 1=1 --' AND Password = ''

@usernameののにあるコメントは、クエリのをコメントアウトし、1 = 1がされます。このクエ
リによってされたなくとも1のユーザーがそこをチェックするアプリケーションは、0よりきいカ
ウントをし、ログインはします。

このをすると、はなユーザーとパスワードをらなくてもアプリケーションにログインできます。

パラメータをしたSQL

やエスケープのをけるために、SQLクエリはのようなパラメータでするがあります。

SET @sql = N'SELECT COUNT(*) FROM AppUsers WHERE Username = @user AND Password = @pass 
EXEC sp_executesql @sql, '@user nvarchar(50), @pass nvarchar(50)', @username, @password

2のパラメータは、そのタイプでクエリでされるパラメータのリストです。このリストには、パラ
メータとしてされるがされています。

sp_executesqlはをエスケープし、SQLクエリをします。

オンラインでSQLをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6871/sql
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88: SQLピボット

き

このトピックでは、SQL Serverでピボットをするについてします。

Examples

なSQLピボット

if object_id('tempdb.dbo.#temp') is not null drop table #temp 
create table #temp 
( 
    dateValue datetime, 
    category varchar(3), 
    amount decimal(36,2) 
) 
 
insert into #temp values ('1/1/2012', 'ABC', 1000.00) 
insert into #temp values ('2/1/2012', 'DEF', 500.00) 
insert into #temp values ('2/1/2012', 'GHI', 800.00) 
insert into #temp values ('2/10/2012', 'DEF', 700.00) 
insert into #temp values ('3/1/2012', 'ABC', 1100.00) 
 
 
DECLARE 
    @cols AS NVARCHAR(MAX), 
    @query  AS NVARCHAR(MAX); 
 
SET @cols = STUFF((SELECT distinct ',' + QUOTENAME(c.category) 
            FROM #temp c 
            FOR XML PATH(''), TYPE 
            ).value('.', 'NVARCHAR(MAX)') 
        ,1,1,'') 
 
set @query = ' 
            SELECT 
                dateValue, 
                ' + @cols + ' 
            from 
            ( 
                select 
                     dateValue, 
                     amount, 
                     category 
                from #temp 
           ) x 
            pivot 
            ( 
                 sum(amount) 
                for category in (' + @cols + ') 
            ) p ' 
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exec sp_executeSql @query

オンラインでSQLピボットをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/10751/sqlピボット
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89: データマスキング

Examples

データマスキングをしてメールアドレスをマスクする

メールがあれば、emailマスクでマスクすることができます

ALTER TABLE  Company 
ALTER COLUMN Email ADD MASKED WITH (FUNCTION = 'email()')

ユーザーがCompanyテーブルからメールをしようとすると、のようながされます。

mXXX@XXXX.com

zXXX@XXXX.com

rXXX@XXXX.com

にマスクをする

のにマスクをして、のとのからのをし、ののわりにマスクをすることができます。

ALTER TABLE  Company 
ALTER COLUMN Phone ADD MASKED WITH (FUNCTION = 'partial(5,"XXXXXXX",2)')

のパラメータでは、からされるの、からされるの、にされるパターンをできます。

ユーザーがCompanyテーブルからメールをしようとすると、のようながされます。

381XXXXXXX39

360XXXXXXX01

415XXXXXXX05

ランダムマスクをしてからランダムなをする

ランダムマスクは、ののわりに、されたのをします

ALTER TABLE  Product 
ALTER COLUMN Price ADD MASKED WITH (FUNCTION = 'random(100,200)')

いくつかのケースでは、されたがののとするがありますランダムにされたがセルのとする。

にデフォルトのマスクをする
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にデフォルトマスクをすると、SELECTのののわりにmaskがされます。

ALTER TABLE  Company 
ALTER COLUMN Postcode ADD MASKED WITH (FUNCTION = 'default()')

マスクされていないデータをることができるの

のないユーザーは、のをして、マスクされていないをするをできます。

GRANT UNMASK TO MyUser

のユーザーがすでにアンマスクをっているは、このをりすことができます。

REVOKE UNMASK TO MyUser

オンラインでデータマスキングをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7052/データマスキン
グ
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90: する

き

せSQLでは、JOINは、2つのデータを1つのせにリンクし、ののデータをにむセットをす、または
1つののデータをして2のテーブルでフィルタリングします。 ANSI SQLにはいくつかのタイプの
JOINがされています。

Examples

Inner joinは、1つの ONキーワードをしてにづいてのテーブルにまたはするレコード/のみをします
。これはもなタイプです。 inner joinのなはのとおりです。

SELECT * 
FROM table_1 
INNER JOIN table_2 
  ON table_1.column_name = table_2.column_name

JOINとしてすることもできます

SELECT * 
FROM table_1 
JOIN table_2 
  ON table_1.column_name = table_2.column_name

/* Sample data. */ 
DECLARE @Animal table ( 
    AnimalId Int IDENTITY, 
    Animal Varchar(20) 
); 
 
DECLARE @AnimalSound table ( 
    AnimalSoundId Int IDENTITY, 
    AnimalId Int, 
    Sound Varchar(20) 
); 
 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Dog'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Cat'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Elephant'); 
 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (1, 'Barks'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (2, 'Meows'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (3, 'Trumpets'); 
/* Sample data prepared. */ 
 
SELECT 
    * 
FROM 
    @Animal 
    JOIN @AnimalSound 
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        ON @Animal.AnimalId = @AnimalSound.AnimalId;

AnimalId    Animal               AnimalSoundId AnimalId    Sound 
----------- -------------------- ------------- ----------- -------------------- 
1           Dog                  1             1           Barks 
2           Cat                  2             2           Meows 
3           Elephant             3             3           Trumpets

をしたのしないための

このクエリは、Table1とはなるフィールドとキーをつTable2のデータをします。

select * 
  from Table1 t1 
    inner join Table2 t2 on t1.ID_Column = t2.ID_Column 
    left  join Table3 t3 on t1.ID_Column = t3.ID_Column 
  where t2.column_name = column_value 
    and t3.ID_Column is null 
  order by t1.column_name;

クロス

A cross joinはデカルトであり、のテーブルのデカルトをします。このでは、2つのをするはあり
ません。ののは、ののにします。クロスジョインの

SELECT * FROM table_1 
CROSS JOIN table_2 

/* Sample data. */ 
DECLARE @Animal table ( 
    AnimalId Int IDENTITY, 
    Animal Varchar(20) 
); 
 
DECLARE @AnimalSound table ( 
    AnimalSoundId Int IDENTITY, 
    AnimalId Int, 
    Sound Varchar(20) 
); 
 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Dog'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Cat'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Elephant'); 
 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (1, 'Barks'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (2, 'Meows'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (3, 'Trumpet'); 
/* Sample data prepared. */ 
 
SELECT 
    * 
FROM 
    @Animal 
    CROSS JOIN @AnimalSound;
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AnimalId    Animal               AnimalSoundId AnimalId    Sound 
----------- -------------------- ------------- ----------- -------------------- 
1           Dog                  1             1           Barks 
2           Cat                  1             1           Barks 
3           Elephant             1             1           Barks 
1           Dog                  2             2           Meows 
2           Cat                  2             2           Meows 
3           Elephant             2             2           Meows 
1           Dog                  3             3           Trumpet 
2           Cat                  3             3           Trumpet 
3           Elephant             3             3           Trumpet

CROSS JOINをできるのがあることにしてください。これは、きの"いスタイル"のANSI SQL-92

でです。その、クロス/デカルトになります。

SELECT * 
FROM @Animal, @AnimalSound;

このは、「にの」のためにもしますが、みやすくするために、なCROSS JOINをすることをおめしま
せん。するがあります。

SELECT * 
FROM 
    @Animal 
    JOIN @AnimalSound 
        ON 1=1

LEFT JOINは、 ONがたされているののにする、のからすべてのをします。 ONがたされていないは、
すべてのののにNULLがあります。 LEFT JOINのはのとおりです。

SELECT * FROM table_1 AS t1 
LEFT JOIN table_2 AS t2 ON t1.ID_Column = t2.ID_Column 

RIGHT JOINは、 ONがたされているののにする、のからすべてのをします。 ONがたされていないは
、すべてのテーブルのにNULLがあります。 RIGHT JOINのはのとおりです。

SELECT * FROM table_1 AS t1 
RIGHT JOIN table_2 AS t2 ON t1.ID_Column = t2.ID_Column 

な

FULL JOINはLEFT JOINとRIGHT JOIN FULL JOINみわせたものです。 ONのがたされているかどうかにか
かわらず、すべてのがのからされます。 ONをたさないは、ののすべてにNULLがされNULL つまり、
のののは、ののすべてのにNULL 、のもです。 FULL JOINのはのとおりです。

SELECT * FROM table_1 AS t1 
FULL JOIN table_2 AS t2 ON t1.ID_Column = t2.ID_Column 

/* Sample test data. */ 
DECLARE @Animal table ( 
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    AnimalId Int IDENTITY, 
    Animal Varchar(20) 
); 
 
DECLARE @AnimalSound table ( 
    AnimalSoundId Int IDENTITY, 
    AnimalId Int, 
    Sound Varchar(20) 
); 
 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Dog'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Cat'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Elephant'); 
INSERT INTO @Animal (Animal) VALUES ('Frog'); 
 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (1, 'Barks'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (2, 'Meows'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (3, 'Trumpet'); 
INSERT INTO @AnimalSound (AnimalId, Sound) VALUES (5, 'Roars'); 
/* Sample data prepared. */

LEFT OUTER JOIN

SELECT * 
FROM @Animal As t1 
LEFT JOIN @AnimalSound As t2 ON t1.AnimalId = t2.AnimalId;

LEFT JOIN

AnimalId    Animal               AnimalSoundId AnimalId    Sound 
----------- -------------------- ------------- ----------- -------------------- 
1           Dog                  1             1           Barks 
2           Cat                  2             2           Meows 
3           Elephant             3             3           Trumpet 
4           Frog                 NULL          NULL        NULL

のジョイン

SELECT * 
FROM @Animal As t1 
RIGHT JOIN @AnimalSound As t2 ON t1.AnimalId = t2.AnimalId;

RIGHT JOIN

AnimalId    Animal               AnimalSoundId AnimalId    Sound 
----------- -------------------- ------------- ----------- -------------------- 
1           Dog                  1             1           Barks 
2           Cat                  2             2           Meows 
3           Elephant             3             3           Trumpet 
NULL        NULL                 4             5           Roars

フル・アウター・ジョイン

SELECT * 
FROM @Animal As t1 
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FULL JOIN @AnimalSound As t2 ON t1.AnimalId = t2.AnimalId;

FULL JOIN

AnimalId    Animal               AnimalSoundId AnimalId    Sound 
----------- -------------------- ------------- ----------- -------------------- 
1           Dog                  1             1           Barks 
2           Cat                  2             2           Meows 
3           Elephant             3             3           Trumpet 
4           Frog                 NULL          NULL        NULL 
NULL        NULL                 4             5           Roars

でのの

は、 UPDATEでもできます。

CREATE TABLE Users ( 
    UserId int NOT NULL, 
    AccountId int NOT NULL, 
    RealName nvarchar(200) NOT NULL 
) 
 
CREATE TABLE Preferences ( 
    UserId int NOT NULL, 
    SomeSetting bit NOT NULL 
)

のように、 PreferencesテーブルのSomeSettingカラムをUsersテーブルのでします。

UPDATE p 
SET p.SomeSetting = 1 
FROM Users u 
JOIN Preferences p ON u.UserId = p.UserId 
WHERE u.AccountId = 1234

pは、のFROMにされているPreferencesです。 UsersテーブルのAccountIdとするのみがされます。

ステートメントによる

Update t 
SET  t.Column1=100 
FROM Table1 t LEFT JOIN Table12 t2 
ON t2.ID=t.ID

およびをしてテーブルをする

UPDATE t1 
SET t1.field1 = t2.field2Sum 
FROM table1 t1 
INNER JOIN (select field3, sum(field2) as field2Sum 
from table2 
group by field3) as t2 
on t2.field3 = t1.field3 
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サブクエリにする

サブクエリへのは、/テーブルからデータCount、Avg、Max、Minなどをし、/ヘッダーテーブルの
レコードとともにそのデータをするによくされます。たとえば、DateまたはIdにづいて/のローを
したいや、すべてのローまたはAverageのCountをとするがあります。

このでは、のテーブルがわっているときにクエリをみやすくするエイリアスをしています。この
、テーブルPurchase Ordersからすべてのをし、テーブルPurchaseOrderLineItemsからまたはの
のみをしています。このでは、テーブルがインクリメンタルなのIDをするとしています。

SELECT po.Id, po.PODate, po.VendorName, po.Status, item.ItemNo, 
  item.Description, item.Cost, item.Price 
FROM PurchaseOrders po 
LEFT JOIN 
     ( 
       SELECT l.PurchaseOrderId, l.ItemNo, l.Description, l.Cost, l.Price, Max(l.id) as Id 
       FROM PurchaseOrderLineItems l 
       GROUP BY l.PurchaseOrderId, l.ItemNo, l.Description, l.Cost, l.Price 
     ) AS item ON item.PurchaseOrderId = po.Id

は、とばれるものでされ、のレコードをじののレコードとします。セルフ・ジョインは、、ののが
されているせでされます。

Employeesというのサンプル・データをえてみましょう。

ID Boss_ID

1 ボブ 3

2 ジム 1

3 サム 2

のBoss_IDはののIDマップされID 。それぞれののをつのリストをするには、このマッピングをして
テーブルをすることができます。このようにテーブルをするには、のテーブルとののためにテー
ブルへの2のでエイリアスこのはBosses をするがあることにしてください。

SELECT Employees.Name, 
    Bosses.Name AS Boss 
FROM Employees 
INNER JOIN Employees AS Bosses 
    ON Employees.Boss_ID = Bosses.ID

このクエリをすると、のがされます。

ボス

ボブ サム
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ボス

ジム ボブ

サム ジム

をして

は、 DELETEステートメントでもできます。のようなスキーマをえます。

CREATE TABLE Users ( 
    UserId int NOT NULL, 
    AccountId int NOT NULL, 
    RealName nvarchar(200) NOT NULL 
) 
 
CREATE TABLE Preferences ( 
    UserId int NOT NULL, 
    SomeSetting bit NOT NULL 
)

Preferencesテーブルのをするには、 Usersテーブルのをのようにフィルタリングします。

DELETE p 
FROM Users u 
INNER JOIN Preferences p ON u.UserId = p.UserId 
WHERE u.AccountId = 1234

ここで、 pはステートメントのFROMでされたPreferencesエイリアスであり、するAccountIdをつのみ
をUsersテーブルからします。

ってをにする

は、1つまたはののすべてのとするをします。

Table People 
PersonID FirstName 
       1 Alice 
       2 Bob 
       3 Eve 
 
Table Scores 
PersonID Subject Score 
       1 Math    100 
       2 Math     54 
       2 Science  98

にテーブルをする

Select * from People a 
left join Scores b 
on a.PersonID = b.PersonID
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り

PersonID FirstName PersonID Subject Score 
       1 Alice            1 Math    100 
       2 Bob              2 Math     54 
       2 Bob              2 Science  98 
       3 Eve           NULL NULL   NULL

あなたがすべての々をすことをむなら、なので、よくあるいはのようにくことです

Select * from People a 
left join Scores b 
on a.PersonID = b.PersonID 
where Subject = 'Math'

これは、ボブのスコアをすることにえて、からイブをしますSubjectあるNULLのために。

Peopleテーブルにすべてのをしたまま、レコードをするしいはのとおりです。

Select * from People a 
left join Scores b 
on a.PersonID = b.PersonID 
and b.Subject = 'Math'

オンラインでするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/1008/する
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91: 

DECLARE @VariableNameデータ[=];•
SET @VariableName = Value;•

Examples

テーブルをする

DECLARE @Employees TABLE 
( 
    EmployeeID INT NOT NULL PRIMARY KEY, 
    FirstName NVARCHAR(50) NOT NULL, 
    LastName NVARCHAR(50) NOT NULL, 
    ManagerID INT NULL 
)

のをするときは、 CREATE TABLE Name (Columns)をします。をするときは、 DECLARE @Name TABLE 
(Columns)をします。

SELECTステートメントのテーブルをするには、SQL Serverではテーブルにエイリアスをするがあ
ります。そうしないと、エラーがします。

スカラー "@TableVariableName"をしなければなりません。

すなわち、

DECLARE @Table1 TABLE (Example INT) 
DECLARE @Table2 TABLE (Example INT) 
 
/* 
-- the following two commented out statements would generate an error: 
SELECT * 
FROM @Table1 
INNER JOIN @Table2 ON @Table1.Example = @Table2.Example 
 
SELECT * 
FROM @Table1 
WHERE @Table1.Example = 1 
*/ 
 
-- but these work fine: 
SELECT * 
FROM @Table1 T1 
INNER JOIN @Table2 T2 ON T1.Example = T2.Example 
 
SELECT * 
FROM @Table1 Table1 
WHERE Table1.Example = 1

SETをしてをする
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DECLARE @VariableName INT 
SET @VariableName = 1 
PRINT @VariableName

1

SETをすると、に1つののみをできます。

SELECTをしたの

SELECTをすると、にのをできます。

DECLARE @Variable1 INT, @Variable2 VARCHAR(10) 
SELECT @Variable1 = 1, @Variable2 = 'Hello' 
PRINT @Variable1 
PRINT @Variable2

1

こんにちは

SELECTをしてのからをする、のがあるは、 のがされます。 のルールがされます。ソートがされて
いない、はされません。

CREATE TABLE #Test (Example INT) 
INSERT INTO #Test VALUES (1), (2) 
 
DECLARE @Variable INT 
SELECT @Variable = Example 
FROM #Test 
ORDER BY Example ASC 
 
PRINT @Variable

2

SELECT TOP 1 @Variable = Example 
FROM #Test 
ORDER BY Example ASC 
 
PRINT @Variable

1

クエリによってされたがない、のはされません。

SELECT TOP 0 @Variable = Example 
FROM #Test 
ORDER BY Example ASC 
 
PRINT @Variable
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1

にのをし、

DECLARE 
  @Var1 INT = 5, 
  @Var2 NVARCHAR(50) = N'Hello World', 
  @Var3 DATETIME = GETDATE()

SQL Server 2008 R2

サポートされている

+=とりて

-=してりて

*=してりて

/=してりてます

%=モジュロとアサイン

&=ビットのANDおよび

^=ビットごとのXORと

|=ビットごとのと

DECLARE @test INT = 42; 
SET @test += 1; 
PRINT @test;    --43 
SET @test -= 1; 
PRINT @test;    --42 
SET @test *= 2 
PRINT @test;    --84 
SET @test /= 2; 
PRINT @test;    --42

 

テーブルからしてをする

データのにじて、にするをすることができます。

DECLARE @CurrentID int = (SELECT TOP 1 ID FROM Table ORDER BY CreateDate desc) 
 
 
DECLARE @Year int = 2014 
DECLARE @CurrentID int = (SELECT ID FROM Table WHERE Year = @Year)

https://riptutorial.com/ja/home 247



ほとんどの、このメソッドをするときにクエリが1つのしかさないようにするがあります。

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/2566/
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92: キー

Examples

キーの/

キーをすると、2つのテーブルのをできます。 1つのテーブルには、テーブルのをにするキーがで
す。のは、の1つのからのキーのをつことができます。 FOREIGN KEY REFERENCESをすると
、のがのキーとしてするがあります。

このでは、CompanyIdプライマリキーをつCompanyテーブルと、このがいているのIDをつChild 

Employeeテーブルがあります。

create table Company ( 
   CompanyId int primary key, 
   Name nvarchar(200) 
) 
create table Employee ( 
    EmployeeId int, 
    Name nvarchar(200), 
    CompanyId int 
        foreign key references Company(companyId) 
)

キーによって、Employee.CompanyIdにされたもCompany.CompanyIdにするがあります。また、
テーブルにするcompanyIdをつがなくとも1いる、もテーブルのをすることはできません。

FOREIGN KEYでは、2つののを「リンク」できないようにします。

のの

companyId 1のCompanyテーブルに1つのがあるとしましょう。companyId 1のemployeeテーブ
ルにをできます。

insert into Employee values (17, 'John', 1)

ただし、CompanyIdがしないをすることはできません。

insert into Employee values (17, 'John', 111111)

メッセージ547、レベル16、0、12 INSERTステートメントは、FOREIGN KEY 

"FK__Employee__Compan__1EE485AA"としました。は、データベース "MyDb"、テーブル "
dbo.Company"、 "CompanyId"でしました。ステートメントはされました。

また、それをするになくとも1つのがあるり、のをすることはできません。
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delete from company where CompanyId = 1

メッセージ547、レベル16、0、14 DELETEステートメントは、REFERENCE 

"FK__Employee__Compan__1EE485AA"としました。は、データベース "MyDb"、テーブル "
dbo.Employee"、 "CompanyId"でしました。ステートメントはされました。

キーのにより、とのは「リンク」されません。

のテーブルにキーをする

としてにないのにFOREIGN KEYをできます。 Employee table CompanyIdのが、キーのをたない
CompanyとEmployeeのがあるとします。 ALTER TABLEをすると、そのののおよびキーをする
のにキーをできます。

alter table Employee 
    add  foreign key (CompanyId) references Company(CompanyId)

のテーブルにキーをする

constraintをつFOREIGN KEYは、まだにないのにできます。 EmployeeテーブルにCompanyIdカ
ラムがないCompanyテーブルとEmployeeテーブルがあるとします。 ALTER TABLEをすると、
そのののとキーをするキーきのしいをできます。

alter table Employee 
    add CompanyId int foreign key references Company(CompanyId)

キーにするの

sys.foreignkeysシステムビューは、データベースのすべてのキーにするをします。

select name, 
 OBJECT_NAME(referenced_object_id) as [parent table], 
 OBJECT_NAME(parent_object_id) as [child table], 
 delete_referential_action_desc, 
 update_referential_action_desc 
from sys.foreign_keys

オンラインでキーをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5355/キー
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93: き

き

トリガーは、なタイプのストアード・プロシージャーで、イベントがしたににされます。トリガに
は、データトリガとデータトリガの2があります。

はテーブルにバインドされ、にします。にトリガーをびすことはできません。

Examples

トリガーのと

SQL Serverには、DDLトリガとDMLトリガの2つのカテゴリがあります。

DDLトリガーは、データDDLイベントにしてされます。これらのイベントは、にキーワード
CREATE 、 ALTER 、およびDROPでまるTransact-SQLステートメントにしています。

DMLトリガーは、データDMLイベントにしてされます。これらのイベントは、キーワードINSERT 
、 UPDATE 、およびDELETEでまるTransact-SQLステートメントにしています。

DMLトリガは2つのなタイプにされます。

トリガーのトリガーの

AFTER INSERTトリガー。•

AFTER UPDATEトリガー。•

AFTER DELETEトリガー。•

1. 

トリガーのわりに

INSTEAD OF INSERTトリガー。•

INSTEAD OF UPDATEトリガー。•

INSTEAD OF DELETEトリガー。•

2. 

DMLトリガー

DMLトリガーは、dmlステートメント insert 、 updateまたはdelete にするとしてされます。  
のまたはビューの1つのdmlイベントにするためにdmlトリガーをできます。これは、のdmlトリガ
ーがのテーブルまたはビューからのレコードの、、およびをできますが、そののテーブルまたは
ビューでされたデータのみをできることをします。

DMLトリガーは、 inserted deletedテーブルとdeletedテーブルへのアクセスをします。このテーブ
ルには、トリガをした、またはのをけたデータにするがdeletedます。
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DMLトリガーベース、ベースではないことにしてください 。つまり、が1つのにする、されたま
たはされたには1つのがまれます。

CREATE TRIGGER tblSomething_InsertOrUpdate ON tblSomething 
FOR INSERT 
AS 
 
    INSERT INTO tblAudit (TableName, RecordId, Action) 
    SELECT 'tblSomething', Id, 'Inserted' 
    FROM Inserted 
 
GO 
 
CREATE TRIGGER tblSomething_InsertOrUpdate ON tblSomething 
FOR UPDATE 
AS 
 
    INSERT INTO tblAudit (TableName, RecordId, Action) 
    SELECT 'tblSomething', Id, 'Updated' 
    FROM Inserted 
 
GO 
 
CREATE TRIGGER tblSomething_InsertOrUpdate ON tblSomething 
FOR DELETE 
AS 
 
    INSERT INTO tblAudit (TableName, RecordId, Action) 
    SELECT 'tblSomething', Id, 'Deleted' 
    FROM Deleted 
 
GO

のすべてのは、レコードがtblSomethingで、、またはされるたびにtblAuditにレコードをします。

オンラインできをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5032/き
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94: 

のリストアルファベットにソート

アスキー•

チャー•

Charindex•

•

•

フォーマット•

•

レン•

げる•

リトリム•

Nchar•

Patindex•

クォートネーム•

•

する•

•

•

Rtrim•

Soundex•

スペース•

Str•

String_エスケープ•

String_split•

もの•
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•

Unicode•

アッパー•

Examples

のものからまり、されたまでのサブをします。

パラメーター

。は、 textまたはntextをき、にvarcharまたはnvarcharできるのデータにすることができます1. 
。 0からbigintまでの9,223,372,036,854,775,807。
max lengthパラメータがの、エラーがします。

2. 

SELECT LEFT('This is my string', 4) -- result: 'This'

がのよりきい、エンティティがされます。

SELECT LEFT('This is my string', 50) -- result: 'This is my string'

されたをつ、ののをします。

パラメーター

。は、 textまたはntextをき、にvarcharまたはnvarcharできるのデータにすることができます1. 
。 0からbigintまでの9,223,372,036,854,775,807。 max lengthパラメータがの、エラーがし
ます。

2. 

SELECT RIGHT('This is my string', 6) -- returns 'string'

がのよりきい、エンティティがされます。

SELECT RIGHT('This is my string', 50) -- returns 'This is my string'

されたインデックスとされたにあるcharでまるをします。

パラメーター

。は、 textまたはntextをき、にvarcharまたはnvarcharできるのデータにすることができます
。

1. 

インデックスをします。されたのインデックスをする intまたはbigint 。   SQL Serverのは
1インデックスであり、ののはインデックス1です。この、インデックスとのが0よりきい、
りはののからまり、さがstart index + - 1。 0よりさい、のがされます。

2. 

0からbigintまでの9,223,372,036,854,775,807。 max lengthパラメータがの、エラーがしま3. 
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す。

SELECT SUBSTRING('This is my string', 6, 5) -- returns 'is my'

+インデックスがのよりい、エンティティがされます。

SELECT SUBSTRING('Hello World',1,100) -- returns 'Hello World'

インデックスがのよりきい、のがされます。

SELECT SUBSTRING('Hello World',15,10) -- returns ''

ASCII

のののASCIIコードをすintをします。

SELECT ASCII('t') -- Returns 116 
SELECT ASCII('T') -- Returns 84 
SELECT ASCII('This') -- Returns 84

がUnicodeで、のがASCIIではないがのでなは、127よりきいがされます。

SELECT ASCII(N'ï') -- returns 239 when `SERVERPROPERTY('COLLATION') = 
'SQL_Latin1_General_CP1_CI_AS'`

がUnicodeで、のでのをすことができないは、63のintがされますASCIIのをします。

SELECT ASCII(N'�') -- returns 63 
SELECT ASCII(nchar(2039)) -- returns 63

CharIndex

ののでにれるのインデックスをします。

パラメータリスト

する80001. 

するのなデータとさ、バイナリをむ2. 
オプションインデックスをします。 intまたはbig intの。または1の、のからがされます。3. 

するがvarchar(max) 、 nvarchar(max)またはvarbinary(max)、 CHARINDEXはbigintをします。それのは
、 intをします。

SELECT CHARINDEX('is', 'this is my string') -- returns 3 
SELECT CHARINDEX('is', 'this is my string', 4) -- returns 6 
SELECT CHARINDEX(' is', 'this is my string') -- returns 5
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チャー

int ASCIIコードでされるcharをします。

SELECT CHAR(116) -- Returns 't' 
SELECT CHAR(84)  -- Returns 'T'

これは、しい/CHAR(10) 、CHAR(13)などをするためにできます。までにAsciiTable.comをしてくださ
い。

のが0255でない、CHARはNULLしNULL 。  
CHARのりデータはchar(1)

レン

のをします。  
LENはのスペースをします。

SELECT LEN('My string'), -- returns 9 
       LEN('My string   '), -- returns 9 
       LEN('   My string') -- returns 12

のスペースをむさがましいは、これをするためのいくつかのがありますが、それぞれにはがあり
ます。 1つのは、に1をして、 LENから1をいたものをすることです。

DECLARE @str varchar(100) = 'My string   ' 
SELECT LEN(@str + 'x') - 1 -- returns 12

は、またはのがであり、なのがされ、のさがのをカウントしないです。これにするために、のバ
ージョンはをし、ののをにしてすべてのケースでしいをもたらします。これにより、サロゲート
ペアとなをむしいがられます。するのになテクニックのようです

SELECT LEN(CONVERT(NVARCHAR(MAX), @str) + 'x') - 1

もう1つのは、 DATALENGTHをするDATALENGTHです。

DECLARE @str varchar(100) = 'My string   ' 
SELECT DATALENGTH(@str) -- returns 12

ただし、 DATALENGTHはメモリーののさをバイトでしますが、がDATALENGTH 。これは、 varcharと
nvarcharではなります。

DECLARE @str nvarchar(100) = 'My string   ' 
SELECT DATALENGTH(@str) -- returns 24

これをするには、のデータを1のデータじでなければならないでします。のではこれをい、ターゲ
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ットがのもし、ゼロをしています。

DECLARE @str nvarchar(100) = 'My string   ' 
SELECT DATALENGTH(@str) / DATALENGTH(LEFT(LEFT(@str, 1) + 'x', 1)) -- returns 12

ただし、これでもSQL Server 2012ではがあります。にサロゲートペアがまれていると、ながさ
れますのはじののよりもくのバイトをめることがあります。

もう1つのは、 REPLACEをしてをのにし、のLENをるです。これにより、すべてのケースでしいがら
れますが、いではがにくなります。

SQL Server 2012

にされた2つののであるをします。 CONCATは2つのをけれます。

SELECT CONCAT('This', ' is', ' my', ' string') -- returns 'This is my string'

+ をしてをするのとはなり、NULLをconcatにすとににされます。

SELECT CONCAT('This', NULL, ' is', ' my', ' string'), -- returns 'This is my string' 
       'This' + NULL + ' is' + ' my' + ' string' -- returns NULL.

また、のはににされます

SELECT CONCAT('This', ' is my ', 3, 'rd string') -- returns 'This is my 3rd string'

もにされるため、でしたりにキャストするはありません。

DECLARE @Age INT=23; 
SELECT CONCAT('Ram is ', @Age,' years old');  -- returns 'Ram is 23 years old'

SQL Server 2012

いバージョンはCONCATをサポートしていないため、わりに + をするがあります。は、このように
するために、キャストまたはにするがあります。

SELECT 'This is the number ' + CAST(42 AS VARCHAR(5)) --returns 'This is the number 42'

げる

すべてのをにしたに、 varcharまたはnvarchar をします。

パラメーター

。にvarcharできるまたはバイナリデータのの。1. 

SELECT LOWER('This IS my STRING') -- Returns 'this is my string' 
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DECLARE @String nchar(17) = N'This IS my STRING'; 
SELECT LOWER(@String) -- Returns 'this is my string'

アッパー

すべてのをにしたに varcharまたはnvarchar をします。

パラメーター

。にvarcharできるまたはバイナリデータのの。1. 

SELECT UPPER('This IS my STRING') -- Returns 'THIS IS MY STRING' 
 
DECLARE @String nchar(17) = N'This IS my STRING'; 
SELECT UPPER(@String) -- Returns 'THIS IS MY STRING'

LTrim

のすべての、つまりからののをしたに、 varcharまたはnvarchar をします。

パラメーター

。にvarcher  text 、 ntext 、 imageをくにできるまたはバイナリデータの。1. 

SELECT LTRIM('    This is my string') -- Returns 'This is my string'

RTrim

のをすべてしたの varcharまたはnvarchar をします。は、のからのがなくなるまできされます。

パラメーター

。にvarcher  text 、 ntext 、 imageをくにできるまたはバイナリデータの。1. 

SELECT RTRIM('This is my string     ') -- Returns 'This is my string'

Unicode

のののUnicodeをすをします。

パラメーター

Unicode。のなncharまたはnvarchar。1. 

SELECT UNICODE(N'Ɛ') -- Returns 400 
 
DECLARE @Unicode nvarchar(11) = N'Ɛ is a char' 

https://riptutorial.com/ja/home 258



SELECT UNICODE(@Unicode) -- Returns 400

NChar

UnicodeでされているにするUnicode nchar(1)またはnvarchar(2) をします。

パラメーター

。 065535のの、またはデータベースのでCSフラグがサポートされている、サポートされる
は01114111です。がこのにない、 nullがってきた。

1. 

SELECT NCHAR(257) -- Returns 'ā' 
SELECT NCHAR(400) -- Returns 'Ɛ'

のでをします。

パラメーター

。にvarcharできるのまたはバイナリデータ。1. 

Select REVERSE('Sql Server') -- Returns 'revreS lqS'

PatIndex

されたでされたパターンがにするをします。

パラメーター

パターン。つかったシーケンスをむ。は8000にされています。パターンにはワイルドカー
ド % 、 _ をできます。パターンがワイルドカードでまらないは、のにあるものにのみするこ
とがあります。ワイルドカードでわらないは、のにあるものにのみします。

1. 

。のデータ。2. 

SELECT PATINDEX('%ter%', 'interesting') -- Returns 3. 
 
SELECT PATINDEX('%t_r%t%', 'interesting') -- Returns 3. 
 
SELECT PATINDEX('ter%', 'interesting') -- Returns 0, since 'ter' is not at the start. 
 
SELECT PATINDEX('inter%', 'interesting') -- Returns 1. 
 
SELECT PATINDEX('%ing', 'interesting') -- Returns 9. 

スペース

りされるスペースの varchar をします。
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パラメーター

。で、8000までです。のはnullがされます。 0の、のがされます。 8000のをすには、
Replicateをいます。

1. 

SELECT SPACE(-1) -- Returns NULL 
SELECT SPACE(0)  -- Returns an empty string 
SELECT SPACE(3)  -- Returns '   ' (a string containing 3 spaces)

する

されただけをりします。

パラメーター

。には、またはバイナリデータをできます。1. 
。 bigintをむの。の、 nullがされます。 0の、のがされます。2. 

SELECT REPLICATE('a', -1)  -- Returns NULL 
 
SELECT REPLICATE('a', 0)  -- Returns '' 
 
SELECT REPLICATE('a', 5)  -- Returns 'aaaaa' 
 
SELECT REPLICATE('Abc', 3) -- Returns 'AbcAbcAbc'

のがvarchar(max)またはnvarchar(max)でなければ、りは8000をえません。りがそのをえてしまうを
するに、レプリケートがします。

SELECT LEN(REPLICATE('a b c d e f g h i j k l', 350)) -- Returns 7981 
 
SELECT LEN(REPLICATE(cast('a b c d e f g h i j k l' as varchar(max)), 350)) -- Returns 8050

されたサブストリングのすべてのがのサブストリングにきえられているストリング varcharまたは
nvarchar をnvarcharます。

パラメーター

。これはされるです。またはバイナリのデータにすることができます。1. 
パターン。これはきえられるサブストリングです。またはバイナリのデータにすることがで
きます。 patternはのにすることはできません。

2. 

。これは、パターンのサブストリングをきえるサブストリングです。これは、データまたは
バイナリデータです。

3. 

SELECT REPLACE('This is my string', 'is', 'XX') -- Returns 'ThXX XX my string'.

ノート

•
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のがvarchar(max)またはnvarchar(max)でなければ、 replaceは8,000でりをりてます。
りのデータはデータにします。のいずれかがnvarcharはnvarchar 、それのはvarcharします。•
いずれかのパラメータがNULLはNULL•

String_Split

SQL Server 2016

りをしてをします。 STRING_SPLIT()はテーブルのであるため、 FROMでするがあります。

パラメーター

。の char 、 nchar 、 varcharまたはnvarchar 1. 

セパレータ。のタイプ char(1) 、 nchar(1) 、 varchar(1)またはnvarchar(1) の。2. 

にのフラグメントがまれるのテーブルをします。のは、 value 、およびデータはnvarcharのパラメ
ータのいずれかのいずれかであるにncharまたはnvarcharさもなければ、 varchar 。

のでは、スペースをりとしてしてをします。

SELECT value FROM STRING_SPLIT('Lorem ipsum dolor sit amet.', ' ');

value 
----- 
Lorem 
ipsum 
dolor 
sit 
amet.

STRING_SPLITは、レベル130でのみできます。データベースのレベルが130よりい、
SQL ServerはSTRING_SPLITをつけてできません。のコマンドをして、データベースの
レベルをできます。

ALTER DATABASE [database_name] SET COMPATIBILITY_LEVEL = 130

SQL Server 2016

いバージョンのSQL Serverには、がみまれていません。をするをするくのユーザーがあります。 
Aaron Bertrandの「 」をしいでむことができます。 あるいは、そのをにするためののです。

Str

データからされたデータ varchar をします。

パラメーター

。をむデータ。1. 
2. 
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さオプション。、、およびのスペースなをむ、されるののさ。デフォルトは10です。
。 オプション。の。 16よりきい、はのの16にりてられます。3. 

SELECT STR(1.2) -- Returns '         1' 
 
SELECT STR(1.2, 3) -- Returns '  1' 
 
SELECT STR(1.2, 3, 2) -- Returns '1.2' 
 
SELECT STR(1.2, 5, 2) -- Returns ' 1.20' 
 
SELECT STR(1.2, 5, 5) -- Returns '1.200' 
 
SELECT STR(1, 5, 2) -- Returns ' 1.00' 
 
SELECT STR(1) -- Returns '         1'

クォートネーム

なSQL ServerでられたにするためにりでまれたUnicodeをします。

パラメーター

。 Unicodeデータの。128 sysname 。が128をえる、はnullしnull 。1. 

。 オプション 。りとしてするの。 でありる'または``、またはのブラケット { 、 [ 、 ( 、 <
または> 、 ) 、 ] 、 } または " 。のは、NULLをしますデフォルトはでまれています。

2. 

SELECT QUOTENAME('what''s my name?')      -- Returns [what's my name?] 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '[') -- Returns [what's my name?] 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', ']') -- Returns [what's my name?] 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '''') -- Returns 'what''s my name?' 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '"') -- Returns "what's my name?" 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', ')') -- Returns (what's my name?) 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '(') -- Returns (what's my name?) 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '<') -- Returns <what's my name?> 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '>') -- Returns <what's my name?> 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '{') -- Returns {what's my name?} 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '}') -- Returns {what's my name?} 
 
SELECT QUOTENAME('what''s my name?', '`') -- Returns `what's my name?`

Soundex

2つののをする4コード varchar をします。

パラメーター
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。データの。1. 

soundexは、したときにがどのようにするかにづいて4のコードをします。のcharはパラメータの
ののバージョン、りの3はのをすですされるa、e、i、o、u、h、w、yはく 。

SELECT SOUNDEX ('Smith') -- Returns 'S530' 
 
SELECT SOUNDEX ('Smythe') -- Returns 'S530'

2つののsoundexのをす int をします。

パラメーター

1。1. 

2。2. 

のパラメーターは、データのです。

されるは、じパラメータのsoundexのです。したがって、4はがにていることをし、0はになるこ
とをします。

SELECT  SOUNDEX('Green'),  -- G650 
        SOUNDEX('Greene'),  -- G650 
        DIFFERENCE('Green','Greene') -- Returns 4 
 
SELECT  SOUNDEX('Blotchet-Halls'),  -- B432 
        SOUNDEX('Greene'),  -- G650 
        DIFFERENCE('Blotchet-Halls', 'Greene') -- Returns 0

フォーマット

SQL Server 2012

されたとカルチャされているでフォーマットされたNVARCHARをします。これは、にをにするため
にされます。

パラメーター

value 。フォーマットするためにサポートされるデータの。なタイプはのとおりです。1. 
format 。 NVARCHARのパターン。 およびカスタムのについては、Microsoftのドキュメントを
してください。

2. 

culture 。 オプション 。カルチャをするnvarcharデフォルトは、のセッションのカルチャで
す。

3. 

フォーマットをする

DECLARE @d DATETIME = '2016-07-31'; 
 
SELECT 
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    FORMAT ( @d, 'd', 'en-US' ) AS 'US English Result' -- Returns '7/31/2016' 
   ,FORMAT ( @d, 'd', 'en-gb' ) AS 'Great Britain English Result' -- Returns '31/07/2016' 
   ,FORMAT ( @d, 'd', 'de-de' ) AS 'German Result' -- Returns '31.07.2016' 
   ,FORMAT ( @d, 'd', 'zh-cn' ) AS 'Simplified Chinese (PRC) Result' -- Returns '2016/7/31' 
   ,FORMAT ( @d, 'D', 'en-US' ) AS 'US English Result' -- Returns 'Sunday, July 31, 2016' 
   ,FORMAT ( @d, 'D', 'en-gb' ) AS 'Great Britain English Result' -- Returns '31 July 2016' 
   ,FORMAT ( @d, 'D', 'de-de' ) AS 'German Result' -- Returns 'Sonntag, 31. Juli 2016'

カスタムをする

SELECT FORMAT( @d, 'dd/MM/yyyy', 'en-US' ) AS 'DateTime Result' -- Returns '31/07/2016' 
      ,FORMAT(123456789,'###-##-####') AS 'Custom Number Result' -- Returns '123-45-6789', 
      ,FORMAT( @d,'dddd, MMMM dd, yyyy hh:mm:ss tt','en-US') AS 'US' -- Returns 'Sunday, July 
31, 2016 12:00:00 AM' 
      ,FORMAT( @d,'dddd, MMMM dd, yyyy hh:mm:ss tt','hi-IN') AS 'Hindi' -- Returns रविवार, जुलाई 31, 
2016 12:00:00 पूर्वाह्न 
      ,FORMAT ( @d, 'dddd', 'en-US' )  AS 'US' -- Returns 'Sunday' 
      ,FORMAT ( @d, 'dddd', 'hi-IN' )  AS 'Hindi' -- Returns 'रविवार'

FORMATは、 CURRENCY 、 PERCENTAGE 、およびNUMBERSにもできます。

DECLARE @Price1 INT = 40 
SELECT FORMAT(@Price1,'c','en-US') AS 'CURRENCY IN US Culture' -- Returns '$40.00' 
       ,FORMAT(@Price1,'c','de-DE') AS 'CURRENCY IN GERMAN Culture' -- Returns '40,00 €'

のをできます。

DECLARE @Price DECIMAL(5,3) = 40.356 
SELECT FORMAT( @Price, 'C') AS 'Default', -- Returns '$40.36' 
       FORMAT( @Price, 'C0') AS 'With 0 Decimal', -- Returns '$40' 
       FORMAT( @Price, 'C1') AS 'With 1 Decimal', -- Returns '$40.4' 
       FORMAT( @Price, 'C2') AS 'With 2 Decimal', -- Returns '$40.36'

PERCENTAGE

   DECLARE @Percentage float = 0.35674 
   SELECT FORMAT( @Percentage, 'P') AS '% Default', -- Returns '35.67 %' 
   FORMAT( @Percentage, 'P0') AS '% With 0 Decimal', -- Returns '36 %' 
   FORMAT( @Percentage, 'P1') AS '% with 1 Decimal'  -- Returns '35.7 %'

DECLARE @Number AS DECIMAL(10,2) = 454545.389 
SELECT FORMAT( @Number, 'N','en-US') AS 'Number Format in US', -- Returns '454,545.39' 
FORMAT( @Number, 'N','en-IN')  AS 'Number Format in INDIA', -- Returns '4,54,545.39' 
FORMAT( @Number, '#.0')     AS 'With 1 Decimal', -- Returns '454545.4' 
FORMAT( @Number, '#.00')    AS 'With 2 Decimal', -- Returns '454545.39' 
FORMAT( @Number, '#,##.00') AS 'With Comma and 2 Decimal', -- Returns '454,545.39' 
FORMAT( @Number, '##.00')   AS 'Without Comma and 2 Decimal', -- Returns '454545.39' 
FORMAT( @Number, '000000000') AS 'Left-padded to nine digits' -- Returns '000454545'

なのリスト ソース 

Category         Type             .Net type 
------------------------------------------- 
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Numeric          bigint           Int64 
Numeric          int              Int32 
Numeric          smallint         Int16 
Numeric          tinyint          Byte 
Numeric          decimal          SqlDecimal 
Numeric          numeric          SqlDecimal 
Numeric          float            Double 
Numeric          real             Single 
Numeric          smallmoney       Decimal 
Numeric          money            Decimal 
Date and Time    date             DateTime 
Date and Time    time             TimeSpan 
Date and Time    datetime         DateTime 
Date and Time    smalldatetime    DateTime 
Date and Time    datetime2        DateTime 
Date and Time    datetimeoffset   DateTimeOffset

でないカルチャのエラーについては、 FORMATはNULLをしNULL 。たとえば、formatでされたが
でない、 NULLがされます。

•

FORMATは、.NET FrameworkランタイムCLRのをFORMATとしています。•

FORMATは、コロンとピリオドをエスケープするがあるというCLRのにしています。したがっ
て、フォーマット2パラメータにコロンまたはピリオドがまれている、1パラメータがデー
タのは、コロンまたはピリオドをバックスラッシュでエスケープするがあります。

•

FORMATドキュメンテーションのをしたとのもしてください。

String_エスケープ

SQL Server 2016

テキストのをエスケープし、エスケープされたでテキスト nvarchar(max) をします。

パラメーター

テキスト。エスケープするがあるをすnvarcharです。1. 

タイプ。されるルールをエスケープします。サポートされているは'json'のみです。2. 

SELECT STRING_ESCAPE('\   / 
\\    "     ', 'json') -- returns '\\\t\/\n\\\\\t\"\t'

エスケープされるのリスト

Special character    Encoded sequence 
------------------------------------- 
Quotation mark (")   \" 
Reverse solidus (\)  \\ 
Solidus (/)          \/ 
Backspace            \b 
Form feed            \f 
New line             \n 
Carriage return      \r 
Horizontal tab       \t 
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Control character    Encoded sequence 
------------------------------------ 
CHAR(0)            \u0000 
CHAR(1)            \u0001 
...                ... 
CHAR(31)           \u001f

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4113/
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95: 

EOMONTH  [、month_to_add]•

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187819.aspxによると 、 DateTimeは3msまでしかでは
ありません。

のめのにすように、のは.000、.003、または.007のでされます。

ユーザーの システム

01/01/98 235959.999 1998-01-02 000000.000

------ ------

01/01/98 235959.995 199811235959.997

01/01/98 235959.996

01/01/98 235959.997

01/01/98 235959.998

------ ------

01/01/98 235959.992 199811235959.993

01/01/98 235959.993

01/01/98 235959.994

------ ------

01/01/98 235959.990 199811235959.990

01/01/98 235959.991

------ ------

さらにがなは、 time 、 datetime2またはdatetimeoffsetをするがあります。

Examples

CONVERTをしたとの

CONVERTをして、データをされたにキャストできます。
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SELECT GETDATE() AS [Result] -- 2016-07-21 07:56:10.927

みみのコードをして、のにすることもできます。 SQL Serverにみまれているオプションはのとお
りです。

DECLARE @convert_code INT = 100 -- See Table Below 
SELECT CONVERT(VARCHAR(30), GETDATE(), @convert_code) AS [Result]

@convert_code

100 "Jul 21 2016 7:56 AM"

101 "07/21/2016"

102 "2016.07.21"

103 "21/07/2016"

104 "21.07.2016"

105 "21-07-2016"

106 "2016721"

107 "2016721"

108 "07:57:05"

109 "Jul 21 2016 75745707AM"

110 "07-21-2016"

111 "2016/07/21"

112 "20160721"

113 "21 Jul 2016 075759553"

114 "075759553"

120 "2016-07-21 07:57:59"

121 "2016-07-21 075759.553"

126 "2016-07-21T075834.340"

127 "2016-07-21T075834.340"

130 "161437 75834340AM"

131 "16/10/1437 75834340AM"
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SELECT GETDATE() AS [Result]                                -- 2016-07-21 07:56:10.927 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),100) AS [Result] -- Jul 21 2016  7:56AM 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),101) AS [Result] -- 07/21/2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),102) AS [Result] -- 2016.07.21 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),103) AS [Result] -- 21/07/2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),104) AS [Result] -- 21.07.2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),105) AS [Result] -- 21-07-2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),106) AS [Result] -- 21 Jul 2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),107) AS [Result] -- Jul 21, 2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),108) AS [Result] -- 07:57:05 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),109) AS [Result] -- Jul 21 2016  7:57:45:707AM 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),110) AS [Result] -- 07-21-2016 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),111) AS [Result] -- 2016/07/21 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),112) AS [Result] -- 20160721 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),113) AS [Result] -- 21 Jul 2016 07:57:59:553 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),114) AS [Result] -- 07:57:59:553 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),120) AS [Result] -- 2016-07-21 07:57:59 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),121) AS [Result] -- 2016-07-21 07:57:59.553 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),126) AS [Result] -- 2016-07-21T07:58:34.340 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),127) AS [Result] -- 2016-07-21T07:58:34.340 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),130) AS [Result] -- 16 ???? 1437  7:58:34:340AM 
UNION SELECT CONVERT(VARCHAR(30),GETDATE(),131) AS [Result] -- 16/10/1437  7:58:34:340AM

FORMATをしたとの

SQL Server 2012

しい FORMAT()することができます。

これをすると、 DATETIMEフィールドをのカスタムVARCHARフォーマットにできます。

DECLARE @Date DATETIME = '2016-09-05 00:01:02.333' 
 
SELECT FORMAT(@Date, N'dddd, MMMM dd, yyyy hh:mm:ss tt')

20169512:01:02 AM

されているDATETIMEが2016-09-05 00:01:02.333、のは、されたのをしています。

yyyy 2016

yy 16

んー 9

MM 09

M 9

dddd

ddd
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DD 05

d 5

HH 00

H 0

hh 12

h 12

mm 01

m 1

SS 02

s 2

tt AM

t A

fff 333

ff 33

f 3

また、 FORMAT()にのをして、にされたをすることもできます。

DECLARE @Date DATETIME = '2016-09-05 00:01:02.333' 
 
SELECT FORMAT(@Date, N'U')

2016954:01:02 AM

D 201695

d 201495

F 20169512:01:02 AM

f 20169512:01

G 9/5/2016 12:01:02 AM

g 9/5/2016 12:01 AM
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M 95

O 2016-09-05T000102.3330000

R 20169500:01:02 GMT

s 2016-09-05T000102

T 12:01:02 AM

t 12:01

U 2016954:01:02 AM

あなた 2016-09-05 000102Z

Y 20169

のリストはen-USをしています。 3のパラメータをしてFORMAT()なるカルチャをできます。

DECLARE @Date DATETIME = '2016-09-05 00:01:02.333' 
 
SELECT FORMAT(@Date, N'U', 'zh-cn')

2016954:01:02

のDateTimeをする

みみGETDATEとGETUTCDATEそれぞれ、のとをタイムゾーンオフセットなしでします。

ののりは、SQL Serverのインスタンスがされているコンピュータのオペレーティングシステムに
づいています。

GETDATEのりは、オペレーティングシステムとじタイムゾーンののをします。 GETUTCDATE

のりは、のUTCをします。

いずれのも、せのSELECTまたはWHEREのブールのとしてめることができます。

-- example query that selects the current time in both the server time zone and UTC 
SELECT GETDATE() as SystemDateTime, GETUTCDATE() as UTCDateTime 
 
-- example query records with EventDate in the past. 
SELECT * FROM MyEvents WHERE EventDate < GETDATE() 

ののさまざまなバリエーションをすみみがいくつかあります

SELECT 
    GETDATE(),          --2016-07-21 14:27:37.447 
    GETUTCDATE(),       --2016-07-21 18:27:37.447 
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    CURRENT_TIMESTAMP,  --2016-07-21 14:27:37.447 
    SYSDATETIME(),      --2016-07-21 14:27:37.4485768 
    SYSDATETIMEOFFSET(),--2016-07-21 14:27:37.4485768 -04:00 
    SYSUTCDATETIME()    --2016-07-21 18:27:37.4485768

のとのためのDATEADD

な

DATEADD (datepart , number , datetime_expr) 

をするには、 numberがでなければなりません。をするには、 numberがでなければなりません。

DECLARE @now DATETIME2 = GETDATE(); 
SELECT @now;                        --2016-07-21 14:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(YEAR, 1, @now)       --2017-07-21 14:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(QUARTER, 1, @now)    --2016-10-21 14:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(WEEK, 1, @now)       --2016-07-28 14:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(DAY, 1, @now)        --2016-07-22 14:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(HOUR, 1, @now)       --2016-07-21 15:39:46.4170000 
SELECT DATEADD(MINUTE, 1, @now)     --2016-07-21 14:40:46.4170000 
SELECT DATEADD(SECOND, 1, @now)     --2016-07-21 14:39:47.4170000 
SELECT DATEADD(MILLISECOND, 1, @now)--2016-07-21 14:39:46.4180000

DATEADDはdatepartパラメータにもけれます。これらののは、するがあるためにはされません mmi 
、 wwwなど。

パーツ

とでできるdatepartはのとおりdatepart 。

datepart

yy、yyyy

qq、q

うーん

dy、y

dd、d

wk、ww

dw、w

hh

mi、n
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datepart

ss、s

ミリ ミズ

マイクロ mcs

ナノ ns

のは、するがあるためにはしないでください mmi 、 wwwなど。であれば month 、 minute 、 week 、 
weekdayなど、 datepartのいバージョンはさとをします。

をするためのDATEDIFF

な

DATEDIFF (datepart, datetime_expr1, datetime_expr2)

datetime_exprがdatetime_expr2としてにあるはのをし、そうでないはのをします。

DECLARE @now DATETIME2 = GETDATE(); 
DECLARE @oneYearAgo DATETIME2 = DATEADD(YEAR, -1, @now); 
SELECT @now                                    --2016-07-21 14:49:50.9800000 
SELECT @oneYearAgo                             --2015-07-21 14:49:50.9800000 
SELECT DATEDIFF(YEAR, @oneYearAgo, @now)       --1 
SELECT DATEDIFF(QUARTER, @oneYearAgo, @now)    --4 
SELECT DATEDIFF(WEEK, @oneYearAgo, @now)       --52 
SELECT DATEDIFF(DAY, @oneYearAgo, @now)        --366 
SELECT DATEDIFF(HOUR, @oneYearAgo, @now)       --8784 
SELECT DATEDIFF(MINUTE, @oneYearAgo, @now)     --527040 
SELECT DATEDIFF(SECOND, @oneYearAgo, @now)     --31622400

DATEDIFFでは、 datepartパラメータにもできます。これらののは、するがあるためにはされません 

mmi 、 wwwなど。

DATEDIFFをして、UTCとSQL Serverのローカルとののオフセットをすることもできます。のステ
ートメントは、UTCとタイムゾーンをむのオフセットをするためにできます。

select  DATEDIFF(hh, getutcdate(), getdate()) as 'CentralTimeOffset'

DATEPARTDATENAME

DATEPARTは、されたdatetimeのされたdatepartをとしてします。

DATENAMEは、されたのされたdatepartをすをします。には、 DATENAMEはまたはのをするのにもです
。

の、、またはをするためのもいくつかあります。これはそれぞれのdatepartでDATEPARTようにしま

https://riptutorial.com/ja/home 273



す。

DATEPART ( datepart , datetime_expr ) 
DATENAME ( datepart , datetime_expr ) 
DAY ( datetime_expr ) 
MONTH ( datetime_expr ) 
YEAR ( datetime_expr )

DECLARE @now DATETIME2 = GETDATE(); 
SELECT @now                       --2016-07-21 15:05:33.8370000 
SELECT DATEPART(YEAR, @now)       --2016 
SELECT DATEPART(QUARTER, @now)    --3 
SELECT DATEPART(WEEK, @now)       --30 
SELECT DATEPART(HOUR, @now)       --15 
SELECT DATEPART(MINUTE, @now)     --5 
SELECT DATEPART(SECOND, @now)     --33 
-- Differences between DATEPART and DATENAME: 
SELECT DATEPART(MONTH, @now)      --7 
SELECT DATENAME(MONTH, @now)      --July 
SELECT DATEPART(WEEKDAY, @now)    --5 
SELECT DATENAME(WEEKDAY, @now)    --Thursday 
--shorthand functions 
SELECT DAY(@now)    --21 
SELECT MONTH(@now)  --7 
SELECT YEAR(@now)   --2016

DATEPARTとDATENAMEは、 datepartパラメータにもけれます。これらののは、するがあるためにはさ
れません mmi 、 wwwなど。

ヶののをする

DATEADDとDATEDIFFをすると、ののをすことができます。

SELECT DATEADD(d, -1, DATEADD(m, DATEDIFF(m, 0, '2016-09-23') + 1, 0)) 
-- 2016-09-30 00:00:00.000

SQL Server 2012

EOMONTHは、ののをすためのよりなをし、をオフセットするためのオプションのパラメーターをっ
ています。

SELECT EOMONTH('2016-07-21')        --2016-07-31 
SELECT EOMONTH('2016-07-21', 4)     --2016-11-30 
SELECT EOMONTH('2016-07-21', -5)    --2016-02-29

DateTimeからDateをす

DateTimeオブジェクトからDateをすはたくさんあります

SELECT CONVERT(Date, GETDATE())1. 

SELECT DATEADD(dd, 0, DATEDIFF(dd, 0, GETDATE()))は、2016-07-21 000000.000をします。2. 
SELECT CAST(GETDATE() AS DATE)3. 
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SELECT CONVERT(CHAR(10),GETDATE(),111)4. 
SELECT FORMAT(GETDATE(), 'yyyy-MM-dd')5. 

オプション4と5はではなくをします。

のにのをするをする

このは、2つのパラメータ、DOB、およびをするをる

  CREATE FUNCTION [dbo].[Calc_Age] 
    ( 
    @DOB datetime , @calcDate datetime 
    ) 
    RETURNS int 
    AS 
   BEGIN 
declare @age int 
 
IF (@calcDate < @DOB  ) 
RETURN -1 
 
-- If a DOB is supplied after the comparison date, then return -1 
SELECT @age = YEAR(@calcDate) - YEAR(@DOB) + 
  CASE WHEN DATEADD(year,YEAR(@calcDate) - YEAR(@DOB) 
  ,@DOB) > @calcDate THEN -1 ELSE 0 END 
 
 
RETURN @age 
 
 
END

200011にまれたののをする

SELECT  dbo.Calc_Age('2000-01-01',Getdate())

CROSS PLATFORM DATE OBJECT

SQL Server 2012

Transact SQLでは、のように[DATEFROMPARTS][1] または[DATETIMEFROMPARTS][1] をしてオブジェク
トをDate またはDateTime としてできます。

 DECLARE @myDate DATE=DATEFROMPARTS(1988,11,28) 
 DECLARE @someMoment DATETIME=DATEFROMPARTS(1988,11,28,10,30,50,123)

するパラメーターは、 DATEFROMPARTSの、、、 DATETIMEFROMPARTSのは、、、、、、ミリをするがあ
ります。

これらのメソッドはであり、ホストマシンの、またはのにじてプレーンストリングをしてまたは
datetimeをするとするがあるため、するがあります。
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の

SQL サンプル

YY-MM-DD

SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、
20、8AS [YY-MM-DD]  

SELECT [YY-MM-DD]のように、SELECT REPLACE

CONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME、11、 '/'、 ' - '

11-06-08

YYYY-MM-DD

SELECT CONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、120AS 
[YYYY-MM-DD]  
SELECT [YYYY-MM-DD] ASPLAYCONVERTVARCHAR10、
SYSDATETIME、111、 '/'、 ' - '

20110608

YYYY-MD
AS VARCHAR2+ ' - ' + CASTDAYSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2+ ' - ' + CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR 2
AS [YYYY-MD]

2011-6-8

YY-MD
2+ ' - ' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + 
CASTDAYSYSDATETIME AS VARCHAR2AS [YY-MD]

11-6-8

MD-YYYY
[VARCHAR2+ ' - ' + CASTYEARSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2+ ' - ' + CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR 4AS 
[MD-YYYY]

6-8-2011

MD-YY
SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + 
CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + RIGHT
CASTYEARSYSDATETIME VARCHAR4、2AS [MD-YY]

6-8-11

DM-YYYY
2+ ' - ' + CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + 
CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR 4AS [DM-YYYY]

8-6-2011

DM-YY
SELECT CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ ' - ' + RIGHT
CASTYEARSYSDATETIME VARCHAR4、2AS [DM-YY]

8-6-11

YY-MM

SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR7、SYSDATETIME、20
、5AS [YY-MM]  

SELECT SUBSTRINGCONVERTVARCHAR10、
SYSDATETIME、120、3,5AS [YY-MM]

11-06

YYYY-MM
SELECT CONVERTVARCHAR7、SYSDATETIME、120AS 
[YYYY-MM]

2011-06

YY-M 2+ ' - ' + CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS [YY-M] 11-6

[YYYY-M] AS [VARCHAR4+ ' - ' + CASTSYSDATETIMEAS YYYY-M 2011-6
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SQL サンプル

VARCHAR2

MM-YY

SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME、5
、5AS [MM-YY]  

SELECT SUBSTRINGCONVERTVARCHAR8、
SYSDATETIME、5、4,5AS [MM-YY]

06-11

MM-YYYY
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、
105、7AS [MM-YYYY]

06-2011

M-YY
2AS [M-YY] AS VARCHAR2+ ' - ' + RIGHTCASTYEAR
SYSDATETIMEAS VARCHAR

6-11

M-YYYY
[M-YYYY] AS VARCHAR2+ ' - ' + CASTSYSDATETIMEAS 
VARCHAR4

6-2011

MM-DD
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、10AS 
[MM-DD]

06-08

DD-MM
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、5AS [DD-
MM]

08-06

MD
AS VARCHAR2+ [ - ] + CASTDAYSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2AS [MD]

6-8

DM
AS [DM] AS VARCHAR2+ ' - ' + CASTMONTHSYSDATETIME
AS VARCHAR2

8-6

M / D / YYYY
[VARCHAR2+ '/' + CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR
2+ '/' + CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR 4AS [M / D / 
YYYY]

2011/06/8

M / D / YY
SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '/' + 
CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '/' + RIGHTCAST
YEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、2AS [M / D / YY]

2011/06/08

D / M / YYYY
[VARCHAR2+ '/' + CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR
2+ '/' + CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR 4AS [D / M / 
YYYY]

2011/08/6

D / M / YY
SELECT CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '/' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '/' + RIGHT
CASTYEARSYSDATETIME VARCHAR4、2AS [D / M / YY]

11/08/06

YYYY / M / D
AS VARCHAR2+ '/' + CASTDAYSYSDATETIMEAS 
VARCHAR4+ '/' + CASTSYSDATETIMEAS VARCHAR 2AS 
[YYYY / M / D]

2011/6/8
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SQL サンプル

YY / M / D
2+ '/' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '/' + 
CASTDAYSYSDATETIME AS VARCHAR2AS [YY / M / D]

11/6/8

MM / YY
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME、3
、5AS [MM / YY]

06/11

MM / YYYY
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、
103、7AS [MM / YYYY]

06/2011

M / YY
2AS [M / YY] AS VARCHAR2+ '/' + RIGHTCASTYEAR
SYSDATETIMEAS VARCHAR

6/11

M / YYYY
[M / YYYY] AS VARCHAR2+ '/' + CASTYEARSYSDATETIME
AS VARCHAR4

6/2011

YY / MM
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、11AS 
[YY / MM]

11/06

YYYY / MM
SELECT CONVERTVARCHAR7、SYSDATETIME、111AS 
[YYYY / MM]

2011/06

YY / M
2+ '/' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS [YY / 
M]

11/6

YYYY / M
AS VARCHAR2AS [YYYY / M] + '/' + CASTSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2

2011/6

MM / DD
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、1AS [MM 
/ DD]

06/08

DD / MM
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、3AS [DD 
/ MM]

08/06

M / D
[M / D] AS VARCHAR2+ '/' + CASTSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2

6/8

D / M
[D / M] AS VARCHAR2+ '/' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS 
VARCHAR2

8/6

MM.DD.YYYY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME
、101、 '/'、 '。'AS [MM.DD.YYYY]

06.08.2011

MM.DD.YY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME
、1、 '/'、 '。'AS [MM.DD.YY]

06.08.11

SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + CASTYEAR

MDYYYY 6.8.2011
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SQL サンプル

SYSDATETIMEAS VARCHAR4AS [MDYYYY]

MDYY
SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + RIGHT
CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、2AS [MDYY]

6.8.11

DD.MM.YYYY
SELECT CONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、104AS 
[DD.MM.YYYY]

08.06.2011

DD.MM.YY
SELECT CONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、4AS 
[DD.MM.YY]

08.06.11

DMYYYY
SELECT CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + CAST
YEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4AS [DMYYYY]

8.6.2011

DMYY
SELECT CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + RIGHT
CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、2AS [DMYY]

8.6.11

YYYY.MD
SELECT CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4+ '。' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + CAST
DAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS [YYYY.MD]

2011.6.8

YY.MD
SELECT RIGHTCASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、
2+ '。' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTDAYSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS [YY.MD]

11.6.8

MM.YYYY
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME、
104、7AS [MM.YYYY]

06.2011

MM.YY
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME、4
、5AS [MM.YY]

06.11

M.YYYY
SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4AS [M.YYYY]

6.2011

M.YY
SELECT CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '。' + 
RIGHTCASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、2AS 
[M.YY]

6.11

YYYY.MM
SELECT CONVERTVARCHAR7、SYSDATETIME、102AS 
[YYYY.MM]

2011.06

SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、2AS YY.MM 11.06
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SQL サンプル

[YY.MM]

YYYY.M
SELECT CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4+ '。' + 
CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS [YYYY.M]

2011.6

YY.M
SELECT RIGHTCASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、
2+ '。' + CASTMONTHSYSDATETIMEAS VARCHAR2AS 
[YY.M]

11.6

MM.DD
SELECT RIGHTCONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME、2
、5AS [MM.DD]

06.08

DD.MM
SELECT CONVERTVARCHAR5、SYSDATETIME、4AS 
[DD.MM]

08.06

MMDDYYYY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME
、101、 '/'、 ''AS [MMDDYYYY]

06082011

MMDDYY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME
、1、 '/'、 ''AS [MMDDYY]

060811

DDMMYYYY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR10、SYSDATETIME
、103、 '/'、 ''AS [DDMMYYYY]

08062011

DDMMYY
SELECT REPLACECONVERTVARCHAR8、SYSDATETIME
、3、 '/'、 ''AS [DDMMYY]

080611

MMYYYY
SELECT RIGHTVARCHAR10、SYSDATETIME、103、 '/'、 ''
6AS [MMYYYY]

062011

MMYY
SELECT RIGHTREPLACECONVERTVARCHAR8、
SYSDATETIME、3、 '/'、 ''、4AS [MMYY]

0611

YYYYMM
SELECT CONVERTVARCHAR6、SYSDATETIME、112AS 
[YYYYMM]

201106

YYMM
SELECT CONVERTVARCHAR4、SYSDATETIME、12AS 
[YYMM]

1106

DD、YYYY
2+ '、' + DATENAMEYEAR、SYSDATETIMEAS [DD、YYYY]
されたMONTH、SYSDATETIME+ '+' 0 '+ DATENAMEDAY、
SYSDATETIME

201168

YYYY
、SYSDATETIME、3+ '' + DATENAMEYEAR、
SYSDATETIMEAS [Mon YYYY]

20116
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SQL サンプル

YYYY
、SYSDATETIME+ '' + DATENAMEYEAR、SYSDATETIME
AS [YYYY]

20116

DD 2+ 'DATENAMEMONTH、SYSDATETIMEAS [DD Month]DD 68

DD
2AS [Month DD]、SYSDATETIME+ '' + RIGHT '0' + 

DATENAMEDAY、SYSDATETIME
68

DDYY
CASTYEARSYSDATETIMEAS VARCHAR4、2CASTDAY
SYSDATETIMEAS VARCHAR2+ '+ + DATENAME AS [DDYY]

08118

DDYYYY
[DD Month YYYY] + DATENAMEYEAR、SYSDATETIMEとに
、 '0' + DATENAMEDAY、SYSDATETIME、2+ 'DATENAME

、SYSDATETIME+

201168

Mon-YY
SELECT REPLACERIGHTCONVERTVARCHAR9、
SYSDATETIME、6、6、 ''、 ' - 'AS [Mon-YY]

Jun-08

-YYYY
SELECT REPLACERIGHTCONVERTVARCHAR11、
SYSDATETIME、106、8、 ''、 ' - 'AS [Mon-YYYY]

20116

DD-Mon-YY
SELECT [SYSDATETIME、CONVERT9、SYSDATETIME、6
、 ''、 ' - 'AS [DD-Mon-YY]

08-Jun-11

DD-Mon-
YYYY

SELECT [DD-Mon-YYYY]のように、SELECT REPLACE

CONVERTVARCHAR11、SYSDATETIME、106、 ''、 ' -
201168

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/1471/
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96: のをする

パラメーター

パラメータ

@FromDate されたのな。

@まで されたのな。

ほとんどのは、そのでシーケンスをするのではなく、Datesテーブルをすることをおめします。 
http://dba.stackexchange.com/questions/86435/filling-in-date-holes-in-grouped-by-date-sql-dataを
してください。

Examples

CTEによるの

CTEをすると、なをできます。

Declare  @FromDate    Date = '2014-04-21', 
         @ToDate      Date = '2014-05-02' 
 
;With DateCte (Date) As 
( 
    Select  @FromDate Union All 
    Select  DateAdd(Day, 1, Date) 
    From    DateCte 
    Where   Date < @ToDate 
) 
Select  Date 
From    DateCte 
Option  (MaxRecursion 0)

デフォルトMaxRecursionがになり、このをして100の、100ののであるOption (MaxRecursion N)クエ
リのセグメント、 NであるMaxRecursion。これを0すると、 MaxRecursionがにされます。

タリーをしたの

のをするのは、タリーをしてののをすることです。

Declare   @FromDate   Date = '2014-04-21', 
          @ToDate     Date = '2014-05-02' 
 
;With 
   E1(N) As (Select 1 From (Values (1), (1), (1), (1), (1), (1), (1), (1), (1), (1)) DT(N)), 
   E2(N) As (Select 1 From E1 A Cross Join E1 B), 
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   E4(N) As (Select 1 From E2 A Cross Join E2 B), 
   E6(N) As (Select 1 From E4 A Cross Join E2 B), 
   Tally(N) As 
   ( 
        Select    Row_Number() Over (Order By (Select Null)) 
        From    E6 
   ) 
Select   DateAdd(Day, N - 1, @FromDate) Date 
From     Tally 
Where    N <= DateDiff(Day, @FromDate, @ToDate) + 1

オンラインでのをするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/3232/のをする
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97: 

パラメーター

オプションの
パラメータ

WITH PRIVATE 
KEY

CREATE CERTIFICATEでは、プライベートキーをできます。 
(FILE='D:\Temp\CertTest\private.pvk', DECRYPTION BY PASSWORD = 'password');

DERのはにします。しかし、Base64がされると、SQLサーバーはメッセージにをうでしょう

Msg 15468, Level 16, State 6, Line 1 
An error occurred during the generation of the certificate.

Base64をOSのストアにインポートして、DERバイナリにエクスポートできるようにします。

もう1つのなことは、をして、のものをOSレベルまですることです。 「データベース/ TDEの」
のをしてください。

ののについては、 https  //msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187798.aspxをしてください。

データベース/ TDEののについては、 https //msdn.microsoft.com/en-us/library/bb934049.aspxを
してください。

データののについては、 https  //msdn.microsoft.com/en-us/library/ms188061.aspxをしてくださ
い。

Examples

による

CREATE CERTIFICATE My_New_Cert 
FROM FILE = 'D:\Temp\CertTest\certificateDER.cer' 
GO

をする

SELECT EncryptByCert(Cert_ID('My_New_Cert'), 
'This text will get encrypted') encryption_test

、でします。そのは、のによってされます。
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また、はのさにじてのさにされ、それのはNULLがされることにしてください。マイクロソフトは
のようにいている。「は512ビットRSAキーで53バイト、1024ビットキーで117バイト、2048ビ
ットで245バイトのが」

EncryptByAsymKeyにはじがあります。 UNICODEの、これは216ビット/でされるため、1024ビ
ットのキーでは58になります。

データベースの

USE TDE 
CREATE DATABASE ENCRYPTION KEY 
WITH ALGORITHM = AES_256 
ENCRYPTION BY SERVER CERTIFICATE My_New_Cert 
GO 
 
ALTER DATABASE TDE 
SET ENCRYPTION ON 
GO

これは、「データTransparent Data EncryptionTDE

による

-- Create the key and protect it with the cert 
CREATE SYMMETRIC KEY My_Sym_Key 
WITH ALGORITHM = AES_256 
ENCRYPTION BY CERTIFICATE My_New_Cert; 
GO 
 
-- open the key 
OPEN SYMMETRIC KEY My_Sym_Key 
DECRYPTION BY CERTIFICATE My_New_Cert; 
 
-- Encrypt 
SELECT EncryptByKey(Key_GUID('SSN_Key_01'), 'This text will get encrypted');

パスフレーズによる

SELECT EncryptByPassphrase('MyPassPhrase', 'This text will get encrypted')

また、キーのわりにパスフレーズをしてするか、またはなキーでします。

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7096/
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98: にされたアイデンティティ

Examples

SCOPE_IDENTITY

CREATE TABLE dbo.logging_table(log_id INT IDENTITY(1,1) PRIMARY KEY, 
                               log_message VARCHAR(255)) 
 
CREATE TABLE dbo.person(person_id INT IDENTITY(1,1) PRIMARY KEY, 
                        person_name VARCHAR(100) NOT NULL) 
GO; 
 
CREATE TRIGGER dbo.InsertToADifferentTable ON dbo.person 
AFTER INSERT 
AS 
    INSERT INTO dbo.logging_table(log_message) 
    VALUES('Someone added something to the person table') 
GO; 
 
INSERT INTO dbo.person(person_name) 
VALUES('John Doe') 
 
SELECT SCOPE_IDENTITY();

これは、のスコープで、じでされたのアイデンティティをします。この、dbo.personテーブルの
のに1がされます。

@@

CREATE TABLE dbo.logging_table(log_id INT IDENTITY(1,1) PRIMARY KEY, 
                               log_message VARCHAR(255)) 
 
CREATE TABLE dbo.person(person_id INT IDENTITY(1,1) PRIMARY KEY, 
                        person_name VARCHAR(100) NOT NULL) 
GO; 
 
CREATE TRIGGER dbo.InsertToADifferentTable ON dbo.person 
AFTER INSERT 
AS 
    INSERT INTO dbo.logging_table(log_message) 
    VALUES('Someone added something to the person table') 
GO; 
 
INSERT INTO dbo.person(person_name) 
VALUES('John Doe') 
 
SELECT @@IDENTITY;

これにより、スコープになく、じでにされたIDがされます。この、logging_tableのIDののはでも
、SQL Serverのインスタンスではのアクティビティはしていないとみなされ、このからのトリガ
はしません。
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IDENT_CURRENT 'tablename'

SELECT IDENT_CURRENT('dbo.person');

これにより、またはスコープになく、したテーブルでにされたIDがされます。

@@ IDENTITYとMAXID

SELECT MAX(Id) FROM Employees -- Display the value of Id in the last row in Employees table. 
GO 
INSERT INTO Employees (FName, LName, PhoneNumber) -- Insert a new row 
VALUES ('John', 'Smith', '25558696525') 
GO 
SELECT @@IDENTITY 
GO 
SELECT MAX(Id) FROM Employees -- Display the value of Id of the newly inserted row. 
GO

の2つのSELECTのはじです。

オンラインでにされたアイデンティティをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5674/にされ
たアイデンティティ
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99: とセキュリティ

Examples

ユーザーにオブジェクトをりてる

プロダクションでは、データをし、ストアドプロシージャをしたのみをすることをおめします。
つまり、アプリケーションでデータにしてCRUDをできず、がするがあります。パーミッション
のりては、がかかり、でになです。このため、SQL Serverデータベースにまれている
INFORMATION_SCHEMAerスキーマにまれているなのをするがです。

にパーミットでユーザーにパーミッションをにりてるわりに、のスクリプトをし、をコピーして
からQueryウィンドウでしてください。

SELECT 'GRANT EXEC ON core.' + r.ROUTINE_NAME + ' TO ' + <MyDatabaseUsername> 
FROM INFORMATION_SCHEMA.ROUTINES r 
WHERE r.ROUTINE_CATALOG = '<MyDataBaseName>'

オンラインでとセキュリティをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7929/とセキュリティ
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100: または

Examples

なルール

テーブルをするをえる

USE AdventureWorks; 
GRANT CREATE TABLE TO MelanieK; 
GO 

アプリケーションロールへのSHOWPLANの

USE AdventureWorks2012; 
GRANT SHOWPLAN TO AuditMonitor; 
GO 

GRANT OPTIONをしたCREATE VIEWの

USE AdventureWorks2012; 
GRANT CREATE VIEW TO CarmineEs WITH GRANT OPTION; 
GO 

のデータベースのユーザーにすべてのをえる

use YourDatabase 
go 
exec sp_addrolemember 'db_owner', 'UserName' 
go

オンラインでまたはをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5333/または
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101: とのり
に、テーブル、、プログラミングオブジェクト、エイリアスなどとしてT-SQLをしないことをお
めします。これらのキーワードをエスケープするは、できないデータベースをするにのみする。

については、のはではありません。 SQL Server Management Studioなどのツールをすると、が
され、がされていることにをうことができます。

Examples

な

SQL Serverのをエスケープするなは、 [と] をすることです。たとえば、 とはです。ただし、を
としてするオブジェクトがある、されるはのとおりです。

SELECT [Description] 
FROM   dbo.TableName 
WHERE  [Name] = 'foo'

SQL Serverのためののは、である'と、それはそのをにすることによってエスケープされます。
たとえば、じのO'Sheaというをするには、のをします。

SELECT [Description] 
FROM   dbo.TableName 
WHERE  [Name] = 'O''Shea'

オンラインでとのりをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7156/とのり
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102: なるバージョンのSQL Serverの20002016

き

2004からSQL Serverをしています。2000にまったSQL Server 2016をします。テーブル、ビュー
、、トリガ、ストアドプロシージャをし、くのSQLクエリをしましたが、バージョン。はそれを
googledしかし、ながら、は1つのですべてのをつけることはなかった。だからはさまざまなから
これらのをめてし、ここにれました。 2000から20までのすべてのバージョンのレベルのをする
だけです

Examples

SQL Server Version 2000 - 2016

SQL Server 2000では、のバージョンからのがされました。

しいデータがされましたBIGINT、SQL_VARIANT、TABLE1. 

のわりにとのためのトリガは、DDLへのとしてされました。2. 

カスケード。3. 
XMLサポート4. 

ユーザーのとパーティションビュー。5. 
インデックスきビューをむビューのインデックスをする。6. 

のバージョンから2005にされたはのとおりです。

"WITH TIES"オプションきのTOPの。1. 

INSERTEDおよびDELETEDをするためのデータコマンドDMLおよびOUTPUT2. 

PIVOTとUNPIVOT。3. 

TRY / CATCHブロックによる4. 

ランキング5. 
テーブルCTE6. 

ランタイムストアドプロシージャ、トリガ、などのオブジェクトをするための.NETの7. 

Service Brokerでとののメッセージの8. 

データユーザーのデータベースにされたデータのをサポートするネイティブ9. 
SMTPメール10. 

HTTPエンドポイントなT-SQLステートメントをしてエンドポイントをし、インターネット
でアクセスするオブジェクトをする

11. 

のアクティブなセットMARS。これにより、のクライアントからのなデータベースに、ごと
にのアクティブなをたせることができます。

12. 

SQL Server Integration ServicesなETL、およびみみツールとしてされます13. 

Analysis ServicesおよびReporting Servicesの。14. 

テーブルとインデックスの。 PARTITION SCHEMEをしてファイルグループにマップされ15. 
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た々のパーティションをつPARTITION FUNCTIONでされたパーティションにづいて、テー
ブルとインデックスのパーティショニングをにします。

のバージョンから2008にされたはのとおりです。

のDATEおよびTIMEデータの1. 

- SYSUTCDATETIMEとSYSDATETIMEOFFSETのようなしいは、2. 

スペアカラム - ディスクをにします。3. 
なユーザー2 GBのサイズ4. 

ストアドプロシージャとにテーブルデータをすためのを5. 
INSERT、UPDATEおよびDELETEのしいMERGEコマンド6. 

しいHierarchyIDデータ7. 

データ - のオブジェクトのおよびをする。8. 

GROUPING SETSによるクエリとレポートの - GROUP BYの。9. 

FILESTREAMストレージオプションの10. 

バージョン2008 R2では、のバージョンからのがされました。

PowerPivot - きなデータセットをする。1. 

レポートビルダー3.02. 
クラウドレディ3. 
StreamInsight4. 
マスターデータサービス5. 
SharePointとの6. 

DACPACデータアプリケーションコンポーネントパッケージ7. 

SQL Server 2008のそののの8. 

バージョン2012ののバージョンからされたはのとおりです。

ストア - なせでのI / Oおよびメモリーをします。1. 

ページネーション - ページネーションは、 "OFFSET"コマンドと "FETCH"コマンドをして
うことができます。

2. 

データベース - なデータにな。3. 
AlwaysOnグループ4. 

Windows Serverコアサポート5. 

ユーザーサーバーの6. 
ビッグデータサポート7. 
PowerView8. 
SQL Azureの9. 

モデルSSAS10. 

DQSデータサービス11. 

File Table - 2008にされたFILESTREAMの。12. 

THROWステートメントをむエラーの13. 

SQL Server Management Studioのデバッグの。 SQL Server 2012には、ブレークポイント
をするオプションがされています。 b。デバッグモードウィンドウの

14. 
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c。 IntelliSenseの - コードスニペットのなど。

バージョン2014では、のバージョンからのがされました。

インメモリOLTPエンジン - パフォーマンスを20させます。1. 

AlwaysOnの2. 

バッファプール3. 
ハイブリッドクラウドの4. 
ストアのストアなど5. 
クエリのパラレルSELECT INTOのように6. 

Office 365のためのPower BI7. 
8. 

データベースバックアップの9. 

のバージョンからバージョン2016でされたはのとおりです。

にされています - にされているため、やのデータをします。1. 
リアルタイム2. 
SQL ServerへのPolyBaseのインストール3. 

ネイティブJSONのサポート4. 

クエリストア5. 
AlwaysOnの6. 

メモリOLTP7. 

のTempDBデータベースファイル8. 

ストレッチデータベース9. 
レベルのセキュリティ10. 
インメモリの11. 

T-SQLのまたはSQL Server 2016の

PARTITIONをうTRUNCATE TABLE1. 

IFがするは2. 

STRING_SPLITとSTRING_ESCAPE3. 

ALTER TABLEは、WITHONLINE = ON | OFFをして、がオンラインのままのにくのをでき
るようになりました。

4. 

DBCC CHECKDB、DBCC CHECKTABLEおよびDBCC CHECKFILEGROUPのMAXDOP5. 

ALTER DATABASE SET AUTOGROW_SINGLE_FILEをします。6. 

ALTER DATABASE SET AUTOGROW_ALL_FILESをする7. 

COMPRESSとDECOMPRESS8. 
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FORMATMESSAGEステートメント9. 

2016にSERVERPROPERTYでさらに8つのプロパティがされました10. 

a。 InstanceDefaultDataPath

b。 InstanceDefaultLogPath

c。 ProductBuild

d。 ProductBuildType

e。 ProductMajorVersion

f。 ProductMinorVersion

g。 ProductUpdateLevel

h。 ProductUpdateReference

オンラインでなるバージョンのSQL Serverの20002016をむ https://riptutorial.com/ja/sql-

server/topic/10129/なるバージョンのsql-serverの-2000-2016-
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103: 

Examples

スクリプトの

マイグレーションするデータベースの�マウスをクリック - > Tasks - > Generate Scripts...1. 

ウィザードで[ Next ]をクリックしてするオブジェクトをし、もう[ Next ]をクリックし、[ 
Advanced ]スクロールをしクリックして、 Types of data to script Schema and dataします

2. 
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Nextをクリックし、[ Finishをクリックすると、データベースが.sqlファイルでスクリプトさ
れているはずです。

3. 

あなたのしいサーバーで.sqlファイルを.sqlと、するがあります。4. 

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/4451/
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104: データ

き

2つのデータ

X / Y

の/システム。のがあるので、でSQL Serverにどのをするかをらせるがあります。のSpatial 

Reference IDSRIDは4326で、はキロメートルでされます。これは、ほとんどのWebマップでされ
るデフォルトのSRIDです

Examples

ポイント

のPointをします。これは、されるクラスにじてジオメトリまたはポイントになります。

パラメータ

LatまたはX されるPointのxをすfloatです

ロングまたはY されるPointのyをすfloatです

ジオメトリ/のよくられたテキストWKB

バイナリ ジオメトリ/のWell Known BinaryWKB

SRID りたいジオメトリ/ジオグラフィインスタンスのIDSRIDをすintです

--Explicit constructor 
DECLARE @gm1 GEOMETRY = GEOMETRY::Point(10,5,0) 
 
DECLARE @gg1 GEOGRAPHY = GEOGRAPHY::Point(51.511601,-0.096600,4326) 
 
--Implicit constructor (using WKT - Well Known Text) 
DECLARE @gm1 GEOMETRY = GEOMETRY::STGeomFromText('POINT(5 10)', 0) 
 
DECLARE @gg1 GEOGRAPHY= GEOGRAPHY::STGeomFromText('POINT(-0.096600 51.511601)', 4326) 
 
--Implicit constructor (using WKB - Well Known Binary) 
DECLARE @gm1 GEOMETRY = GEOMETRY::STGeomFromWKB(0x010100000000000000000014400000000000002440, 
0) 
 
DECLARE @gg1 GEOGRAPHY= GEOGRAPHY::STGeomFromWKB(0x01010000005F29CB10C7BAB8BFEACC3D247CC14940, 
4326)
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オンラインでデータをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/6816/データ
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105: をページでする

Examples

Row_Number

SELECT Row_Number() OVER(ORDER BY UserName) As RowID, UserFirstName, UserLastName 
FROM Users

そこから、にページングするためにできるRowIDフィールドをつセットがされます。

SELECT * 
FROM 
    ( SELECT Row_Number() OVER(ORDER BY UserName) As RowID, UserFirstName, UserLastName 
      FROM Users 
    ) As RowResults 
WHERE RowID Between 5 AND 10

オンラインでをページでするをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5803/をページでする
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106: のべえ/べえ

Examples

まず、サンプルテーブルをしましょう。

-- Create a table as an example 
CREATE TABLE SortOrder 
( 
    ID INT IDENTITY PRIMARY KEY, 
    [Text] VARCHAR(256) 
) 
GO 
 
-- Insert rows into the table 
INSERT INTO SortOrder ([Text]) 
SELECT ('Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit') 
UNION ALL SELECT ('Pellentesque eu dapibus libero') 
UNION ALL SELECT ('Vestibulum et consequat est, ut hendrerit ligula') 
UNION ALL SELECT ('Suspendisse sodales est congue lorem euismod, vel facilisis libero 
pulvinar') 
UNION ALL SELECT ('Suspendisse lacus est, aliquam at varius a, fermentum nec mi') 
UNION ALL SELECT ('Praesent tincidunt tortor est, nec consequat dolor malesuada quis') 
UNION ALL SELECT ('Quisque at tempus arcu') 
GO

データをするときに、ORDER BYをしないと、SQL Serverはいつでもべえの をしないことにし
てください。に、いつでも。そしてそれについてじるはなく、それはものり、そしてインターネ
ットでられている。

ORDER BY ==ソートなし。のわり。

-- It may seem the rows are sorted by identifiers, 
-- but there is really no way of knowing if it will always work. 
-- And if you leave it like this in production, Murphy gives you a 100% that it wont. 
SELECT * FROM SortOrder 
GO

データのは2りあります。

き、ASCを•
に、DESCを•

-- Ascending - upwards 
SELECT * FROM SortOrder ORDER BY ID ASC 
GO 
 
-- Ascending is default 
SELECT * FROM SortOrder ORDER BY ID 
GO 
 
-- Descending - downwards 
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SELECT * FROM SortOrder ORDER BY ID DESC 
GO

テキストncharまたはnvarcharでべえるは、がをするようにしてください。のについては、トピッ
クのルックアップをしてください。

データのけとべえは、リソースをするがあります。これは、にされたインデックスがなです。の
については、トピックをしてください。

セットののをランダムするがあります。をににせてください。

SELECT * FROM SortOrder ORDER BY CHECKSUM(NEWID()) 
GO

けはストアドプロシージャーでできます。これは、セットをエンドユーザーにするにするのステ
ップであれば、するがあります。

CREATE PROCEDURE GetSortOrder 
AS 
    SELECT * 
    FROM SortOrder 
    ORDER BY ID DESC 
GO 
 
EXEC GetSortOrder 
GO

SQL Serverのビューでは、のためのられたそしてハッキーなサポートがありますが、しないこと
をおめします。

/* This may or may not work, and it depends on the way 
   your SQL Server and updates are installed */ 
CREATE VIEW VwSortOrder1 
AS 
    SELECT TOP 100 PERCENT * 
    FROM SortOrder 
    ORDER BY ID DESC 
GO 
 
SELECT * FROM VwSortOrder1 
GO 
 
-- This will work, but hey... should you really use it? 
CREATE VIEW VwSortOrder2 
AS 
    SELECT TOP 99999999 * 
    FROM SortOrder 
    ORDER BY ID DESC 
GO 
 
SELECT * FROM VwSortOrder2 
GO

けのために、ORDER BYに、エイリアスまたはをできます。
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SELECT * 
FROM SortOrder 
ORDER BY [Text] 
 
-- New resultset column aliased as 'Msg', feel free to use it for ordering 
SELECT ID, [Text] + ' (' + CAST(ID AS nvarchar(10)) + ')' AS Msg 
FROM SortOrder 
ORDER BY Msg 
 
-- Can be handy if you know your tables, but really NOT GOOD for production 
SELECT * 
FROM SortOrder 
ORDER BY 2

コードをした、そのコードをれてしまったをいて、コードのをしないことをおめします。

ケースによる

データをまたはアルファベットにソートするは、にorder by [column]できます。カスタムをして
ソートするは、caseステートメントをします。

Group 
----- 
Total 
Young 
MiddleAge 
Old 
Male 
Female

なorder byをする

Select * from MyTable 
Order by Group

アルファベットのソートをします。これはにましいとはりません。

Group 
----- 
Female 
Male 
MiddleAge 
Old 
Total 
Young

'case'をし、データをソートするでのをりてる

Select * from MyTable 
Order by case Group 
    when 'Total' then 10 
    when 'Male' then 20 
    when 'Female' then 30 
    when 'Young' then 40 
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    when 'MiddleAge' then 50 
    when 'Old' then 60 
    end

されたでデータをします。

Group 
----- 
Total 
Male 
Female 
Young 
MiddleAge 
Old

オンラインでのべえ/べえをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5332/のべえ-べえ
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107: レベルのセキュリティ

Examples

RLSフィルタ

Sql Server 2016+とAzure Sqlデータベースをすると、selectでされたをにフィルタリングして、
いくつかのをすることができます。このはレベルのセキュリティとばれます 。

まず、ユーザーがテーブルからデータをみることができるをするをむテーブルがです。

DROP FUNCTION IF EXISTS dbo.pUserCanAccessCompany 
GO 
CREATE FUNCTION 
 
dbo.pUserCanAccessCompany(@CompanyID int) 
 
    RETURNS TABLE 
    WITH SCHEMABINDING 
AS RETURN ( 
    SELECT 1 as canAccess WHERE 
 
    CAST(SESSION_CONTEXT(N'CompanyID') as int) = @CompanyID 
 
)

このでは、にするSESSION_CONTEXTのをつユーザーのみがにアクセスできます。あなたは、
のユーザのデータベースロールまたはdatabase_idをチェックするのをれることができます。

のコードのほとんどは、コピーしてりけるテンプレートです。ここでされるのは、
WHEREのとのとだけです。これで、このをのにするセキュリティー・ポリシーをしま
す。

これで、いくつかのにをするセキュリティー・ポリシーをできます。

CREATE SECURITY POLICY dbo.CompanyAccessPolicy 
    ADD FILTER PREDICATE dbo.pUserCanAccessCompany(CompanyID) ON dbo.Company 
    WITH (State=ON)

このセキュリティポリシーは、をテーブルにりてます。かがCompanyテーブルからデータをみろ
うとするたびに、セキュリティポリシーはにをし、CompanyIDをのパラメータとしてし、は
SELECTせのでこのがされるとします。

RLSセキュリティポリシーの

セキュリティポリシーは、にできるテーブルにけられたのグループです。をまたはしたり、ポリ
シーをオン/オフにすることができます。

https://riptutorial.com/ja/home 304



のセキュリティポリシーのテーブルにをできます。

ALTER SECURITY POLICY dbo.CompanyAccessPolicy 
    ADD FILTER PREDICATE dbo.pUserCanAccessCompany(CompanyID) ON dbo.Company

セキュリティポリシーからいくつかのをできます。

ALTER SECURITY POLICY dbo.CompanyAccessPolicy 
    DROP FILTER PREDICATE ON dbo.Company

セキュリティポリシーをにすることができます

ALTER SECURITY POLICY dbo.CompanyAccessPolicy WITH ( STATE = OFF ); 

にされたセキュリティポリシーをにすることができます。

ALTER SECURITY POLICY dbo.CompanyAccessPolicy WITH ( STATE = ON ); 

RLSブロックをしたの

レベルのセキュリティでは、のをできるユーザーをするをできます。に、アクセス・ポリシーをす
るをすいくつかの/をするがあります。

CREATE FUNCTION

dbo.pUserCanAccessProduct@ CompanyID int

RETURNS TABLE 
WITH SCHEMABINDING

AS RETURN1をcanAccessとしてSELECTをします。

CASTSESSION_CONTEXTN'CompanyID 'as int= @CompanyID

このでは、とするSESSION_CONTEXTのをつユーザーだけがにアクセスできます。あなたは、
のユーザのデータベースロールまたはdatabase_idをチェックするのをれることができます。

のコードのほとんどは、コピーしてりけるテンプレートです。ここでされるのは、
WHEREのとのとだけです。これで、このをのにするセキュリティー・ポリシーをしま
す。

これで、テーブルのCompanyIDカラムがをたさない、テーブルのをブロックするでセキュリティ
ポリシーをできます。

セキュリティポリシーをするdbo.ProductAccessPolicy ADD BLOCK PREDICATE 
dbo.pUserCanAccessProductCompanyIDON dbo.Product
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このはすべてのにされます。あるでをするは、のようにできます。

セキュリティポリシーをするdbo.ProductAccessPolicy ADD BLOCK PREDICATE 

dbo.pUserCanAccessProductCompanyIDをオンにするdbo.ProductをONにする

ブロックのにできるオプションはのとおりです。

[{AFTER {INSERT |}}  
| {BEFORE {UPDATE | DELETE}}]

オンラインでレベルのセキュリティをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/7045/レベルのセ
キュリティ
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108: 

Examples

はからされます

されたは、じののをできるからされます。は、されていない、、、およびこれらのみわせを1つの
ですることができます。

をしてテーブルをする

Create table NetProfit 
( 
    SalaryToEmployee            int, 
    BonusDistributed            int, 
    BusinessRunningCost         int, 
    BusinessMaintenanceCost     int, 
    BusinessEarnings            int, 
    BusinessNetIncome 
                As BusinessEarnings - (SalaryToEmployee          + 
                                       BonusDistributed          + 
                                       BusinessRunningCost       + 
                                       BusinessMaintenanceCost    ) 
 
)

はされ、のをするとににされます。

Insert Into NetProfit 
    (SalaryToEmployee, 
     BonusDistributed, 
     BusinessRunningCost, 
     BusinessMaintenanceCost, 
     BusinessEarnings) 
Values 
    (1000000, 
     10000, 
     1000000, 
     50000, 
     2500000) 

ログテーブルでするな

CREATE TABLE [dbo].[ProcessLog]( 
[LogId] [int] IDENTITY(1,1) NOT NULL, 
[LogType] [varchar](20) NULL, 
[StartTime] [datetime] NULL, 
[EndTime] [datetime] NULL, 
[RunMinutes]  AS 
(datediff(minute,coalesce([StartTime],getdate()),coalesce([EndTime],getdate())))
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これは、になランタイムのためにでのいをえる..

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5561/
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109: 

Examples

する

SQL Server 2012

のリストからされたインデックスにあるをします。 indexがvaluesのをえる、 NULLがされます。

パラメーター

index 、 valuesアイテムへのインデックス。 1ベース。1. 

values のタイプ、コンマりのリスト2. 

SELECT CHOOSE (1, 'apples', 'pears', 'oranges', 'bananas') AS chosen_result 
 
chosen_result 
------------- 
apples

IIF

SQL Server 2012

されたブールがtrueまたはfalseにされるかどうかにじて、2つののいずれかをします。

パラメーター

boolean_expressionはされるをしません1. 
true_valueあればさboolean_expression trueとします2. 

false_valueあればさboolean_expression falseとします3. 

SELECT IIF (42 > 23, 'I knew that!', 'That is not true.') AS iif_result 
 
iif_result 
------------ 
I knew that!

SQL Server 2012

IIFはCASEできえることができます。のはのようにかれています

SELECT CASE WHEN 42 > 23 THEN 'I knew that!' ELSE 'That is not true.' END AS iif_result 
 
iif_result 
------------ 
I knew that!

https://riptutorial.com/ja/home 309



オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/10647/
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110: 

Examples

と

Unionは、2つのクエリのを、ユニオンのすべてのクエリにするすべてのをむのセットにし、する
をします。 もすべてじことをしますが、したもみます。のでは、のがになります。をするにすべ
きはのとおりです。

1.すべてのクエリでのとがじであるがあります。

2.データはがなければなりません。

Marksheet1、Marksheet2、Marksheet3という3つのテーブルがあります。 Marksheet3は、
Marksheet2とじをむMarksheet2のテーブルです。

1 Marksheet1

2 マークシート2

3 マークシート3

テーブルMarksheet1とMarksheet2の
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SELECT SubjectCode, SubjectName, MarksObtained 
FROM Marksheet1 
UNION 
SELECT CourseCode, CourseName, MarksObtained 
FROM Marksheet2

3つのののは、がしたをとらないため、Marksheet1とMarksheet2のとじになります。

SELECT SubjectCode, SubjectName, MarksObtained 
FROM Marksheet1 
UNION 
SELECT CourseCode, CourseName, MarksObtained 
FROM Marksheet2 
UNION 
SELECT SubjectCode, SubjectName, MarksObtained 
FROM Marksheet3

ユニオンオール

SELECT SubjectCode, SubjectName, MarksObtained 
FROM Marksheet1 
UNION ALL 
SELECT CourseCode, CourseName, MarksObtained 
FROM Marksheet2 
UNION ALL 
SELECT SubjectCode, SubjectName, MarksObtained 
FROM Marksheet3
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Marksheet3からのしたもallをしてされます。

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5590/
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111: セット

き

データベーステーブルがするにつれて、クエリのをされたまたはにすることはしばしばです。こ
れは、SQL ServerのTOPキーワードまたはOFFSET FETCHをしてできます。

パラメーター

パラメータ

TOP キーワードをする。でします。

PERCENT Percentageキーワード。 TOPとのにます。

ORDER BYをすると、がけられたセットにされます。

Examples

TOPでの

このでは、 SELECTを100にしています。

SELECT TOP 100 * 
FROM table_name;

をしてをすることもできます。

DECLARE @CountDesiredRows int = 100; 
SELECT TOP (@CountDesiredRows) * 
FROM table_name;

PERCENTでする

このでは、 SELECTをの15パーセントにしています。

SELECT TOP 15 PERCENT * 
FROM table_name

FETCHによる

SQL Server 2012
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FETCHはにページネーションにはよりですが、 TOPとしてできます。

SELECT * 
FROM table_name 
ORDER BY 1 
OFFSET 0 ROWS 
FETCH NEXT 50 ROWS ONLY

オンラインでセットをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/1555/セット
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112: 

き

SQL Serverのは、のにしてをし、のをします。

AVG[ALL | DISTINCT]  •
COUNT[ALL | DISTINCT]  •
MAX[ALL | DISTINCT]  •
MIN[ALL | DISTINCT]  •
SUM[すべて| DISTINCT]  •

Examples

されたののをします。

にすように、さまざまなをするためのがあります。テーブルはMarksheetです。

Select SUM(MarksObtained) From Marksheet

sumは、パラメータとしてされるフィールドでNULLをつをしません

のでは、のようながあるとします。

106    Italian    NULL

このはではされません

AVG

えられたののをします。

にすように、さまざまなをするためのがあります。テーブルはMarksheetです。
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Select AVG(MarksObtained) From Marksheet

averageは、パラメータとしてされるフィールドでNULLをつをしません

のでは、のようながあるとします。

106    Italian    NULL

このはでされません

MAX

されたのをします。

にすように、さまざまなをするためのがあります。テーブルはMarksheetです。

Select MAX(MarksObtained) From Marksheet

MIN

されたのをします。

にすように、さまざまなをするためのがあります。テーブルはMarksheetです。

Select MIN(MarksObtained) From Marksheet
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カウント

されたののをします。

にすように、さまざまなをするためのがあります。テーブルはMarksheetです。

Select COUNT(MarksObtained) From Marksheet

countは、パラメータとしてされるフィールドでNULLをつはしません。、countパラメータは*す
べてのフィールドなので、rowのすべてのフィールドがNULLののみ、このはされません

のでは、のようながあるとします。

106    Italian    NULL

このはカウントにはされません

COUNT(*)は、テーブルのをします。このは、 COUNT(1)などのをまないNULLをしてすることもでき
ます。

Select COUNT(1) From Marksheet

GROUP BY Column_NameをしたCOUNTColumn_Name

たいていの、テーブルのののをすることができます。たとえば、のようになります。

テーブルREPORTS

ReportName ReportPrice

テスト 10.00 $

テスト 10.00 $

テスト 10.00 $

テスト2 11.00 $

テスト 10.00 $
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ReportName ReportPrice

テスト3 14.00 $

テスト3 14.00 $

テスト4 100.00 $

SELECT 
    ReportName AS REPORT NAME, 
    COUNT(ReportName) AS COUNT 
FROM 
    REPORTS 
GROUP BY 
    ReportName 

レポートの カウント

テスト 4

テスト2 1

テスト3 2

テスト4 1

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5802/
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113: なオプション

Examples

なオプションをにしてする

Exec sp_configure 'show advanced options' ,1 
RECONFIGURE 
GO 
-- Show all configure 
sp_configure

バックアップのデフォルトをにする

Exec sp_configure 'backup compression default',1 
GO 
RECONFIGURE;

デフォルトのりつぶしをする

sp_configure 'fill factor', 100; 
GO 
RECONFIGURE; 

をにするには、サーバーをするがあります。

システムをする

USE master; 
GO 
-- Set recovery every 3 min 
EXEC sp_configure 'recovery interval', '3'; 
RECONFIGURE WITH OVERRIDE; 

cmdのアクセスをにする

EXEC sp_configure 'xp_cmdshell', 1 
GO 
RECONFIGURE

サーバーメモリサイズをする

USE master 
EXEC sp_configure 'max server memory (MB)', 64 
RECONFIGURE WITH OVERRIDE
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チェックポイントタスクのをする

EXEC sp_configure "number of checkpoint tasks", 4

オンラインでなオプションをむ https://riptutorial.com/ja/sql-server/topic/5185/なオプション
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